近代日本の地域社会と弁護士 : 一九〇〇年代の滋賀県域を題材として by 三阪 佳弘 & Yoshihiro Misaka
はじ
め
に
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(
後
掲
参
照
文
献
一
覧
参
照
。
以
下
同
じ
）
は
、
近
代
日
本
の
弁
護
士
史
研
究
に
関
す
る
近
年
の
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
そ
の
第
二
部
「
日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
」
に
お
い
て
、「
弁
護
士
」
概
念
を
「
近
代
的
意
味
の
弁
護
士
」
概
念
と
「
歴
史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」
概
念
と
に
分
け
、
後
者
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
弁
護
士
史
研
究
の
新
た
な
側
面
を
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
631
一
七
三
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
一
九
〇
〇
年
代
の
滋
賀
県
域
を
題
材
と
し
て
三
阪
佳
弘
は
じ
め
に
一
弁
護
士
と
「
非
弁
護
士
」
二
明
治
後
半
期
の
滋
賀
県
域
の
司
法
状
況
制
度
と
人
三
滋
賀
県
域
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
需
要
充
足
の
担
い
手
結
び
Ⅱ
切
り
開
こ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
に
、
西
欧
か
ら
継
受
さ
れ
た
近
代
法
体
制
の
も
と
で
整
備
さ
れ
た
弁
護
士
制
度
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
前
近
代
と
の
連
続
性
を
視
野
に
入
れ
た
視
点
が
提
示
さ
れ
た
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
視
点
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
に
お
け
る
多
様
な
「
非
弁
護
士
」
の
存
在
と
そ
の
役
割
に
着
目
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
視
点
に
学
び
な
が
ら
、
明
治
後
半
期
の
滋
賀
県
域
を
題
材
と
し
て
、
当
時
の
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
の
弁
護
士
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
京
都
・
大
阪
の
弁
護
士
、
さ
ら
に
は
、
広
範
な
「
非
弁
護
士
」
層
を
も
含
め
て
、
そ
の
地
域
社
会
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
に
関
わ
る
人
々
の
多
層
的
な
構
造
を
、
一
つ
の
地
域
的
ま
と
ま
り
の
な
か
で
「
立
体
的
」
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
)
周
知
の
よ
う
に
、
明
治
維
新
以
後
、
条
約
改
正
を
目
標
と
し
た
法
体
制
の
近
代
化
を
課
題
と
し
て
、
そ
れ
を
担
う
司
法
官
に
つ
い
て
は
、
質
量
的
に
一
定
の
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
早
く
か
ら
司
法
省
明
法
寮
さ
ら
に
司
法
省
法
学
校
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
と
い
っ
た
法
学
教
育
機
関
を
整
備
し
、
一
九
〇
〇
年
代
に
は
、
司
法
官
に
つ
い
て
近
代
的
法
知
識
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
た
層
に
よ
っ
て
整
備
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
(
)
こ
れ
に
対
し
て
、
社
会
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
需
要
充
足
の
要
求
に
応
え
う
る
法
律
専
門
職
形
成
に
関
し
て
は
消
極
的
で
限
定
的
な
政
策
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
代
言
人
・
弁
護
士
の
数
は
低
く
抑
え
ら
れ
（
量
的
制
約)
、
弁
護
士
に
よ
る
需
要
充
足
の
あ
り
方
を
様
々
な
面
で
偏
っ
た
も
の
に
し
（
地
域
的
偏
在
、
狭
く
限
定
さ
れ
固
定
化
さ
れ
た
業
務
形
態
な
ど)
、
と
同
時
に
、
量
的
に
制
約
さ
れ
た
弁
護
士
で
対
応
で
き
な
い
需
要
が
、「
モ
グ
リ
」
あ
る
い
は
「
三
百
」
と
呼
ば
れ
た
無
資
格
者
、
官
公
署
や
裁
判
所
に
お
け
る
代
書
や
申
請
の
代
理
を
業
と
し
て
行
う
「
代
書
業
」
な
ど
の
、
質
に
お
い
て
均
質
で
は
な
い
「
非
弁
護
士
」
層
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
現
実
が
生
み
出
さ
れ
（
質
的
制
約)
、
こ
れ
ら
の
質
量
両
面
の
制
約
が
、
社
会
の
隅
々
に
法
的
ル
ー
ル
に
基
づ
く
紛
争
解
決
を
日
本
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
阻
止
的
に
働
く
こ
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論
説
632
一
七
四
Ⅱ
と
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
制
約
を
前
提
に
、
で
は
、
地
域
社
会
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
充
足
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
こ
で
は
、
法
律
専
門
職
と
し
て
の
弁
護
士
、
さ
ら
に
は
多
様
な
存
在
形
態
が
想
定
さ
れ
る
「
非
弁
護
士
」
層
は
ど
の
よ
う
な
役
割
と
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
う
し
た
役
割
と
機
能
を
支
え
た
歴
史
的
基
盤
と
条
件
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
試
み
は
明
治
後
半
期
の
滋
賀
県
域
を
対
象
と
す
る
限
定
さ
れ
た
分
析
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
疑
問
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
地
域
毎
の
こ
う
し
た
事
例
分
析
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
法
律
専
門
職
の
質
量
両
面
の
制
約
が
社
会
の
隅
々
に
法
的
ル
ー
ル
に
基
づ
く
紛
争
解
決
を
日
本
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
阻
止
的
に
働
く
こ
と
に
な
っ
た
と
規
定
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
日
本
に
お
け
る
法
秩
序
と
紛
争
解
決
の
あ
り
方
の
個
性
と
特
徴
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
以
下
で
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
、
明
治
後
半
期
の
滋
賀
県
域
を
対
象
と
し
て
、
弁
護
士
・｢
非
弁
護
士
」
層
を
含
め
た
そ
の
地
域
社
会
の
紛
争
処
理
に
関
わ
る
人
々
の
多
層
的
な
構
造
を
、
一
つ
の
地
域
的
ま
と
ま
り
の
な
か
で
立
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
目
的
に
即
し
て
、
ま
ず
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
に
お
け
る
弁
護
士
と
「
非
弁
護
士
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
一)
、
次
に
、
本
稿
の
対
象
で
あ
る
滋
賀
県
域
に
お
け
る
司
法
に
か
か
わ
る
制
度
的
・
人
的
基
盤
に
つ
い
て
（
二)
、
そ
れ
ぞ
れ
概
観
す
る
。
こ
れ
ら
を
前
提
に
、
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
に
お
け
る
「
非
弁
護
士
」
へ
の
対
応
策
の
展
開
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
滋
賀
県
域
に
お
け
る
弁
護
士
と
「
非
弁
護
士
」
と
の
多
層
的
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
三)
。
※
本
研
究
は
、
滋
賀
弁
護
士
会
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
史
料
の
存
在
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
っ
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Ⅱ
た
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
史
料
を
閲
覧
し
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
機
会
を
こ
こ
ろ
よ
く
与
え
て
い
た
だ
い
た
滋
賀
弁
護
士
会
、
弁
護
士
会
長
（
当
時
）
元
永
佐
緒
里
弁
護
士
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
幅
に
成
果
の
ご
報
告
が
遅
れ
た
こ
と
を
弁
護
士
会
の
方
々
に
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
か
つ
て
交
付
を
受
け
た
平
成

〜

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

課
題
番
号
一
六
五
三
〇
〇
一
一
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
一
弁
護
士
と
「
非
弁
護
士
」
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
司
法
職
務
定
制
は
、
代
言
人
を
訴
訟
事
件
に
お
け
る
法
廷
で
の
代
理
を
中
心
に
規
定
し
た
が
、
八
〇
年
の
改
正
代
言
人
規
則
が
全
国
統
一
的
な
資
格
試
験
制
度
を
導
入
し
た
後
も
、
法
廷
に
お
け
る
訴
訟
代
理
の
か
れ
ら
に
よ
る
独
占
が
確
立
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
七
三
年
の
代
人
規
則
は
、
一
定
の
場
合
に
「
代
人
」
に
よ
る
訴
訟
代
理
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
司
法
当
局
は
、
代
人
の
肩
書
き
を
持
っ
て
訴
訟
代
理
業
を
営
む
者
を
排
除
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
か
れ
ら
に
よ
る
訴
訟
代
理
は
無
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
代
言
人
に
よ
る
法
廷
内
に
お
け
る
業
務
独
占
は
な
か
な
か
確
立
し
な
か
っ
た
。
法
制
上
も
、
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
の
民
事
訴
訟
法
（
九
一
年
四
月
一
日
施
行
）
は
、
第
六
三
条
第
一
項
に
お
い
て
「
原
告
若
ク
ハ
被
告
自
ラ
訴
訟
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
弁
護
士
ヲ
以
テ
訴
訟
代
理
人
ト
シ
之
ヲ
為
ス
」
と
定
め
て
い
た
が
、
第
二
項
で
「
弁
護
士
ノ
在
ラ
サ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
訴
訟
能
力
者
タ
ル
親
族
若
ク
ハ
雇
員
ヲ
以
テ
訴
訟
代
理
人
ト
為
シ
若
シ
此
等
ノ
者
ノ
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
訴
訟
能
力
者
ヲ
以
テ
訴
訟
代
理
人
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得｣
、
第
三
項
で
「
区
裁
判
所
ニ
於
テ
ハ
弁
護
士
ノ
在
ル
ト
キ
ト
雖
モ
訴
訟
能
力
者
タ
ル
親
族
若
ク
ハ
雇
員
ヲ
以
テ
訴
訟
代
理
人
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
定
め
て
お
り
、
こ
れ
を
「
抜
け
道
」
と
し
て
事
実
上
法
廷
で
の
代
理
を
業
と
す
る
者
が
存
在
し
続
け
た
。
九
三
年
弁
護
士
法
の
制
定
施
行
後
も
、
こ
う
し
た
状
態
が
一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
続
い
た
と
さ
れ
る
。
(
)
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論
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一
七
六
Ⅱ
こ
う
し
た
法
廷
内
業
務
と
異
な
り
、
法
廷
外
の
法
律
事
務
に
つ
い
て
は
、
代
言
人
規
則
も
弁
護
士
法
も
何
ら
規
制
を
用
意
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
代
人
達
に
は
、
た
と
え
法
廷
内
で
の
活
動
の
余
地
を
奪
わ
れ
た
と
し
て
も
、
法
廷
外
に
お
い
て
活
動
の
余
地
を
広
く
残
さ
れ
て
い
た
。[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
の
言
を
借
り
れ
ば
「
代
言
人
・
弁
護
士
が
専
ら
法
廷
内
の
訴
訟
代
理
・
刑
事
弁
護
を
独
占
し
、
法
廷
外
で
は
非
弁
護
士
達
が
活
発
に
一
般
法
律
事
務
を
担
う
と
い
う
法
実
務
が
確
立
す
る
」(
同
二
一
一
頁
）
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
非
弁
護
士
に
与
え
ら
れ
た
蔑
称
が
「
三
百
屋
」｢
三
百
」｢
モ
グ
リ
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
弁
護
士
の
地
域
的
偏
在
と
量
的
不
足
の
中
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
弁
護
士
と
の
一
定
の
共
存
・
共
生
を
含
む
連
携
が
事
実
上
成
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
地
域
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
の
構
造
を
歴
史
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
存
在
と
役
割
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
非
弁
護
士
層
の
活
動
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
橋
本
同
上
書
が
、
非
弁
護
士
層
の
各
地
の
動
向
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
次
の
よ
う
な
分
類
を
試
み
て
い
る
（
同
二
二
八
頁
以
下)
。
類
型
１
弁
護
士
紹
介
型
顧
客
と
弁
護
士
と
の
間
に
介
在
し
て
、
弁
護
士
の
紹
介
と
訴
訟
代
理
の
委
任
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
類
型
。
多
く
は
弁
護
士
事
務
所
、
出
張
事
務
所
に
出
入
り
し
て
（
あ
る
い
は
事
務
員
と
し
て
）
訴
訟
依
頼
を
持
ち
込
ん
だ
り
す
る
活
動
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
九
三
年
弁
護
士
法
は
、
弁
護
士
に
対
し
て
、
所
属
裁
判
所
管
轄
内
に
複
数
の
事
務
所
を
開
設
し
、
他
の
裁
判
所
管
内
に
も
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
類
型
２
法
律
事
務
処
理
型
顧
客
の
依
頼
に
応
じ
て
法
律
事
務
一
般
（
法
律
相
談
も
含
む
）
を
処
理
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
類
型
。
地
域
に
事
務
所
を
構
え
、
あ
る
い
は
弁
護
士
の
出
張
事
務
所
と
し
て
業
務
を
行
う
活
動
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
類
型
３
紛
争
解
決
型
地
域
社
会
に
起
き
る
各
種
紛
争
に
介
入
し
、
仲
裁
行
為
等
を
業
と
す
る
活
動
形
態
を
と
っ
て
い
る
者
が
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Ⅱ
該
当
す
る
。
当
該
地
域
社
会
の
名
望
家
と
さ
れ
る
人
物
が
想
定
さ
れ
る
。
類
型
４
債
権
回
収
型
他
人
か
ら
債
権
等
を
譲
り
受
け
、
自
ら
あ
る
い
は
弁
護
士
を
利
用
し
て
訴
訟
等
を
通
じ
て
当
該
権
利
の
回
収
・
取
立
て
を
業
と
す
る
者
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
非
弁
護
士
層
は
、
こ
れ
ら
の
四
類
型
の
活
動
形
態
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
と
く
に
類
型
１
と
類
型
２
は
、
地
域
社
会
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
、
少
数
か
つ
地
域
的
に
偏
在
し
て
い
る
弁
護
士
に
つ
な
い
で
充
足
し
て
い
く
と
い
う
役
割
を
果
た
す
と
い
う
点
で
、
弁
護
士
と
の
共
生
・
共
存
を
含
む
連
携
関
係
に
立
つ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
競
合
関
係
に
も
あ
る
、
(
)
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
（
橋
本
同
上)
。
非
弁
護
士
が
、
地
域
社
会
に
お
け
る
現
実
の
必
要
隣
人
と
の
紛
争
に
直
面
し
、
さ
ら
に
は
裁
判
所
・
官
公
署
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
人
々
の
現
実
の
必
要
に
応
じ
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
法
規
制
や
資
格
・
免
許
に
よ
る
規
制
は
そ
う
し
た
現
実
を
後
追
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
は
、
業
務
遂
行
に
伴
っ
て
生
じ
う
る
か
れ
ら
の
「
逸
脱
」
の
危
険
も
ま
た
常
に
潜
在
し
て
い
た
。
と
同
時
に
、
弁
護
士
法
に
よ
る
制
度
の
確
立
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
弁
護
士
の
社
会
的
地
位
の
確
立
、
あ
る
い
は
厳
し
い
国
家
試
験
を
通
過
し
て
法
的
知
識
技
能
を
国
家
的
に
公
証
さ
れ
た
法
律
専
門
職
と
し
て
の
威
信
の
確
立
、
さ
ら
に
は
、
顧
客
の
獲
得
面
で
の
競
合
可
能
性
の
存
在
は
、
弁
護
士
と
非
弁
護
士
層
と
の
間
の
摩
擦
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
)
そ
こ
で
、
一
八
九
〇
年
代
末
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
社
会
秩
序
維
持
の
観
点
か
ら
の
警
察
に
よ
る
規
制
強
化
と
弁
護
士
会
自
身
に
よ
る
会
則
に
よ
る
規
制
の
動
き
が
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
後
者
の
警
察
規
制
に
関
し
て
は
、
多
く
の
府
県
で
は
、
府
県
令
（
警
察
令
）
に
よ
る
「
代
書
人
取
締
規
則
」
の
制
定
と
い
う
形
で
、
非
弁
護
士
層
の
取
締
り
が
行
わ
れ
た
（[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
第
二
部
第
四
章
参
照)
。
滋
賀
県
に
つ
い
て
は
、
一
九
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六
年
一
二
月
に
、「
滋
賀
県
代
書
人
取
締
規
則
（
滋
賀
県
令
第
五
八
号)
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
他
人
の
委
託
を
受
け
料
金
を
受
け
て
文
の
作
成
を
業
と
す
る
者
（
代
書
業
）
対
し
て
、
警
察
に
よ
る
免
許
を
通
じ
て
規
制
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
代
書
業
の
業
務
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
る
行
為
と
し
て
、
訴
訟
又
は
非
訟
事
件
に
関
し
、
代
理
、
勧
誘
、
鑑
定
、
仲
裁
、
紹
介
そ
の
他
争
訟
行
為
に
干
渉
す
る
こ
と
、
同
一
事
件
に
つ
き
利
害
を
異
に
す
る
双
方
の
代
書
を
為
す
こ
と
、
代
書
人
で
な
い
者
に
自
己
の
業
務
を
補
助
さ
せ
る
こ
と
、
所
定
の
料
金
以
外
の
報
酬
を
請
求
も
し
く
は
受
領
す
る
こ
と
、
住
所
又
は
営
業
所
を
他
人
の
法
律
事
務
所
に
貸
与
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
（[
小
松
栄
・
鵜
沼
倫
之
進
編
一
九
〇
九]
一
六
〇
頁)
。
代
書
業
を
免
許
制
に
し
て
、
か
れ
ら
が
非
弁
護
士
活
動
に
手
を
伸
ば
す
こ
と
、
ま
た
、
彼
ら
自
身
が
「
法
律
事
務
所
」
の
看
板
を
掲
げ
て
、
弁
護
士
紹
介
や
法
律
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
一
九
〇
八
年
一
〇
月
の
「
滋
賀
県
警
察
犯
処
罰
令
（
滋
賀
県
令
第
六
三
号)
」
は
、
非
弁
護
士
活
動
そ
の
も
の
を
規
制
対
象
と
す
る
た
め
に
、「
法
令
ノ
規
定
ニ
依
リ
特
ニ
権
能
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
濫
リ
ニ
他
人
ノ
訴
訟
又
ハ
非
訟
事
件
其
ノ
他
ノ
争
議
ニ
干
与
シ
若
ハ
告
訴
告
発
ヲ
勧
誘
周
旋
シ
テ
利
ヲ
図
リ
タ
ル
者
」
に
対
し
て
、
三
〇
日
以
下
の
拘
留
又
は
二
〇
円
以
下
の
科
料
を
科
す
こ
と
と
し
た
(
)
（
第
一
条
第
二
号
[
小
松
栄
・
鵜
沼
倫
之
進
編
一
九
〇
九]
二
頁)
。
弁
護
士
会
に
よ
る
自
己
規
制
に
関
し
て
は
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
の
対
応
を
検
討
す
る
な
か
で
後
述
す
る
が
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
警
察
令
の
取
締
対
象
と
な
っ
た
非
弁
護
士
層
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
会
則
を
改
正
し
て
、
非
弁
護
士
層
の
う
ち
と
く
に
訴
訟
紹
介
業
者
、
す
な
わ
ち
上
述
類
型
１
・
２
に
該
当
す
る
弁
護
士
紹
介
型
の
非
弁
護
士
か
ら
の
訴
訟
依
頼
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
禁
止
し
、
そ
の
た
め
に
訴
訟
紹
介
人
名
簿
を
作
成
し
て
、
そ
こ
か
ら
の
紹
介
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
対
応
は
必
ず
し
も
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
く
、
府
県
に
よ
っ
て
は
、
そ
う
し
た
訴
訟
紹
介
人
名
簿
の
作
成
を
放
棄
す
る
例
も
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五
年]
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な
ぜ
な
ら
、
前
述
し
た
類
型
１
・
２
の
非
弁
護
士
層
と
の
共
存
・
共
生
を
含
む
連
携
関
係
の
安
定
し
た
継
続
が
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
連
携
関
係
は
、
非
弁
護
士
を
通
じ
て
顧
客
を
確
保
し
み
ず
か
ら
の
営
利
を
獲
得
す
る
う
え
で
は
き
わ
め
て
有
用
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
非
弁
護
士
層
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
弁
護
士
自
身
の
活
動
領
域
を
狭
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
弁
護
士
の
量
的
不
足
と
地
域
偏
在
が
甚
だ
し
い
と
き
に
は
、
地
域
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
そ
う
し
た
非
弁
護
士
排
除
を
徹
底
し
て
、
弁
護
士
の
み
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
需
要
の
す
べ
て
が
充
足
さ
れ
う
る
、
と
期
待
す
る
こ
と
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
か
ら
の
代
言
人
・
弁
護
士
制
度
の
整
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
言
人
・
弁
護
士
数
が
制
約
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
状
況
を
前
提
に
す
る
と
き
、
弁
護
士
に
よ
る
業
務
独
占
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
法
廷
内
事
務
は
と
も
か
く
、
法
廷
外
の
法
律
事
務
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
に
加
え
て
多
様
な
非
弁
護
士
層
の
活
動
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
明
治
三
〇
年
代
に
は
い
る
と
（
一
八
九
〇
年
代
末
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
に
入
っ
て)
、
こ
う
し
た
活
動
に
対
す
る
規
制
が
課
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
規
制
の
是
非
が
焦
点
と
な
っ
て
い
く
こ
と
自
体
が
、
裏
返
せ
ば
、
西
欧
型
法
律
知
識
を
国
家
に
よ
っ
て
公
証
さ
れ
た
法
律
専
門
職
と
し
て
の
弁
護
士
の
み
で
は
当
時
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
十
分
充
足
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
、
弁
護
士
と
は
違
う
位
相
の
中
で
存
在
す
る
非
弁
護
士
層
の
一
定
の
役
割
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
当
時
の
非
弁
護
士
層
を
対
象
と
し
た
規
制
の
具
体
化
の
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
の
議
論
の
な
か
か
ら
当
時
の
非
弁
護
士
の
活
動
実
態
、
彼
ら
と
弁
護
士
と
の
共
存
・
共
生
の
連
携
と
も
い
う
べ
き
関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
章
を
改
め
て
、
一
九
〇
〇
年
代
の
滋
賀
県
域
を
対
象
と
し
て
上
記
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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二明
治
後
半
期
の
滋
賀
県
域
の
司
法
状
況
制
度
と
人
こ
こ
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
の
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
の
状
況
を
分
析
す
る
際
の
前
提
と
な
る
滋
賀
県
に
お
け
る
司
法
を
め
ぐ
る
制
度
的
・
人
的
整
備
状
況
を
、
前
史
を
含
め
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
（
１
）
滋
賀
県
域
に
お
け
る
裁
判
所
の
配
置
ま
ず
、
滋
賀
県
に
お
け
る
裁
判
所
組
織
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
以
降
、
府
県
に
は
府
県
裁
判
所
の
設
置
が
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
大
審
院
設
置
後
も
、
府
県
裁
判
所
未
設
置
県
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
は
、
県
庁
に
民
事
事
件
に
つ
い
て
は
聴
訟
課
、
刑
事
事
件
に
つ
い
て
は
断
獄
課
が
設
け
ら
れ
、
府
県
庁
に
よ
る
裁
判
事
務
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
一
八
七
六
年
九
月
に
府
県
裁
判
所
廃
止
・
地
方
裁
判
所
設
置
・
府
県
裁
判
所
未
設
置
県
へ
の
地
方
裁
判
所
支
庁
設
置
（
太
政
官
布
告
一
一
四
号
）
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
（[
三
阪
佳
弘
一
九
八
八]
、[
前
山
亮
吉
一
九
九
六])
。
府
県
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
滋
賀
県
に
つ
い
て
も
、
同
改
革
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
京
都
裁
判
所
が
、
京
都
府
と
滋
賀
県
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
の
滋
賀
県
域
の
裁
判
所
組
織
と
管
轄
の
変
遷
を
整
理
し
た
も
の
が
、
表
１
滋
賀
県
域
裁
判
所
変
遷
表
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
変
遷
の
最
初
の
画
期
は
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
七
月
の
治
罪
法
公
布
と
、
八
二
年
一
月
か
ら
の
同
法
施
行
に
備
え
た
始
審
・
治
安
裁
判
所
の
設
置
で
あ
る
。
滋
賀
県
に
つ
い
て
は
、
八
一
年
一
〇
月
に
、
大
津
と
彦
根
に
そ
れ
ぞ
れ
始
審
裁
判
所
と
治
安
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
治
罪
法
施
行
後
、
八
二
年
三
月
に
、
敦
賀
・
小
浜
区
裁
判
所
が
大
津
・
彦
根
始
審
裁
判
所
管
轄
か
ら
福
井
始
審
裁
判
所
管
轄
区
域
へ
移
さ
れ
、
一
つ
の
裁
判
所
管
内
に
複
数
の
県
に
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表
１
滋
賀
県
域
裁
判
所
変
遷
表
M
9/
8/21
太
政
官
布告
112
M
9/11/14（
法
規
分
類
260頁
)＝
京
都
裁
判
所
管
内
に
大
津
宮
津
の
２
支
庁
，
京
都
・
伏
水
・
大
津
・
彦
根
・
海
津
・
園
部
・
宮
津
の
７
区
裁
設
置
M
9/11/21
上
申
（
法
規
分
類
260～
264頁
)
＝
支
庁
・
区
裁
設
置
に
つ
き
管
轄
区
域
，
民
刑
管
轄
事
務
，
開
庁
日
時
等
M
9/12/25
届
（
法
規
分
類
264
 265頁
)＝
彦
根
・
海
津
区
裁
管
轄
変
更
M
10/6/26
届
・
同
月
京
都
裁
判
所
達
（
法
規
分
類
266～
269頁
)＝
本
支
庁
。
区
裁
管
轄
，
海
津
区
裁
を
小
浜
に
移
庁
→
小
浜
区
裁
M
11/9/19(法
規
分
類
269
頁
)＝
京
都
裁
判
所
管
内
に
福
知
山
・
敦
賀
区
裁
設
置
M
11/10/11
届
（
法
規
分
類
269
 272頁
)＝
支
庁
・
区
裁
管
轄
変
更
M
12/5/9
届
(
法
規
分
類
273頁
)＝
大
津
・
敦
賀
区
裁
管
轄
変
更
M
12/7/3
届
（
法
規
分
類
274～
276
頁
)＝
彦
根
支
庁
設
置
，
裁
判
管
轄
変
更
M
12/7/16
届
（
法
規
分
類
276頁
)＝
彦
根
・
大
津
支
庁
の
裁
判
管
轄
変
更
（
三
方
郡
は
彦
根
支
庁
へ
管
轄
へ
）
M
14/2/7
福
井
県
再
置M
14/4/9
太
政
官
布
告
22
・
4 /13
司
法
省
達
＝
福
井
県
管
内
裁
判
事
務
は
金
沢
裁
判
所
に
移
管
M
14/7/29
太
政
官
布
告
39＝
金
沢
裁
判
所
管
内
敦
賀
郡
・
若
狭
国
地
域
は
京
都
裁
判
所
に
移
管
M
13/7/17
治
罪
法
公
布M
14/10/6
太
政
官
布
告
53＝
各
裁
判
所
位
置
及
管
轄
区
画
改
正
M
14/12/28
太
政
官
布
告
78＝
重
罪
裁
判
所
区
画
M
15/3/23
太
政
官
布
告
18＝
敦
賀
・
小
浜
区
裁
を
福
井
始
審
裁
判
所
の
管
轄
と
す
る
M
16/1/10
太
政
官
布
告
2＝
各
裁
判
所
位
置
管
轄
区
画
を
改
定
し
始
審
裁
判
所
支
庁
を
新
設
す
る
M
16/9/7
太
政
官
布
告
33＝
重
罪
裁
判
所
管
轄
は
各
始
審
裁
判
所
管
内
を
も
っ
て
一
区
画
と
す
る
M
21/9/17
勅
令
64
＝
治
安
裁
判
所
出
張
所
を
設
置
し
登
記
事
務
と
期
日
を
定
め
て
裁
判
事
務
を
取
扱
わ
せ
る
M
21/10/19
司
法
省
令
甲
１
＝
同
上
出
張
所
位
置
・
管
轄
区
域
表
M
22/5/21
勅
令
67
＝
治
安
裁
判
所
出
張
所
裁
判
仮
規
程
M
22/10/11
司
法
省
告
示
10＝
各
始
審
裁
判
所
管
内
治
安
裁
判
所
出
張
所
裁
判
開
廷
場
所
，
管
轄
区
域
及
び
期
日
に
基
づ
き
開
廷
さ
れ
る
区
裁
判
所
出
張
所
M
23/2/10法
6＝
裁
判
所
構
成
法
（
11/10施
行
）
M
23/8/11
法
律
62
号
（
裁
判
所
位
置
及
び
管
轄
区
域
）
M
23/8/15
司
法
省
令
３
号
＝
地
方
裁
判
所
支
部
及
び
そ
の
管
轄
表
，
甲
乙
支
部
の
裁
判
管
轄
M
23/10/1
司
法
省
告
示
34＝
大
津
始
審
裁
管
内
治
安
裁
出
張
所
裁
判
の
儀
，
当
分
の
内
開
廷
し
な
い
M
23/11/28
司
法
省
告
示
72大
津
管
内
４
区
裁
に
お
い
て
M
23/12
か
ら
隔
月
15日
間
裁
判
事
務
を
取
り
扱
う
M
36/8/10
司
法
省
令
22
号
（
彦
根
支
部
に
お
い
て
は
当
分
裁
判
事
務
を
取
り
扱
わ
な
い
。
8/20施
行
）
郡
地
裁
区
裁
区
裁
地
裁
･支
庁
地
裁
・
支
庁
始
審
治
安
重
罪
始
審
＝
重罪
支
庁
治
安
治
安
出
張
所
裁
判
開
廷
治
安
出
張
所
地
裁
支
部
区
裁
M
9/11
M
9/
12
M
10/
6
M
11/
10
M
12/
5
M
12/7
M
14/2
M
14/10
M
14/
12
M
16/1
M
21/10
M
23/11
滋
賀県
滋
賀
大
津
大
津
大
津
大
津
大
津
京
都
裁
判
所
（
以
下
同
じ
）
大
津
支
庁
京
都
裁
判
所
大
津
支
庁
大
津
大
津
大
津
本
堅
田
草
津
大
津
栗
太
野
洲
甲
賀
水
口
水
口
水
口
蒲
生
八
幡
日
野
八
幡
八
幡
Ⅱ
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
641
一
八
三
京
都
裁
判
所
大
津
支
庁
滋
賀
神
埼
彦
根
彦
根
彦
根
彦
根
彦
根
彦
根
支
庁
同
彦
根
支
庁
彦
根
彦
根
大
津
彦
根
彦
根
愛
知
川
大
津
彦
根
支
部
（
甲
号
）
→
M
36/8/
20以
降
停
止
彦
根
愛
知
犬
上
春
照
長
浜
坂
田
長
浜
東
浅
井
伊
香
木
之
本
木
之
本
西
浅
井
→
M
23
伊
香
海
津
大
津
大
津
敦
賀
高
島
海
津
大
津
大
津
支
庁
大
津
支
庁
大
津
大
津
大
津
大
津
今
津
今
津
今
津
敦
賀
小
浜
敦
賀
敦
賀
彦
根
支
庁
金
沢
裁
判
所
管
轄
→
京
都
裁
判
所
彦
根
敦
賀
（
以
下
省
略
）
三
方
大
飯
小
浜
小
浜
大
津
支
庁
金
沢
裁
判
所
管
轄
→
京
都
裁
判
所
大
津
小
浜
遠
敷
注
記
①
大
津
支
庁
は
死
罪
・
懲
役
終
身
を
除
く
民
刑
事
一
切
の
事
務
を
採
決
す
る
。
但
し
事
情
繁
雑
な
も
の
は
本
庁
所
長
の
決
を
取
る
（
但
書
き
は
M
10/6
追
加
)。
②
大
津
区
裁
は
，
民
事
50円
以
下
，
刑
事
懲
役
100日
以
下
の
事
務
を
採
決
し
，
民
事
勧
解
事
務
を
受
理
す
る
（
→
M
10/6
大
津
区
裁
は
民
事
勧
解
の
事
務
を
受
理
す
る
）
③
彦
根
・
海
津
区
裁
は
民
事
100円
以
下
，
刑
事
懲
役
３
年
以
下
の
事
務
を
裁
理
し
，
民
事
勧
解
事
務
を
受
理
す
る
（
M
10/6
小
浜
区
裁
，
M
11/10
敦
賀
区
裁
も
同
様
）
①
大
津
彦
根
各
支
庁
は
死
罪
・
懲
役
終
身
を
除
く
民
刑
事
一
切
の
事
務
を
裁
決
す
る
②
大
津
・
彦
根
区
裁
判
所
は
民
事
勧
解
事
務
を
処
理
す
る
③
敦
賀
・
小
浜
区
裁
は
民
事
100円
以
下
，
刑
事
懲
役
３
年
以
下
の
事
務
を
裁
理
し
，
民
事
勧
解
事
務
を
受
理
す
る
地
裁
甲
号
支
部
＝
重
罪
公
判
及
び
民
事
第
二
審
を
除
く
ほ
か
地
方
裁
判
所
の
裁
判
権
に
属
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
→
M
24/9/16
司
法
省
令
９
号
に
よ
り
，
甲
号
支
部
に
お
い
て
は
こ
れ
よ
り
刑
事
第
二
審
の
事
務
取
り
扱
い
を
廃
止
す
る
乙
号
支
部
＝
予
審
を
要
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
地
方
裁
判
所
の
裁
判
権
に
属
す
る
刑
事
第
一
審
の
事
務
を
取
り
扱
う
※
表
中
､「
法
規
分
類
｣＝
『法
期
分
類
大
全
官
職
門
13官
制
司
法
省
２
』、
｢上
申
」
｢届
｣＝
｢京
都
裁
判
所
ヨ
リ
司
法
省
へ
上
申
」
｢同
届
｣、
地
裁
＝
地
方
裁
判
所
、
区
裁
＝
区
裁
判
所
、
治
安
＝
治
安
裁
判
所
、
重
罪
＝
重
罪
裁
判
所
Ⅱ
ま
た
が
る
地
域
を
管
轄
す
る
変
則
が
改
め
ら
れ
た
。
(
)
さ
ら
に
、
全
国
九
〇
カ
所
に
及
ぶ
始
審
裁
判
所
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
翌
年
一
月
に
は
府
県
と
同
数
の
四
三
カ
所
に
始
審
裁
判
所
の
数
を
縮
小
さ
せ
、
代
わ
り
に
支
庁
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
(
)
こ
れ
に
よ
り
、
滋
賀
県
に
つ
い
て
は
、
大
津
始
審
裁
判
所
と
と
も
に
彦
根
支
庁
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
八
月
の
登
記
法
制
定
に
よ
り
、
登
記
事
務
を
治
安
裁
判
所
で
取
り
扱
う
原
則
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
原
則
を
貫
徹
す
る
た
め
に
八
八
年
九
月
に
、
治
安
裁
判
所
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
（
勅
令
六
四
号
。
全
国
六
五
六
カ
所
設
置)
。
同
勅
令
は
同
時
に
、
一
部
の
出
張
所
に
は
、
登
記
事
務
と
共
に
期
日
を
定
め
て
裁
判
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
翌
年
に
治
安
裁
判
所
出
張
所
裁
判
仮
規
定
が
定
め
ら
れ
た
。
(
)
滋
賀
県
で
は
、
八
八
年
一
〇
月
に
一
〇
カ
所
の
出
張
所
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
翌
八
九
年
一
〇
月
に
は
、
水
口
・
八
幡
・
今
津
（
以
上
大
津
治
安
裁
判
所
管
轄)
、
木
之
本
（
彦
根
同
上
管
轄
）
の
出
張
所
に
お
い
て
は
、
裁
判
事
務
も
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
(
)
こ
れ
ら
の
四
つ
の
出
張
所
の
う
ち
、
木
之
本
以
外
に
は
、
後
に
区
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
裁
判
事
務
を
行
う
出
張
所
は
、
裁
判
所
構
成
法
上
の
区
裁
判
所
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
管
轄
区
域
を
有
す
る
治
安
裁
判
所
を
補
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
九
〇
年
八
月
に
は
、
裁
判
所
構
成
法
が
制
定
さ
れ
た
が
（
一
一
月
施
行)
、
そ
れ
に
伴
い
裁
判
所
位
置
及
管
轄
区
域
が
定
め
ら
れ
（
法
律
第
六
二
号)
、
大
津
地
方
裁
判
所
、
大
津
・
水
口
・
八
幡
・
彦
根
・
長
浜
・
今
津
の
六
つ
の
区
裁
判
所
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
同
月
に
、
甲
号
支
部
と
し
て
彦
根
支
部
（
司
法
省
令
第
三
号
）
(
)
が
設
置
、
各
区
裁
判
所
の
も
と
に
区
裁
判
所
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
（
司
法
省
令
第
四
号)
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
明
治
三
〇
年
代
後
半
期
に
お
い
て
も
、
上
述
の
裁
判
所
の
設
置
状
況
が
維
持
さ
れ
た
が
、
実
際
の
裁
判
事
務
の
実
施
状
況
は
、
区
裁
判
所
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
。
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Ⅱ
大
津
地
方
裁
判
所
管
内
の
区
裁
判
所
の
う
ち
、
水
口
・
八
幡
・
今
津
・
長
浜
の
裁
判
事
務
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
そ
れ
以
前
の
治
安
裁
判
所
出
張
所
の
裁
判
事
務
の
停
止
が
行
わ
れ
た
後
に
（
一
〇
月
一
日
司
法
省
告
示
第
三
四
号)
、
民
事
裁
判
事
務
に
つ
い
て
一
一
月
二
八
日
か
ら
取
り
扱
い
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
二
月
以
降
隔
月
一
五
日
間
開
廷
し
て
民
事
裁
判
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
（
司
法
省
告
示
第
七
二
号)
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
津
・
長
浜
に
つ
い
て
は
、
民
事
裁
判
事
務
は
そ
の
後
停
止
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
(
)
一
八
九
〇
・
九
一
（
明
治
二
三
・
二
四
）
の
民
事
司
法
統
計
の
上
で
は
、
長
浜
と
今
津
に
つ
い
て
事
件
処
理
実
績
を
確
認
で
き
る
が
、
九
二
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
な
い
。
(
)
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
符
合
す
る
よ
う
に
、
両
裁
判
所
へ
の
判
事
の
配
置
は
、
今
津
に
つ
い
て
は
九
二
年
以
後
、
長
浜
に
つ
い
て
は
九
四
年
以
後
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
（
後
掲
表
２
参
照)
。
今
津
に
関
し
て
は
、
刑
事
事
務
の
取
扱
が
開
始
さ
れ
た
か
ど
う
か
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
な
い
。
(
)
九
一
年
六
月
一
六
日
か
ら
八
幡
で
（
同
年
司
法
省
告
示
七
二
号)
、
同
年
一
一
月
四
日
か
ら
水
口
で
（
司
法
省
告
示
九
九
号)
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
が
告
示
さ
れ
、
両
裁
判
所
に
つ
い
て
は
民
刑
事
の
両
裁
判
事
務
の
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
六
月
一
日
か
ら
、
水
口
・
八
幡
両
区
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
刑
事
事
務
に
つ
い
て
は
大
津
区
裁
判
所
で
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
(
)
（
同
年
司
法
省
告
示
第
二
八
号)
。
そ
の
後
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
三
月
の
裁
判
所
構
成
法
改
正
は
、
区
裁
判
所
の
裁
判
権
を
拡
大
し
、
民
事
に
つ
い
て
従
来
の
訴
額
一
〇
〇
円
以
下
の
事
件
か
ら
二
〇
〇
円
に
拡
張
し
（
同
法
第
一
四
条
第
一
号
改
正)
、
刑
事
に
つ
い
て
は
、
窃
盗
罪
等
を
加
え
る
こ
と
に
し
（
同
法
区
裁
判
所
に
関
す
る
第
一
六
条
ノ
一
中
を
「
第
一
違
警
罪
第
二
窃
盗
ノ
罪
第
三
二
百
円
ヲ
超
過
ス
ル
罰
金
ヲ
併
科
又
ハ
附
加
セ
サ
ル
本
刑
六
月
以
下
ノ
禁
錮
ニ
該
ル
罪
第
四
本
刑
二
百
円
ヲ
超
過
セ
サ
ル
罰
金
ニ
該
ル
罪
」
に
改
正)
、
同
時
に
地
方
裁
判
所
の
管
轄
区
域
内
の
一
つ
区
裁
判
所
管
轄
ノ
刑
事
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
区
裁
判
所
に
取
り
扱
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Ⅱ
わ
せ
る
措
置
を
認
め
た
（
同
法
第
一
六
条
ノ
二
新
設)
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
上
述
第
一
六
条
ノ
一
中
の
第
二
・
三
の
事
項
に
関
す
る
刑
事
事
務
に
つ
い
て
、
別
の
区
裁
判
所
に
扱
わ
せ
る
全
国
的
措
置
が
定
め
ら
れ
た
（
司
法
省
令
第
一
〇
号)
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
津
地
方
裁
判
所
管
轄
内
で
は
、
九
三
年
六
月
以
来
刑
事
事
務
を
取
り
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
水
口
・
八
幡
両
区
裁
判
所
は
、
第
一
六
条
ノ
一
中
の
第
一
・
四
の
刑
事
事
務
に
つ
い
て
取
り
扱
い
を
開
始
し
（
司
法
省
告
示
第
一
五
号)
、
そ
れ
以
外
の
同
条
第
二
・
三
の
刑
事
事
務
に
つ
い
て
は
、
大
津
区
裁
判
所
で
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
長
浜
区
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
六
月
一
五
日
か
ら
、
再
び
裁
判
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
が
（
司
法
省
告
示
第
三
九
号)
、
刑
事
事
務
に
つ
い
て
は
、
〇
五
年
司
法
省
令
第
一
〇
号
の
措
置
が
適
用
さ
れ
、
裁
判
所
構
成
法
第
一
六
条
ノ
一
の
第
二
・
第
三
に
か
か
わ
る
刑
事
事
務
に
つ
い
て
は
、
彦
根
区
裁
判
所
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
後
に
、
彦
根
支
部
に
関
し
て
は
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
八
月
二
〇
日
か
ら
当
分
裁
判
事
務
を
取
り
扱
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
(
)
（
司
法
省
令
第
二
二
号)
。
以
上
や
や
繁
雑
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
滋
賀
県
域
の
図
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
が
図
１
滋
賀
県
に
お
け
る
裁
判
所
配
置
で
あ
る
。
(
)
裁
判
所
構
成
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
裁
判
所
位
置
及
管
轄
区
域
は
、
滋
賀
県
全
域
に
区
裁
判
所
を
配
置
し
た
が
、
裁
判
事
務
の
実
際
の
取
扱
に
つ
い
て
、
事
件
処
理
の
実
績
に
あ
わ
せ
て
取
扱
を
停
止
し
、
大
津
・
彦
根
の
区
裁
判
所
の
取
扱
に
委
ね
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
後
半
期
の
滋
賀
県
域
の
裁
判
所
は
、
大
津
・
彦
根
の
地
裁
本
庁
と
各
区
裁
判
所
を
核
に
、
八
幡
・
水
口
の
区
裁
判
所
が
補
完
的
に
機
能
す
る
配
置
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
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Ⅱ
（
２
）
滋
賀
県
域
に
お
け
る
司
法
官
（
判
事
・
検
事
）
の
配
置
次
に
裁
判
所
構
成
法
が
施
行
さ
れ
た
翌
年
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
以
後
の
大
津
地
方
裁
判
所
管
轄
区
域
の
各
裁
判
所
の
司
法
官
の
配
置
状
況
を
概
観
し
、
そ
の
特
徴
を
見
て
お
こ
う
。
次
に
掲
げ
る
表
２
一
八
九
一
〜
一
九
一
二
年
の
大
津
地
方
裁
判
所
司
法
官
（
判
事
）
の
在
職
変
遷
表
、
表
３
一
八
九
一
〜
一
九
一
二
年
の
大
津
地
方
裁
判
所
司
法
官
（
検
事
）
の
在
職
変
遷
表
は
、
[
職
員
録
一
八
九
一
〜
一
九
一
二]
を
も
と
に
、
判
事
と
検
事
に
つ
い
て
、
各
裁
判
所
へ
の
配
置
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
司
法
官
の
配
置
総
数
で
あ
る
が
、
判
事
に
つ
い
て
、
九
一
年
は
一
九
名
で
あ
る
が
、
そ
の
後
漸
減
し
、
九
四
年
に
は
一
四
名
、
九
七
年
に
は
一
三
名
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
以
降
は
お
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図１ 滋賀県における裁判所の配置
今津区裁判所
1893･94について民事事務取扱
1895以降裁判事務停止(？)
長浜区裁判所
1893・94について民事事務取扱
1895以降裁判事務停止(？)
1911民事事務及び刑事事務の一部取扱
を再開
彦根支部
1890設置～1903/8裁判事務停止
彦根区裁判所
大津地方裁判所
大津区裁判所
八幡区裁判所
1893民事事務取扱開始
1891刑事事務取扱～93取扱停止
1905刑事事務の一部取扱を再開
水口区裁判所
1893民事事務取扱開始
1891刑事事務取扱～93取扱停止
1905刑事事務の一部取扱を再開
★
★
★
★
★
★
伊香郡
東浅井郡
高島郡
滋賀郡
坂田郡
犬上郡
甲賀郡
蒲生郡
野洲郡
栗太郡
愛知郡
神崎郡
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一
八
八
1897 1898 1899 1900 1901
M30 M31 M32 (M33 M34
13 13 13 13 13
0 0 0 0
(山本) 三宅長策 (三宅) (三宅)
(金沢) (金沢) (金沢) (金沢)
(鈴木) ◆淀川正秀 (淀川)
(柳田) (柳田)
(大矢)←彦根
兼大津
(大矢)
兼大津
(大矢)
兼大津
(飯田)←八幡
(松波)←彦根 (松波) (松波) (松波)
(鵜飼) 高橋荘之助 (高橋) (高橋)
(大谷)
兼地裁
(小出)
兼地裁
榊原周次郎
兼地裁
(榊原)
(室谷) (室谷) (室谷) (室谷)
(飯田)←地裁 志水弘馬 (小出)←大津 (小出)
× × × ×
◆小田切秀雄 (水野) (水野) (水野)
(水野)
池部淳 (池部) (池部)
◇大矢早利 大槻真三郎 (大槻)
(三宅) (三宅) (三宅) (三宅)
× × × ×
Ⅱ
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一
八
九
表２ 1891～1912年の大津地方裁判所司法官(判事)の在職変遷表
1891 1892 1893 1894 1895 1896
M24 M25 M26 M27 M28 M29
判事在職数 19 18 16 14 14 14
司法官試補 1 0 0 0 0 0
判
事
地
方
裁
判
所
所長 千葉貞幹
◆山本正己←
大津検事正
(山本) (山本) (山本) (山本)
部長 金沢政安 (金沢) (金沢) (金沢) (金沢) (金沢)
土井庸太郎 川瀬専次郎 (鈴木)←彦根 (鈴木) (鈴木)
大倉鉦蔵 (大倉) (大倉)
室谷高富 (山田)←大津 (山田) (山田) 柳田教彦 (柳田)
神山亨太郎 (神山) 能勢泰成 (能勢)
◆大鐘彦市 (大鐘) (大鐘) (大鐘) 飯田慶三郎 (飯田)
三浦順太郎 (三浦) (三浦) (三浦)
区
裁
判
所
大津
監督
◇江間乙蔵 (江間)
(江間)
兼地裁
(川瀬)←地裁 ◆鵜飼幸吉 (鵜飼)
勝浦徳二郎 (勝浦)
(勝浦)
兼地裁
塩田元恒
◆大谷郁彦
兼地裁
(大谷)
兼地裁
山田豊
小泉久時
(小泉)
兼地裁
(小泉)
兼地裁
水口 ×
小川俊一
兼地裁
(小泉)←大津
兼地裁
本多督 (本多)
八幡 × (室谷←地裁) (室谷) (室谷) (室谷) (室谷)
今津 鈴木一 × × × × ×
彦根
監督
◇豊田弘世 (豊田) (豊田) (豊田) 湯川愼三郎 (湯川)
◆水野世民
兼地裁
(水野) (水野) (水野) (水野) (水野)
鈴木伍三郎
兼地裁
(鈴木) (鈴木)
◇松波佳作
兼地裁
(松波) (松波) (松波) (松波) (松波)
勝沼保一郎
兼地裁
曽根大太郎 (曽根) 三宅藤一 (三宅) (三宅)
長浜 小出仲
(小出)
兼地裁・彦根
(小出)
兼地裁・彦根
× × ×
試補 (裁判所
詰)
岡田侃次郎
※表中, 初出は姓名を記載し, 継続もしくは大津地方裁判所管内以外の転出を挟んで転入した司法官について
は, 姓のみを( )付きで記載した。
※｢←地裁」は大津地裁本庁から,「←大津」｢←彦根」等は, それぞれ大津管内の区裁判所からの転入,「←試
補」は試補から, を示す。
※｢兼地裁」は, 大津地裁本庁と,「兼大津」｢兼彦根」などは, それぞれ大津管内の区裁判所の兼務を示す。
※×は判事の配置が無いこと,「※兼務」は, 他裁判所本務の判事が兼務していることを示す。
※以上［職員録，1891～1912］に基づいて作成した。なお, 1898 (明治31) 年については, 職員録欠本のため,
数値のみ「帝国司法省民事統計年報第24」からとった。
※◆◇印をつけた司法官については, 司法官を退いた後に, 大津・大阪・京都で弁護士登録したことが確認さ
れ, そのなかでも◆の司法官は, 大津管内に事務員を抱えた事務所もしくは出張事務所を構えたことが確認
される。
Ⅱ
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
648
一
九
〇
1907 1908 1909 1910 1911 1912
M40 M41 M42 M43 M44 M45
13 12 12 10 11 12
1 1 5 6 4 2
(板垣) 前田道一 (前田) (前田) 浜田徳太郎 (浜田)
(柳田) (柳田) (柳田) (柳田) (柳田) (柳田)
(鈴木米)←大
津
(鈴木米) (鈴木米) (鈴木米) 津田銀太郎 (津田)
上野魁春
兼大津
(上野)
兼大津
小谷常英
兼大津
(兼子)
兼大津
(兼子)
兼大津
(兼子)
兼大津
佐藤元吉
兼大津
(佐藤)
兼大津
(佐藤)
兼大津
長嶺教心 (長嶺) (長嶺)
兼子靖議 (兼子)
広井薫(大津兼
務)
鈴木賀一郎(大
津兼務)
(鈴木)
兼大津
(森 章)
兼大津
戌亥忠一
兼大津
(大原)←試補
予備判事
(板野)←試補
予備判事兼大津
(山本福)←試
補 予備判事)
(大矢)←地裁
兼地裁
(大矢)兼地裁
兼務)
長尾与吉 岩直保 (岩) (岩)
(秋吉)←地裁
兼地裁
(秋吉)兼地裁
兼務)
(津阪)←水口
兼水口
広瀬秋三郎
兼水口
(津阪)←地裁 (津阪) (津阪) (津阪) ※兼務 ※兼務
(小出) (小出) (小出) ※兼務 ※兼務 ※兼務
× × × × × ×
戸田忠正 (戸田) (大矢)←大津 (大矢) (大矢) (大矢)
(牧村) (牧村) (牧村)
(牧村)
兼八幡
(牧村)
兼八幡
川村一馬
兼八幡
× × × × ×
(牧村)
兼彦根
(多田) 新川芳男 (新川) (木村) (木村) 清水稼太郎
南波杢三郎 (南波) (喜多村)
大原政介 (大原) 板野孝一
清水正一 (清水) (生水)
喜多村清 関谷善一 (関谷) (関谷)
岡田勇次郎
Ⅱ
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一
九
一
1902 1903 1904 1905 1906
M35 M36 M37 M38 M39
判事在職数 14 12 12 12 13
司法官試補 0 0 0 0 5
判
事
地
方
裁
判
所
所長 (三宅) 西郷綱樹 鳥山虎亀太 板垣不二男 (板垣)
部長 (金沢) (小泉)←他管 (柳田)←他管 (柳田) (柳田)
(淀川) 渡部則元
(榊原)←大津
兼区裁
津阪宗裕 (津阪)
(津阪)
兼大津
(津阪)
兼大津
井上鉄太郎
←試補
◇牧村央 椹木八郎 (椹木)
(大矢)
兼大津
(大矢)
兼大津
(大矢)
兼大津
(大矢) (大矢)
(大谷)←他管
森章三郎
兼大津
(森 章)
兼大津
(森 章)
兼大津
(松波)
秋吉豊次
予備判事
(秋吉)
予備判事
区
裁
判
所
大津
監督
(高橋) (高橋) (高橋) (松波)←他管 (松波)
(森川)←試補 西本楠太郎 鈴木米次郎 (鈴木米)
水口 (室谷) (室谷) (室谷) (室谷) (室谷)
八幡 (小出) (小出) (小出) (小出) (小出)
今津 × × × × ×
彦根
監督
(水野) 渡辺衛 (渡辺) 松原久之 (松原)
斉田信利 馬場氏 (牧村)←地裁 (牧村)
長野一郎
(大槻)
(三宅)
長浜 × × × × ×
試補 (裁判所
詰)
生田友次郎
野崎辰次郎
佐藤元吉
寺島宗一
古賀才次郎
Ⅱ
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
650
一
九
二
1897 1898 1899 1900 1901
M30 M31 M32 M33 M34
6 6 5 4 4
0 2 4 4
(手塚) 関義幹 (関) (関)
吉田平三郎 村上正世 (村上正) (村上正)
田中健二郎
(岡田)
兼地検
鹿又武三郎
兼地検
村上亨三郎
兼地検
(村上亨)
兼地検
× × × ×
× × × ×
× × × ×
(小川) (小川) 永野正路 (永野)
(山口) 駒井弥三郎
× × ×
武田鬼十郎 (武田) (武田)
野田又一郎 西崎泰久 (西崎)
井上鉄太郎 (井上)
(野田) (野田)
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表３ 1891～1912年の大津地方裁判所司法官 (検事) の在職変遷表
1891 1892 1893 1894 1895 1896
M24 M25 M26 M27 M28 M29
検事在職数 7 7 7 5 5 6
司法官試補
検事代理
0 1 1 1 1 1
検
事
地
裁
検
事
局
検事正 山本正己 尾房豊 手塚太郎 (手塚) (手塚) (手塚)
◇中村政房
(中村)
兼大津
◆種野弘道 (種野) (種野) (種野) (種野)
区
裁
検
事
局
大津
◆小川俊一
兼地検
(小川)←水口
兼地検
(岡田)←水口
兼地検
(岡田)
兼地検
(岡田)
兼地検
(市川)←試補
水口 ×
(小川)←大津
兼大津
(岡田)←試補 × × ×
八幡 × ×
(種野)←地検
兼地検
× × ×
今津 × × × × × ×
彦根＝
支部
中屋重道
兼地検
(中屋) (中屋) (小川) (小川) (小川)
鈴木温
兼地検兼務
(鈴木) (鈴木) 山口直三郎 (山口) (山口)
長浜
瀧本省三
兼地検・彦根
(瀧本)
兼地検・彦根
本多親利
兼彦根
× × ×
試補＝検事代
理
(岡田) 高橋雄一郎 ◆市川仙太郎 (市川) 浅井栄
※表中，初出は姓名を記載し，継続もしくは大津地方裁判所管内以外の転出を挟んで転入した司法官について
は，姓のみを( )付きで記載した。
※｢←地検」は大津地裁検事局から,「←大津｣「←彦根」等は，それぞれ大津管内の区裁判所検事局からの転
入,「←試補」は試補から，を示す。
※「兼地検」は，大津地裁検事局,「兼大津｣「兼彦根」などは，それぞれ大津管内の区裁判所検事局の兼務を
示す。
※以上［職員録，1891～1912］に基づいて作成した。
※◆◇印をつけた司法官については，司法官を退いた後に，大津・大阪・京都で弁護士登録したことが確認さ
れ，そのなかでも◆の司法官は，大津管内に事務員を抱えた事務所もしくは出張事務所を構えたことが確認
される。
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四
1907 1908 1909 1910 1911 1912
M40 M41 M42 M43 M44 M45
5 5 4 4 4 6
1 2 1 2 0 0
山口長信 (山口) (山口) (山口) (山口) (山口)
(山内) (山内) (山内) (山内) (山内) 稲沢庄次郎
(野崎)←試補
予備検事
(生水)←試補
予備検事・兼大津
(田中)
兼地検
森勇
兼地検
(森)
兼地検
(森)
兼地検
飯野五郎 緒方楳男
× × × × × ×
× × × × × ×
× × × × × ×
(臼杵) (伊谷)←他管 (伊谷) 保江衷 山田春遥 (山田)
× × × × × ×
兵頭理藤太 木村正
大島辰彦 加藤健一 (喜多村)
生水乙松
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五
1902 1903 1904 1905 1906
M35 M36 M37 M38 M39
検事在職数 4 4 5 4 4
司法官試補
検事代理
3 2 1 2 2
検
事
地
裁
検
事
局
検事正 (関) (関) 妹沢政雄 (妹沢) (妹沢)
高野兵太郎 森下亀太郎 橋本二郎 (山内)←彦根 (山内)
区
裁
検
事
局
大津
高木国尚
兼地検
(高木)
兼地検
(高木)
兼地検
田中芳春
兼地検
(田中)
兼地検
水口 × × × × ×
八幡 × × × × ×
今津 × × × × ×
彦根＝
支部
(永野) 山内牧二郎 (山内) 臼杵九郎 (臼杵)
長浜 × × × × ×
試補＝検事代
理
(井上) 田中重太郎 伊谷亀太郎 多田吉弥 (多田)
◆森川源吾 伊藤楯雄 ◇山本福丸 (山本福)
梅影馨
Ⅱ
お
む
ね
一
二
名
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
検
事
に
つ
い
て
も
同
様
に
漸
減
し
、
当
初
七
名
の
配
置
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
〇
〇
年
以
降
は
四
名
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
判
事
・
検
事
の
減
員
は
、
そ
の
大
き
な
背
景
と
し
て
は
、[
前
山
亮
吉
一
九
九
六]
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
明
治
三
〇
年
代
後
半
の
裁
判
所
の
統
廃
合
を
中
心
と
し
た
司
法
改
革
・
整
理
が
あ
り
、
大
津
地
方
裁
判
所
に
関
し
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
区
裁
判
所
の
民
事
・
刑
事
事
務
の
取
り
扱
い
状
況
、
一
九
〇
三
年
の
彦
根
支
部
の
事
務
取
扱
停
止
と
連
動
し
て
い
る
。
と
く
に
、
〇
三
年
以
後
は
、
彦
根
区
裁
判
所
へ
の
判
事
・
検
事
の
配
置
は
そ
れ
ま
で
の
四
名
・
二
名
体
制
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
名
・
一
名
に
半
減
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
津
・
長
浜
区
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
九
一
年
に
判
事
を
一
名
ず
つ
配
置
し
て
以
降
は
、
判
事
の
配
置
は
な
く
な
り
、
水
口
・
八
幡
へ
の
配
置
が
優
先
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
水
口
・
八
幡
に
つ
い
て
も
、
一
九
一
〇
年
以
降
は
、
大
津
・
彦
根
区
裁
判
所
判
事
に
よ
る
兼
務
に
変
更
さ
れ
、
代
わ
っ
て
、
裁
判
事
務
取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
た
長
浜
へ
の
配
置
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
課
題
で
あ
る
、
滋
賀
県
域
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
津
地
裁
所
属
の
司
法
官
と
大
津
地
裁
所
属
弁
護
士
組
合
と
の
人
的
連
関
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
ぼ
し
い
史
料
か
ら
推
し
量
る
し
か
な
い
が
、
前
掲
表
２
と
表
３
を
も
と
に
作
成
し
た
表
４
大
津
地
方
裁
判
所
管
轄
内
の
長
期
在
任
司
法
官
・
弁
護
士
転
職
司
法
官
か
ら
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
一
八
九
一
年
以
降
の
在
任
状
況
か
ら
、
と
く
に
判
事
に
つ
い
て
は
、
六
年
を
超
え
る
長
期
間
大
津
地
方
裁
判
所
管
轄
裁
判
所
に
在
職
し
て
い
る
者
が
一
一
名
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
七
名
が
弁
護
士
に
転
じ
、
う
ち
五
名
が
大
津
地
裁
所
属
弁
護
士
に
登
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
津
地
裁
在
職
司
法
官
か
ら
弁
護
士
へ
転
じ
た
者
は
一
〇
名
存
在
し
、
そ
の
う
ち
八
名
が
大
津
地
裁
所
属
の
弁
護
士
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
九
一
〜
一
九
一
二
年
の
明
治
後
半
期
の
職
員
録
に
掲
載
さ
れ
た
大
津
地
裁
管
轄
の
諸
裁
判
所
・
検
事
局
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表４ 大津地裁管轄内の長期在任司法官・弁護士転職司法官
氏名 在任期間
大津地裁でのおもな司法官と
しての経歴
弁護士登録など
典拠
① ②
長期在任司法官
◇大矢早利 15年
大津地裁・区裁監督判事・彦
根区裁監督判事
1913年大津地裁所属弁護士登録 ○
◇松波佳作 11年
彦根区裁判所から大津地裁本
庁
1906年大津地裁所属弁護士登録 ○ ○
◆小川俊一 10年
1893以降大津始審裁判所彦根
支庁詰から彦根区裁検事局
1902年大津地裁所属弁護士登録 ○ ○
◇牧村央 ８年 おもに彦根区裁 1913三年大津地裁所属弁護士登録 ○ ○
◆山本正己 ７年 おもに大津地裁所長
1898年大津地裁所属弁護士登録，1901・
07年大津弁護士会長
○ ○
◆水野世民 11年
おもに彦根区裁判所詰め，同
監督判事
年不明京都地裁所属弁護士登録（[滋賀
弁護士会所蔵文書三 一八九三] から）
◆種野弘道 ６年 大津地裁検事局
年不明大阪地裁所属弁護士登録（[滋賀
弁護士会所蔵文書三 一八九三] から）
室谷高富 15年 おもに八幡・水口区裁判所詰
金沢政安 11年 おもに大津地裁部長
小出仲 11年 長浜区裁から八幡区裁
三宅藤一 ９年 おもに彦根区裁
大津地裁在職司法官から弁護士への転職
◆鵜飼幸吉 ３年 大津区裁監督判事 1898年大津地裁所属弁護士登録 ○
◇豊田弘世 ４年 彦根区裁監督判事 1896年大津地裁所属弁護士登録 ○ ○
◆小田切秀雄 １年 彦根区裁監督判事 1899年大津地裁所属弁護士登録 ○ ○
◆淀川正秀 ３年 大津地裁本庁
1902年大津地裁所属弁護士登録，1902・
14年同会長
○ ○
◆大谷郁彦 ３年 大津区裁
1898年大津地裁所属弁護士登録，1906・
20年同会長
○ ○
◆市川仙太郎 ３年
司法官試補から大津区裁検事
局
1897年大津地裁所属弁護士登録・1900年
大阪同上登録，02年大津再登録
○
◆森川源吾 １年 司法官試補 1908年大津地裁所属弁護士会長 ○
◇山本福丸 １年 司法官試補
年不明大津地裁所属弁護士登録。1923年
以降，断続的に14年間同会長
○
◆大鐘彦市 ４年 大津地裁本庁
大阪弁護士会（[滋賀弁護士会所蔵文書
三 一八九三] から）
◆江間乙蔵 ３年 大津区裁監督判事
年不明京都地裁所属弁護士登録（[滋賀
弁護士会所蔵文書三 一八九三] から）
※典拠①＝[滋賀弁護士会史編纂委員会 二〇〇三]，典拠②＝[滋賀弁護士会所蔵文書一
一八九九]，これらに経歴記載のある者について○を記している。
氏名の前の◆◇については表２・３の注を参照のこと。
在任期間については，[職員録 一八九一～一九一二] の掲載をもとにした大津地裁管
内でのおおよその在任年数である。ただし，1891～1912年の期間以外での大津地裁管内
での在任期間は含んでいない。
Ⅱ
に
配
属
さ
れ
た
司
法
官
は
約
一
一
〇
名
（
司
法
官
試
補
を
除
く
）
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
五
名
が
、
滋
賀
及
び
近
隣
の
京
都
大
阪
の
各
地
裁
所
属
弁
護
士
に
登
録
し
て
滋
賀
県
域
に
事
務
所
を
構
え
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
一
三
名
が
大
津
弁
護
士
会
に
登
録
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
数
が
多
い
の
か
少
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
全
国
的
な
状
況
の
検
討
が
必
要
な
の
で
判
断
で
き
な
い
が
、
そ
の
こ
と
が
大
津
の
弁
護
士
界
に
与
え
た
影
響
は
否
定
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
津
弁
護
士
会
員
は
明
治
後
半
期
に
は
一
六
〜
二
〇
名
の
会
員
で
推
移
す
る
が
、
そ
の
少
数
の
会
員
の
な
か
に
、
上
記
の
よ
う
な
旧
司
法
官
が
一
定
数
流
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
滋
賀
県
域
に
お
け
る
在
朝
在
野
法
曹
の
連
携
を
密
に
す
る
方
向
に
作
用
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
し
、
後
に
検
討
す
る
大
津
弁
護
士
会
の
非
弁
護
士
に
対
す
る
認
識
と
対
応
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
表
４
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
う
し
た
旧
司
法
官
た
ち
も
ま
た
、
弁
護
士
に
転
じ
た
と
き
に
は
、
出
張
事
務
所
を
設
け
、
そ
こ
に
非
弁
護
士
に
連
な
る
者
を
事
務
員
と
し
て
抱
え
た
経
営
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
れ
ら
が
弁
護
士
に
転
職
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
務
員
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
弁
護
士
と
非
弁
護
士
と
の
連
携
関
係
を
肯
定
的
に
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
見
る
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
司
法
官
と
し
て
在
職
し
て
い
た
時
か
ら
、
こ
う
し
た
連
携
関
係
に
つ
い
て
弁
護
士
層
と
認
識
を
共
有
し
て
い
た
と
見
た
方
が
正
確
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
(
)
（
３
）
大
津
地
方
裁
判
所
管
内
の
弁
護
士
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
の
弁
護
士
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
、
代
言
人
時
代
の
滋
賀
県
域
の
代
言
人
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
資
料
的
に
十
分
把
握
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、[
奥
平
昌
洪
一
九
一
四]
の
巻
末
に
あ
る
代
言
人
免
許
取
得
者
一
覧
お
よ
び
[
滋
賀
弁
護
士
会
史
編
纂
委
員
会
二
〇
〇
三]
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
弁
護
士
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
に
滋
賀
県
で
免
許
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論
説
656
一
九
八
Ⅱ
を
取
っ
た
代
言
人
に
つ
い
て
、
表
５
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
弁
護
士
法
は
、
九
三
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
同
年
四
月
に
大
津
代
言
人
組
合
会
長
谷
沢
龍
蔵
を
中
心
に
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
の
経
過
に
つ
い
て
は
、[
滋
賀
弁
護
士
会
史
編
纂
委
員
会
二
〇
〇
三]
の
記
述
お
よ
び
そ
れ
が
依
拠
し
た
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
三
一
八
九
三]
所
収
「
当
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
創
立
始
末
上
申
書
」(
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
長
中
山
勘
三
・
同
検
事
局
手
塚
太
郎
検
事
正
宛
上
申
書
・
明
治
二
六
年
五
月
二
六
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
上
記
谷
沢
が
、
弁
護
士
法
実
施
に
関
す
る
準
備
会
開
催
を
大
津
・
彦
根
地
域
の
代
言
人
に
通
知
し
、
同
年
四
月
三
〇
日
に
準
備
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
の
会
則
が
審
議
決
定
さ
れ
、
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
同
規
約
は
、
五
月
二
六
日
に
司
法
大
臣
（
芳
川
顕
正
）
の
認
可
を
受
け
、
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
大
津
弁
護
士
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
在
籍
者
は
[
滋
賀
弁
護
士
会
史
編
纂
委
員
会
二
〇
〇
三]
に
よ
れ
ば
、
表
５
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
浅
見
、
橋
本
、
望
月
、
村
田
、
中
山
、
鯰
江
、
谷
沢
、
山
口
、
山
本
、
山
村
、
穂
積
、
中
村
の
一
二
名
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
発
足
し
た
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
（
以
下
で
は
単
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表５ 滋賀県における代言人資格者一覧
免許取得日 代言人氏名 ※印は，大津弁護士会発足時に確認されている会員
1876年 中村正宰 林六殖門 岩井泰吉 谷沢龍蔵※
1877年
渡辺佐久郎 中村耕治※ 中山勘三※（京都で免許，のちに大津組合へ）
鯰江与惣次郎※（京都で免許，のちに彦根組合へ）
1878年 石田寛 浅見竹太郎※（京都で免許，後に彦根組合へ）橋本甚吉郎※
1879年 渡辺繁八 植島幹
1880年 山村次三郎※
1883年 山口重禄※
1884年 栗田裕次
1885年 村田泰輔※ 穂積嘉一※
1886年 山本正範※ 望月長夫※
Ⅱ
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表６ 全国・滋賀・京都・大阪代言人・弁護士数（1876～1926)
年 滋賀県 京都府 大阪府 全国
1876 （M9) 24 73 445 ※1
1877 （M10) 36 69 422 ※2
1878 （M11) 28 67 629 ※3
1879 （M12) 31 99 744 ※4
1880 （M13) 36 115 790 ※5
1881 （M14) 41 115 818 ※6
1882 （M15) 12 27 95 921
1883 （M16) 10 28 91 1014
1884 （M17) 12 29 86 1029
1885 （M18) 13 28 88 1065
1886 （M19) 78 1037 ※7
1887 （M20) 77 1066
1888 （M21) 79 1129
1889 （M22) 81 1075
1890 （M23) 1245
1891 （M24) 1233
1892 （M25) 1410
1893 （M26) 16 1594 ※8
1894 （M27) 17 42 123 1602 ※9
1895 （M28) 17 39 112 1555
1896 （M29) 18 36 114 1565
1897 （M30) 18 37 106 1463
1898 （M31) 22 35 113 1481
1899 （M32) 19 38 124 1577
1900 （M33) 16 45 135 1626
1901 （M34) 15 49 142 1647
1902 （M35) 17 53 151 1752
1903 （M36) 17 64 149 1846
1904 （M37) 17 70 152 1924
1905 （M38) 18 73 152 2023
1906 （M39) 19 70 149 2037
1907 （M40) 18 69 144 2030
1908 （M41) 19 66 139 1999
1909 （M42) 18 62 139 1985
1910 （M43) 20 58 137 2005
1911 （M44) 19 53 136 2036
1912 （M45) 17 54 148 2109
1916 (T5) 16 89 223 2795
1921 (T10) 11 97 421 3568
1926 (T15) 17 174 757 6048
※1 1876～1880年については，当時の年度末である翌年 6/30段階の数値である｡『司法省第二年報 明治九年』
上等裁判所所属者と地方裁判所所属者合計517名，うち両裁判所重複者72名を除く。なお大阪上等所属28名。
※2 『明治十年 司法省第三年報』同上，両裁判所所属592名，うち重複者170名。なお大阪上等所属49名
※3 『明治十一年度 司法省第四庶務年報』両裁判所所属737名，うち重複108名。なお大阪上等所属50名
※4 『明治十二年度司法省第五庶務年報』80/5/13代言人規則改正により，上等裁判所免許廃止，複数裁判所で
の営業可となる。重複営業者119人を除く
※5 『明治十三年度司法省第六庶務年報』
※6 12/31段階の数値で『明治十四～十七年 司法省第七～十二庶務年報』『司法省庶務報告書 明治十八年』
による。ただし1881については，京都裁判所大津支庁代言人として算定されず，京都裁判所代言人として表示。
※7 1885～1892の全国総数は12/31段階の数値で，明治十九・二十～二十五年度『司法省第十二・十四～十八
庶務年報』。ただし，1887年全国については同上第十四『庶務年報』から推計。1883～89の大阪については
『大阪弁護士会百年史』
※8 全国については司法省沿革誌。滋賀については滋賀県弁護士会所蔵文書から算定
※9 1894～1926については，『日本帝国司法省民事統計年報』各年度版による
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図２ 全国・滋賀・京都・大阪代言人・弁護士数変遷（1876～1926）
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数
Ⅱ
に
「
大
津
弁
護
士
会
」
と
略
称
す
る
）
の
所
属
弁
護
士
が
、
当
時
の
滋
賀
県
域
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
と
の
関
係
で
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
、
先
に
示
し
た
裁
判
所
配
置
と
の
関
係
で
の
分
布
状
況
、
裁
判
所
に
係
属
す
る
事
件
数
と
の
関
係
か
ら
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
弁
護
士
数
の
変
遷
を
表
６
全
国
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
代
言
人
・
弁
護
士
数
（
一
八
七
六
〜
一
九
二
六)
、
図
２
全
国
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
代
言
人
・
弁
護
士
数
変
遷
（
一
八
七
六
〜
一
九
二
六)
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
大
津
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
数
は
総
数
と
し
て
も
、
二
〇
人
を
下
回
る
低
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
全
国
的
に
見
て
東
京
と
並
ぶ
弁
護
士
数
を
抱
え
る
大
阪
府
、
平
均
よ
り
や
や
多
い
数
を
擁
す
る
隣
接
府
県
の
京
都
府
と
比
較
し
て
も
、
非
常
に
低
位
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
弁
護
士
需
要
が
高
ま
り
、
な
お
か
つ
旧
弁
護
士
法
に
よ
る
弁
護
士
試
験
法
が
改
正
さ
れ
、
司
法
官
と
同
一
の
司
法
官
試
験
に
統
一
さ
れ
て
い
く
大
正
期
の
弁
護
士
の
急
増
期
に
お
い
て
も
、
(
)
大
津
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
の
数
は
ほ
と
ん
ど
変
化
を
見
せ
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
の
弁
護
士
数
の
変
遷
を
一
八
九
一
年
以
降
五
年
ご
と
に
整
理
し
た
図
３
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
大
阪
、
京
都
が
、
全
国
傾
向
と
同
一
の
傾
向
で
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
滋
賀
に
つ
い
て
は
、
変
化
を
見
せ
ず
、
長
期
的
に
は
停
滞
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
る
と
、
滋
賀
県
内
の
弁
護
士
数
は
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
弁
護
士
が
少
な
い
地
域
に
該
当
す
る
と
と
も
に
、
社
会
変
化
に
伴
う
弁
護
士
増
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
も
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
を
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
の
目
安
と
し
て
の
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
事
件
数
の
面
か
ら
も
概
観
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
図
４
全
国
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
第
一
審
新
受
事
件
数
変
遷
（
一
八
九
一
〜
一
九
二
六)
か
ら
、
(
)
全
国
的
傾
向
と
し
て
の
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
事
件
数
の
急
増
期
に
対
応
し
て
、
京
都
・
大
阪
が
一
定
の
変
化
を
見
せ
て
い
る
の
に
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対
し
て
、
滋
賀
地
域
は
わ
ず
か
な
変
化
を
見
せ
る
も
の
の
そ
れ
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
他
方
、
図
５
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
の
第
一
審
新
受
事
件
数
に
よ
れ
ば
、
(
)
滋
賀
は
、
大
都
市
部
と
し
て
人
口
に
比
例
し
な
が
ら
事
件
数
の
増
加
が
見
ら
れ
る
大
阪
の
ほ
ぼ
半
数
の
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
や
は
り
事
件
数
に
あ
ら
わ
れ
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
低
い
レ
ベ
ル
で
安
定
し
て
い
る
と
い
る
。
と
は
い
え
、
京
都
と
比
較
し
て
著
し
く
低
位
か
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
事
件
数
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
需
要
充
足
の
要
求
が
際
立
っ
て
低
い
と
も
言
い
難
い
。
で
は
、
こ
う
し
た
事
件
数
と
い
う
形
で
現
れ
て
く
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
、
ど
の
程
度
弁
護
士
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
事
件
数
を
弁
護
士
一
人
あ
た
り
の
事
件
数
の
変
遷
を
示
し
た
図
６
弁
護
士
一
人
あ
た
り
の
第
一
審
新
受
事
件
数
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
(
)
ま
ず
、
事
件
数
が
急
増
し
た
の
ち
漸
減
し
て
い
く
一
九
〇
〇
年
代
に
つ
い
て
見
る
と
、
京
都
・
大
阪
に
比
較
し
て
、
滋
賀
の
場
合
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図３ 人口10万人あたりの弁護士数
弁
護
士
数
1891 1896 1901 1906 1911 1916 1921 1926
全国 3.06 3.73 3.71 4.33 4.08 5.22 6.30 9.96
大津地裁 1.91 2.03 2.54 2.14 2.73 2.74 2.45 1.65
京都地裁 4.98 4.32 3.48 4.53 5.85 4.15 6.81 6.76
大阪地裁 5.65 8.31 6.59 7.19 6.56 5.55 8.30 13.32
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Ⅱ
は
弁
護
士
一
人
あ
た
り
の
事
件
数
は
相
当
高
い
数
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
審
新
受
事
件
数
を
目
安
と
す
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
、
弁
護
士
数
に
示
さ
れ
る
供
給
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
可
能
性
が
著
し
く
低
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
つ
ま
り
京
都
・
大
阪
に
比
較
し
て
、
よ
り
少
な
い
弁
護
士
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
事
件
数
が
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
が
慢
性
化
し
て
い
る
。
弁
護
士
数
が
全
国
的
に
増
加
す
る
一
九
一
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
は
、
京
都
・
大
阪
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
的
傾
向
と
し
て
も
、
弁
護
士
一
人
あ
た
り
の
事
件
数
が
大
幅
に
減
少
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
滋
賀
地
域
は
高
い
事
件
数
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
全
国
的
に
は
訴
訟
件
数
が
増
加
す
る
割
合
以
上
に
弁
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四
図４ 全国・滋賀・京都・大阪裁判所新受事件数変遷（1891～1926)
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
事
件
数
45000
40000
35000
30000
25000
20000
15000
10000
5000
0
700000
600000
500000
400000
300000
200000
100000
0
全
国
事
件
数
18
91
滋賀
京都
大阪
全国
18
92
18
93
18
94
18
95
18
96
18
97
18
98
18
99
19
00
19
01
19
02
19
03
19
04
19
05
19
06
19
07
19
08
19
09
19
10
19
11
19
12
19
16
19
21
19
26
Ⅱ
護
士
の
絶
対
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
必
然
的
に
京
都
・
大
阪
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
過
剰
（
弁
護
士
数
の
増
加
）
状
態
が
生
み
だ
さ
れ
、
弁
護
士
間
の
競
争
が
激
化
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
(
)
こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
士
が
少
数
の
ま
ま
推
移
す
る
滋
賀
県
域
に
お
い
て
は
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
京
都
・
大
阪
に
比
較
し
て
、
一
貫
し
て
弁
護
士
一
人
あ
た
り
の
事
件
数
は
高
止
ま
り
の
状
態
が
維
持
さ
れ
、
か
れ
ら
に
よ
っ
て
需
要
が
充
足
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
ま
ま
に
推
移
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
点
を
、
滋
賀
県
内
の
弁
護
士
の
分
布
を
示
す
図
７
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
(
)
裁
判
所
の
配
置
に
対
応
し
て
、
き
わ
め
て
少
な
い
弁
護
士
数
が
、
大
津
と
彦
根
に
集
中
し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
特
定
地
域
に
偏
在
す
る
少
数
の
弁
護
士
た
ち
は
、
弁
護
士
一
人
あ
た
り
の
第
一
審
新
受
事
件
数
か
ら
測
ら
れ
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
お
い
て
、
京
都
や
大
阪
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
レ
ベ
ル
で
の
充
足
を
潜
在
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
滋
賀
県
域
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
社
会
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五
図５ 人口10万人あたりの第１審新受事件数
事
件
件
数
1891 1896 1901 1906 1911 1916 1921 1926
全国 934.5 670.3 1177.7 766.4 894.6 1187.8 833.7 1078.6
大津地裁 748.5 465.2 522.0 603.0 544.6 824.9 436.3 658.2
京都地裁 882.5 466.5 992.7 521.3 703.7 1135.4 660.4 1005.4
大阪地裁 1167.8 978.5 1230.1 512.1 999.8 1170.7 932.2 1261.0
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Ⅱ
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
充
足
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
滋
賀
県
域
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
く
の
弁
護
士
数
を
抱
え
る
京
都
・
大
阪
の
弁
護
士
に
よ
る
滋
賀
県
域
へ
の
業
務
範
囲
の
拡
大
、
一
八
九
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
警
察
規
制
の
対
象
と
な
り
、
か
つ
弁
護
士
会
の
自
己
規
制
を
促
す
こ
と
に
な
る
非
弁
護
士
層
の
存
在
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
層
と
の
連
携
を
前
提
に
し
た
事
務
所
の
展
開
を
行
う
弁
護
士
の
活
動
実
態
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。
そ
こ
で
、
章
を
改
め
て
、
一
九
〇
〇
年
代
の
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
を
用
い
て
、
他
府
県
弁
護
士
の
進
出
、
弁
護
士
と
非
弁
護
士
層
と
の
連
携
関
係
を
自
己
規
制
す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
大
津
弁
護
士
会
の
動
き
を
分
析
す
る
な
か
で
、
上
記
の
問
い
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
664
二
〇
六
図６ 弁護士一人あたりの第１審新受事件数
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Ⅱ
と
と
し
た
い
。
（
１
）
大
津
弁
護
士
会
に
お
け
る
「
特
定
名
簿
」
制
度
の
導
入
大
津
地
裁
管
内
の
非
弁
護
士
取
締
り
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
滋
賀
県
代
書
人
取
締
規
則
、
〇
八
年
の
滋
賀
県
警
察
犯
処
罰
令
を
確
認
で
き
る
が
、
取
締
り
に
向
け
た
動
き
自
体
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
津
弁
護
士
会
所
蔵
史
料
で
確
認
で
き
る
も
っ
と
も
早
い
も
の
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
大
津
地
裁
検
事
局
手
塚
太
郎
検
事
正
か
ら
大
津
弁
護
士
会
に
対
し
て
行
わ
れ
た
「
他
管
弁
護
士
出
張
所
事
務
員
弊
害
之
有
無
及
ビ
取
締
法
方
(
マ
マ)
ノ
件
ニ
付
」
て
の
諮
問
と
そ
れ
に
対
す
る
弁
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七
三
滋
賀
県
域
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
需
要
充
足
の
担
い
手
図７ 1900年代の大津弁護士会所属弁護士の分布
今津区裁判所
長浜区裁判所
彦根支部 (1903/8/10裁判事務停止)
彦根区裁判所
大津地方裁判所
大津区裁判所
八幡区裁判所
水口区裁判所
★
★
★
★
★
★
伊香郡
東浅井郡
高島郡
滋賀郡
坂田郡
犬上郡
甲賀郡
蒲生郡
野洲郡
栗太郡
愛知郡
神崎郡
大津所在 大津弁護士会員
◎中山勘三 1903/7 入会
◎淀川正秀 1902/3 入会
◎橋本甚吉郎
◎林清～1903/5 京都へ
◎山本正巳
◎山村次三郎
◎望月長夫
◎穂積嘉一～1902/6 退会
◎山口重禄
◎大谷郁彦
◎森川源吾
◎谷沢龍蔵
◎鵜飼幸吉
◎市川仙太郎
◎鯰江貞継～1901 大阪へ
彦根所在 大津弁護士会会員
◎尾崎幾三郎～1902/3 退会
◎小田切秀雄
◎中村耕治
◎鯰江与惣次郎
◎浅見竹太郎
◎小川俊一
水口
◎油川信近
Ⅱ
護
士
会
側
（
会
長
山
口
重
禄
）
の
答
申
で
あ
る
。
(
)
九
三
年
の
弁
護
士
法
は
、
弁
護
士
に
所
属
裁
判
所
管
内
に
複
数
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
を
禁
止
せ
ず
、
ま
た
、
他
の
裁
判
所
管
内
に
も
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
(
)
が
、
こ
の
諮
問
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
大
津
地
裁
管
内
に
他
の
地
裁
所
属
弁
護
士
が
事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
（
こ
の
場
合
の
他
管
弁
護
士
は
「
客
員
弁
護
士
」
と
呼
称
さ
れ
る
）
に
伴
う
弊
害
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
検
事
局
は
、
こ
う
し
た
事
務
所
に
は
、
弁
護
士
自
体
が
不
在
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
か
わ
り
に
大
津
在
住
の
「
事
務
所
員
」
な
る
者
が
存
在
し
、
か
れ
ら
が
非
弁
護
士
と
し
て
非
行
を
行
う
こ
と
を
問
題
と
し
、
そ
の
対
処
方
法
を
諮
問
に
よ
っ
て
問
う
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
、
大
津
弁
護
士
会
の
答
申
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
彼
ら
の
非
行
は
、
そ
れ
を
雇
う
側
の
「
弁
護
士
タ
ル
ノ
風
紀
ヲ
乱
シ
規
律
ヲ
破
」
る
も
の
で
あ
り
、「
外
ニ
良
民
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
所
謂
モ
グ
リ
代
言
ノ
弊
害
ト
異
ナ
ル
ナ
」
き
も
の
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
そ
の
対
処
に
つ
い
て
は
「
各
自
ノ
意
見
一
定
セ
ズ
」
状
態
に
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
「
裁
判
所
内
規
ト
シ
テ
此
等
ノ
モ
ノ
ニ
ハ
刑
事
弁
護
民
事
補
佐
ヲ
許
サ
ザ
ル
コ
ト
」
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
、「
事
務
員
ノ
非
行
ハ
之
ヲ
雇
使
ス
ル
本
人
ニ
於
テ
弁
護
士
法
及
ビ
会
則
ニ
定
ム
ル
所
ノ
罰
則
ノ
責
任
ヲ
負
ワ
セ
ル
コ
ト
」
に
す
る
の
が
も
っ
と
も
効
果
が
見
込
め
る
が
、
法
律
又
は
司
法
省
の
訓
令
の
よ
う
な
一
般
的
規
制
が
無
い
現
状
で
は
、「
一
地
方
ノ
会
則
ヲ
以
テ
制
限
セ
シ
ム
ル
事
能
ハ
ズ
ト
思
量
仕
候
」
と
回
答
し
た
。
こ
こ
に
は
、
弁
護
士
法
が
複
数
事
務
所
開
設
を
禁
止
し
て
い
な
い
こ
と
を
活
用
し
、
弁
護
士
が
出
張
事
務
所
を
所
属
地
裁
管
轄
あ
る
い
は
他
管
轄
に
設
け
、
そ
こ
で
事
務
員
を
雇
用
し
て
、
弁
護
士
紹
介
あ
る
い
は
法
律
事
務
処
理
を
行
わ
せ
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
弁
護
士
と
非
弁
護
士
と
共
存
・
共
生
の
連
携
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
が
無
く
、
ま
た
一
般
的
な
法
規
制
が
無
い
こ
と
を
理
由
に
各
弁
護
士
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で
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八
Ⅱ
る
自
己
規
制
を
行
う
こ
と
に
消
極
的
な
姿
勢
が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
一
地
方
ノ
会
則
」
改
正
で
は
対
応
で
き
な
い
と
す
る
大
津
弁
護
士
会
側
に
対
し
て
、
検
事
局
側
か
ら
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
創
立
当
初
の
簡
素
な
会
則
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
創
立
当
初
の
会
則
は
、「
第
十
六
条
会
員
ハ
弁
護
士
タ
ル
ノ
本
分
ヲ
尽
シ
風
儀
ヲ
正
シ
ク
シ
規
律
ヲ
守
リ
誠
実
公
正
ニ
訴
訟
事
務
ヲ
取
扱
フ
ベ
シ
」
と
い
う
抽
象
的
な
倫
理
規
定
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
五
月
一
六
日
の
弁
護
士
会
総
会
（
正
確
に
は
「
春
季
通
常
会
」
で
あ
る
が
以
下
単
に
「
総
会
」
と
略
記
す
る
）
議
事
録
に
お
い
て
確
認
で
き
た
会
則
に
は
、
事
務
員
の
認
可
に
関
し
て
「
第
七
条
事
務
員
ト
シ
テ
否
認
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
訴
訟
手
続
ノ
代
理
又
ハ
復
代
理
ヲ
委
任
シ
若
シ
ク
ハ
其
現
住
所
ニ
出
張
所
ヲ
設
ク
ル
ヲ
得
ズ
」
(
)
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
規
定
だ
け
で
は
、
だ
れ
が
否
認
を
行
う
か
の
手
続
規
定
が
不
明
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
対
応
し
て
で
あ
ろ
う
が
、
上
記
九
七
年
の
総
会
に
お
い
て
、「
第
七
条
会
員
及
客
員
ニ
於
テ
事
務
員
ヲ
使
用
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
本
人
ノ
履
歴
ヲ
詳
記
シ
本
会
ノ
認
可
ヲ
受
ク
可
シ
」
と
い
う
規
定
が
新
設
さ
れ
、
同
年
六
月
五
日
に
司
法
大
臣
（
清
浦
奎
吾
）
の
認
可
を
受
け
た
（
以
下
条
文
数
は
繰
り
下
げ
ら
れ
、
旧
第
七
条
は
第
八
条
と
な
る)
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
の
が
『
明
治
三
十
四
年
月
弁
護
士
名
簿
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
』([
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
二
一
九
〇
一]
）
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
弁
護
士
ご
と
に
本
・
出
張
事
務
所
に
関
す
る
記
録
（
弁
護
士
会
へ
の
届
出
日
、
所
在
地
住
所
、
開
閉
年
月
日)
、
事
務
員
に
関
す
る
記
録
（
氏
名
、
弁
護
士
会
へ
の
届
出
日
、
認
可
・
不
認
可
に
関
す
る
記
録
、
雇
用
事
務
所
地
、
解
雇
な
ど
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
同
資
料
に
つ
い
て
は
、
巻
末
掲
載
別
表
１
・
２
作
成
の
際
の
基
礎
と
し
て
用
い
た)
。
以
上
の
規
定
改
正
は
、
大
津
も
し
く
は
他
管
の
弁
護
士
（
客
員
弁
護
士
）
が
設
け
る
出
張
事
務
所
で
雇
用
さ
れ
る
事
務
員
に
つ
い
て
、
非
行
の
可
能
性
の
高
い
非
弁
護
士
層
を
あ
ら
か
じ
め
弁
護
士
会
が
選
別
・
認
可
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
検
事
局
の
求
め
る
規
制
要
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Ⅱ
求
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
弁
護
士
会
と
し
て
事
務
員
を
雇
用
す
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
な
い
と
い
う
姿
勢
か
ら
、
両
者
の
共
存
・
共
生
の
連
携
関
係
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
五
月
五
日
司
法
大
臣
（
清
浦
奎
吾
）
認
可
の
会
則
改
正
で
は
、「
第
六
一
条
ノ
一
」
と
し
て
、
「
会
員
ハ
本
会
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
事
務
員
ノ
他
営
利
ノ
目
的
ヲ
以
テ
訴
訟
ノ
紹
介
ヲ
為
ス
者
ヲ
直
接
又
ハ
間
接
ニ
使
用
シ
若
シ
ク
ハ
其
紹
介
ヲ
以
テ
訴
訟
ヲ
受
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
定
め
た
。
非
弁
護
士
と
弁
護
士
と
の
間
で
生
じ
う
る
関
係
を
よ
り
明
示
し
て
、
弁
護
士
会
が
認
可
し
な
か
っ
た
非
弁
護
士
と
の
関
係
の
規
制
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
に
行
わ
れ
た
会
則
改
正
は
、
検
事
局
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
不
十
分
で
あ
り
且
つ
実
際
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
を
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
六
月
九
日
の
臨
時
総
会
で
の
議
論
か
ら
見
て
お
こ
う
。ま
ず
、
同
総
会
の
冒
頭
に
お
い
て
、
大
津
地
裁
検
事
正
（
妹
沢
政
雄
）
は
、
上
記
の
〇
二
年
会
則
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
第
六
一
条
ノ
一
に
つ
い
て
、
実
際
上
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
強
く
批
判
す
る
。
そ
こ
で
、「
営
利
ノ
目
的
ヲ
以
テ
訴
訟
ノ
紹
介
ヲ
為
ス
者
」
に
つ
い
て
の
「
確
タ
ル
標
準
」
を
定
め
る
べ
き
こ
と
を
提
案
す
る
。
そ
し
て
「
本
会
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
事
務
員
」
に
つ
い
て
も
実
際
に
は
「
弁
護
士
ノ
名
ヲ
以
テ
事
務
ヲ
取
扱
フ
モ
ノ
ノ
中
ニ
ハ
、
認
可
ノ
ナ
キ
モ
ノ
」
が
数
多
く
見
ら
れ
、
と
く
に
「
客
員
則
チ
他
管
弁
護
士
出
張
事
務
所
」
に
多
く
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
検
事
正
は
、「
堀
田
、
守
屋
、
森
川
、
森
田
、
川
上
、
石
野
、
桑
原
、
本
多
」
と
実
名
を
挙
げ
て
「
之
等
ハ
有
名
無
実
ナ
ル
」
事
務
所
を
構
え
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
本
稿
末
尾
掲
載
の
別
表
１
滋
賀
県
内
弁
護
士
出
張
所
一
覧
は
、
一
九
〇
〇
年
代
前
半
に
大
津
地
裁
弁
護
士
会
に
在
籍
し
た
弁
護
士
お
よ
び
客
員
弁
護
士
の
、
滋
賀
県
内
の
事
務
所
、
出
張
事
務
所
、
雇
用
し
て
い
る
事
務
員
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
)
同
表
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
が
有
名
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Ⅱ
実
の
事
務
所
を
構
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
い
ず
れ
も
弁
護
士
会
が
認
可
し
な
か
っ
た
事
務
員
を
抱
え
て
い
た
実
績
は
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
弁
護
士
会
で
認
可
さ
れ
て
い
な
い
事
務
員
が
訴
訟
事
務
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
検
事
正
は
強
く
批
判
す
る
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
総
会
で
の
議
論
の
な
か
で
は
、
弁
護
士
会
と
し
て
も
、
裁
判
所
に
交
渉
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
地
裁
所
長
か
ら
は
事
務
員
で
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
委
任
状
を
提
出
す
る
以
上
は
こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
の
回
答
を
も
ら
っ
て
お
り
、
本
会
則
で
は
取
り
締
ま
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
さ
ら
に
検
事
正
は
、
裁
判
所
が
な
い
地
方
の
村
落
に
弁
護
士
事
務
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
制
度
上
と
く
に
問
題
は
な
い
と
し
て
も
、
弁
護
士
が
常
駐
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、「
弁
護
士
ノ
品
位
ヲ
毀
ケ
頗
ル
不
良
ノ
コ
ト
ナ
ラ
ン
。
之
等
ノ
内
容
ヲ
観
察
ス
ル
ト
キ
ハ
訴
訟
買
得
ノ
看
板
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
で
き
れ
ば
出
張
事
務
所
を
裁
判
所
の
な
い
地
域
に
は
設
け
る
こ
と
を
自
粛
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
そ
し
て
最
後
に
「
甚
タ
申
ニ
ク
キ
コ
ト
ナ
ル
カ
、
会
長
ニ
希
望
ス
ル
ハ
、
弁
護
士
法
ニ
違
反
ス
ル
人
ハ
此
際
犠
牲
ニ
供
シ
テ
ハ
如
何
」
か
と
述
べ
て
、
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
厳
し
く
懲
戒
す
る
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
規
制
を
行
う
必
要
性
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か
け
、
弁
護
士
は
認
可
を
受
け
な
い
事
務
員
を
使
用
し
な
い
し
、
「
モ
グ
リ
」
か
ら
訴
訟
の
紹
介
を
受
け
な
い
と
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、
僅
々
の
違
反
で
懲
戒
に
付
せ
ら
れ
る
の
は
す
こ
ぶ
る
迷
惑
で
あ
る
、
と
強
い
不
快
感
が
弁
護
士
会
側
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
検
事
局
は
、
弁
護
士
会
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
客
員
弁
護
士
が
雇
用
す
る
事
務
員
に
対
す
る
規
制
を
強
め
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
士
会
側
は
消
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
つ
つ
も
、
そ
の
趣
旨
を
受
け
入
れ
、
表
７
の
よ
う
な
会
則
改
正
案
を
作
成
し
て
審
議
決
定
し
た
（
会
則
は
施
行
さ
れ
る
が
、
司
法
大
臣
の
認
可
日
は
不
明)
。
以
上
の
会
則
改
正
の
柱
は
、
①
他
管
の
客
員
弁
護
士
の
事
務
所
で
雇
用
さ
れ
る
事
務
員
に
つ
い
て
も
、
大
津
弁
護
士
会
の
認
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Ⅱ
受
け
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
継
続
し
た
こ
と
、
②
認
可
を
受
け
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
の
名
簿
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
、
③
認
可
を
い
っ
た
ん
受
け
た
と
し
て
も
後
に
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
④
会
員
お
よ
び
客
員
弁
護
士
の
事
務
所
は
、
裁
判
所
所
在
地
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
会
則
改
正
に
よ
り
、
弁
護
士
会
は
不
認
可
者
の
名
簿
の
作
成
を
自
ら
に
課
す
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
認
可
者
に
つ
い
て
も
取
消
が
あ
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
た
め
、
定
期
的
に
こ
の
名
簿
を
見
直
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
務
員
と
し
て
弁
護
士
会
が
認
可
し
な
か
っ
た
者
の
名
簿
を
「
特
定
名
簿
」
と
総
称
す
る)
。
検
事
局
が
こ
う
し
た
問
題
提
起
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
近
隣
府
県
と
く
に
大
津
地
裁
管
轄
下
に
客
員
弁
護
士
と
し
て
多
く
の
事
務
所
を
構
え
て
い
る
京
都
弁
護
士
会
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
大
津
弁
護
士
会
も
ま
た
、
上
記
総
会
以
前
か
ら
、
検
事
正
の
肝
い
り
で
、
特
定
名
簿
を
京
都
弁
護
士
会
と
の
共
同
で
作
成
す
べ
く
、
京
都
弁
護
士
会
と
の
調
整
を
進
め
て
い
た
。
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二
一
二
表７ 1904年大津弁護士会会則改正
新 旧
（新設）第五条ノ一 会員及客員ハ裁判
事務ヲ取扱裁判所ノ所在地以外ニ事務所
ヲ設クルコトヲ得ズ
（無し）
第七条 会員及客員ニ於テ事務員ヲ使用
スルモノハ其本人ノ履歴ヲ詳記シ本会ノ
認可ヲ受クヘシ
但本会ニ於テ認可ヲ取消スコトアルヘシ
第七条 会員及客員ニ於テ事務員ヲ使用
スルモノハ其本人ノ履歴ヲ詳記シ本会ノ
認可ヲ受クヘシ
第八条 事務員トシテ認可ヲ受ケサル者
ヲ訴訟事務ニ使用シ若クハ其現住所ニ事
務所ヲ設クルコトヲ得ス
第八条 事務員トシテ否認セラレタル者
ニ訴訟手続ノ代理又ハ復代理ヲ委任シ若
クハ其現住所ニ出張所ヲ設クルヲ得ス
第六十一条ノ一 会員及客員ハ本会ニ於
テ特ニ定メタル名簿ニ登録セラレタル者
ヲ直接又ハ間接ニ使用シ若クハ其紹介ヲ
以テ訴訟ヲ受任スルコトヲ得ス
前項ノ名簿ニ登録ス可キ人名ハ総会ニ
於テ之ヲ決定ス
第六十一条ノ一 会員ハ本会ノ認可ヲ受
ケタル事務員ノ他営利ノ目的ヲ以テ訴訟
ノ紹介ヲ為ス者ヲ直接又ハ間接ニ使用シ
若クハ其紹介ヲ以テ訴訟ヲ受任スルコト
ヲ得ス
Ⅱ
こ
の
点
は
、
〇
四
年
九
月
一
〇
日
の
第
二
回
臨
時
総
会
の
冒
頭
で
の
会
長
発
言
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
会
長
は
、
前
回
会
則
改
正
後
、
検
事
正
に
対
し
て
、「
大
津
組
合
ノ
ミ
名
簿
制
度
ヲ
実
行
ス
ル
モ
、
他
組
合
ニ
於
テ
之
ヲ
為
サ
サ
レ
ハ
徒
労
ニ
終
ル
ヲ
以
テ
此
制
度
ヲ
完
全
ニ
行
ハ
ン
ト
欲
セ
バ
、
少
ナ
ク
モ
、
大
阪
控
訴
院
管
内
ハ
同
一
規
約
ノ
下
ニ
其
実
行
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
サ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
」
と
申
し
入
れ
、
同
意
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、「
同
地
（
京
都
を
指
す
三
阪
注
）
ハ
到
底
此
事
ハ
行
レ
ザ
ル
ベ
シ
ト
思
フ
。
如
何
ト
ナ
レ
ハ
、
京
都
ハ
「
モ
グ
リ
」
ノ
勢
力
甚
ダ
シ
ク
従
来
ノ
行
掛
上
之
ヲ
排
斥
能
ハ
ザ
ル
事
情
ア
レ
バ
ナ
リ
。
兎
ニ
角
大
坂
（
マ
マ
）
控
訴
院
ノ
検
事
長
ニ
計
リ
其
実
行
ヲ
遂
ク
ル
コ
ト
ト
ナ
サ
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
神
戸
以
西
ニ
於
テ
ハ
甲
組
合
ト
乙
組
合
ハ
名
簿
ヲ
交
換
シ
ツ
ツ
ア
ル
ナ
リ
」
と
冷
め
た
見
方
を
吐
露
し
、
こ
う
し
た
規
制
に
た
い
す
る
消
極
的
な
評
価
も
示
し
て
い
る
。
(
)
さ
て
、
上
記
第
二
回
臨
時
総
会
で
は
、
検
事
正
が
行
っ
た
事
務
員
の
現
状
に
関
す
る
調
査
結
果
が
名
簿
と
し
て
提
示
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
（
翌
年
の
総
会
で
「
原
人
名
簿
」
と
し
て
記
載)
、
そ
れ
を
も
と
に
、
弁
護
士
会
に
設
け
ら
れ
た
調
査
委
員
会
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
特
定
名
簿
の
調
製
を
行
う
こ
と
に
決
し
た
。
上
記
「
原
人
名
簿
」
は
、[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
三
一
八
九
三]
に
残
さ
れ
て
い
る
「
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
及
事
務
員
一
覧
表
明
治
三
七
年
六
月
八
日
調
」｢
大
津
地
方
客
員
弁
護
士
並
事
務
員
一
覧
表
明
治
三
七
年
六
月
八
日
調
」(
注(
)
を
参
照
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
欄
外
に
妹
沢
検
事
正
の
印
が
捺
印
さ
れ
て
い
る)
。
翌
〇
五
年
四
月
二
一
日
の
通
常
総
会
で
は
、
上
記
調
査
委
員
会
が
、
検
事
局
か
ら
提
供
さ
れ
た
上
記
「
原
人
名
簿
」
に
基
づ
い
て
、
改
め
て
名
簿
を
作
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
以
下
の
点
の
留
意
を
求
め
た
。
ま
ず
「
ソ
ノ
地
方
ニ
於
テ
ハ
紛
議
ノ
仲
裁
或
ハ
訴
訟
ノ
勧
誘
ヲ
為
ス
等
ア
リ
ト
ス
ル
モ
弁
護
士
ニ
対
シ
何
等
ノ
関
係
ナ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
登
録
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
」
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三
Ⅱ
い
者
に
つ
い
て
は
名
簿
か
ら
外
し
た
こ
と
、
次
に
、
す
で
に
「
事
務
員
」
と
な
っ
て
い
る
者
の
中
に
も
「
頗
ル
危
険
ノ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
ソ
レ
ラ
モ
登
録
ス
レ
バ
」
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
委
員
会
の
な
か
で
あ
っ
た
が
、「
事
務
員
タ
ル
モ
ノ
ヲ
登
録
ス
ル
ノ
ハ
本
会
ノ
不
明
ヲ
発
表
ス
ル
」
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
う
い
う
者
は
見
つ
か
っ
た
と
き
に
は
、
ま
ず
本
弁
護
士
会
の
「
常
議
員
会
ニ
於
テ
其
認
可
ヲ
取
消
シ
タ
ル
後
ト
ス
ベ
キ
」
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
何
ら
の
決
定
も
し
な
か
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
以
上
の
報
告
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
今
回
の
調
査
が
、
非
弁
護
士
層
の
う
ち
、
そ
の
濃
淡
は
あ
る
に
せ
よ
弁
護
士
と
の
間
で
の
一
定
の
連
携
関
係
が
あ
る
と
見
ら
れ
た
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
す
で
に
弁
護
士
の
事
務
所
員
と
な
っ
て
認
可
を
受
け
て
い
る
者
の
中
に
も
、
悪
質
な
非
弁
護
士
層
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
議
論
を
経
て
作
成
さ
れ
た
特
定
名
簿
を
見
る
際
に
は
、
弁
護
士
・
非
弁
護
士
の
共
存
・
共
生
を
含
む
連
携
関
係
の
中
で
活
動
し
て
い
る
層
が
把
握
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
、
今
回
の
特
定
名
簿
登
載
の
対
象
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
、
弁
護
士
と
は
自
律
し
て
地
域
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
需
要
充
足
を
果
た
し
て
い
る
層
（
前
述
[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
の
分
類
に
よ
れ
ば
類
型
３
の
紛
争
解
決
型
に
該
当
か
）
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
弁
護
士
事
務
所
の
事
務
員
と
し
て
の
認
可
・
不
認
可
の
境
界
は
流
動
的
で
あ
り
、
そ
の
境
界
の
設
定
次
第
で
は
、
特
定
名
簿
掲
載
に
常
に
移
行
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
者
た
ち
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
と
見
て
お
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
境
界
の
自
体
の
流
動
性
を
示
す
事
例
と
し
て
、
特
定
名
簿
掲
載
の
是
非
に
つ
い
て
個
別
に
審
議
さ
れ
た
〇
四
年
一
〇
月
二
二
日
の
総
会
、
翌
年
四
月
二
一
日
の
総
会
で
の
議
論
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
以
下
「
Ｅ
04
」
な
ど
の
記
号
は
、
認
可
事
務
員
あ
る
い
は
不
認
可
者
の
実
名
を
伏
せ
る
た
め
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
末
尾
掲
載
の
別
表
１
〜
３
(
注(
)
を
参
照
）
の
事
務
員
番
号
と
連
動
し
て
い
る
。
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Ⅱ
ま
ず
広
く
代
書
業
を
営
ん
で
い
る
Ｅ
04
に
つ
い
て
、「
訴
訟
事
件
ニ
干
預
ス
ル
ヲ
以
テ
疑
ヒ
ノ
点
モ
ア
ル
」
と
は
い
え
「
明
治
法
律
学
校
ヲ
卒
業
シ
将
来
見
込
ミ
ア
ル
人
」
で
あ
る
の
で
、「
一
応
注
意
ヲ
加
ヘ
登
録
ハ
見
合
ス
コ
ト
」
と
し
た
が
、「
現
在
ノ
儘
捨
置
ク
コ
ト
ハ
甚
タ
不
都
合
」
で
あ
る
の
で
、
問
題
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
「
弁
護
士
会
ノ
代
書
等
為
サ
シ
メ
保
護
ス
ル
コ
ト
ニ
」
し
た
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
Ｅ
04
ノ
如
キ
ハ
「
明
治
商
行
」
ノ
名
ノ
許
ニ
訴
訟
行
為
ヲ
」
行
っ
て
お
り
、
登
録
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
不
認
可
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。
代
書
人
免
許
を
受
け
た
Ｅ
39
に
つ
い
て
、
許
可
を
受
け
た
代
書
人
で
あ
る
以
上
、
認
可
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
検
事
正
側
か
ら
、「
許
可
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
取
消
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
Ｅ
39
ハ
構
内
ノ
人
民
控
所
ニ
於
テ
代
書
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
構
外
ニ
テ
業
務
ニ
従
事
セ
リ
。
之
等
ハ
認
可
ノ
有
無
ニ
拘
ラ
ス
速
カ
ニ
登
録
ス
ベ
キ
コ
ト
当
然
ナ
ラ
ン
ト
思
フ
」
と
指
摘
を
受
け
、
不
認
可
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
彦
根
区
裁
判
所
の
代
書
人
Ｅ
37
は
一
九
〇
四
年
に
特
定
名
簿
掲
載
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、「
同
人
ハ
正
実
(
マ
マ)
ニ
シ
テ
世
評
モ
宜
敷
、
裁
判
所
ニ
於
テ
モ
信
用
ア
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
こ
の
掲
載
に
よ
っ
て
彦
根
警
察
署
に
よ
り
代
書
免
許
が
取
り
消
さ
れ
「
地
方
ノ
人
民
モ
不
便
ヲ
感
ジ
」
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
か
れ
が
掲
載
対
象
者
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
父
Ｅ
36
が
「｢
モ
グ
リ
」
的
人
物
ナ
ル
ヨ
リ
或
ハ
間
違
」
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
彦
根
区
裁
判
所
の
監
督
判
事
か
ら
も
「
Ｅ
37
ハ
正
直
ニ
シ
テ
代
書
ノ
ミ
ヲ
為
ス
好
人
物
ニ
テ
登
録
ヲ
取
消
シ
遣
シ
度
」
旨
書
状
が
来
て
い
る
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
一
九
〇
五
年
に
は
特
定
名
簿
か
ら
外
さ
れ
た
。
以
上
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
代
書
を
業
と
す
る
層
に
属
す
る
者
で
あ
る
が
、
特
定
名
簿
掲
載
と
な
っ
て
取
締
対
象
と
な
る
か
、
そ
う
で
な
い
か
の
境
界
は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
の
適
用
に
お
い
て
は
、
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
後
も
、
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一
五
Ⅱ
定
名
簿
掲
載
に
関
し
て
は
個
別
の
判
断
が
総
会
ご
と
に
な
さ
れ
る
が
、
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
四
月
の
総
会
で
特
定
名
簿
掲
載
の
可
否
が
再
度
問
題
と
な
っ
た
Ａ
04
と
Ｅ
55
に
つ
い
て
は
、
可
否
同
数
と
な
り
会
長
決
定
で
掲
載
と
な
っ
た
例
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
境
界
が
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
〇
四
年
一
〇
月
二
二
日
の
総
会
、
翌
年
四
月
二
一
日
の
総
会
で
の
以
上
の
議
論
を
経
た
結
果
制
定
さ
れ
た
の
が
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
〇
月
三
一
日
大
津
弁
護
士
会
作
成
「
特
定
名
簿
」
と
、「
明
治
三
八
年
一
〇
月
特
定
名
簿
」
で
あ
る
（
注(
)
参
照)
。
こ
の
う
ち
と
く
に
「
明
治
三
八
年
一
〇
月
特
定
名
簿
」
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
京
都
地
裁
検
事
局
、
京
都
弁
護
士
会
と
の
連
携
が
功
を
奏
し
て
京
都
地
裁
管
内
と
大
津
地
裁
管
内
を
網
羅
す
る
特
定
名
簿
と
な
っ
た
。
（
２
）
特
定
名
簿
か
ら
見
る
滋
賀
県
域
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
の
担
い
手
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
〇
〇
年
代
に
、
大
津
弁
護
士
会
で
は
、
お
も
に
大
津
地
裁
検
事
局
主
導
で
弁
護
士
と
非
弁
護
士
と
の
共
生
・
共
存
を
含
む
連
携
関
係
を
問
い
直
す
問
題
提
起
を
受
け
、
そ
の
質
の
確
保
に
向
け
て
自
ら
規
制
す
る
方
向
に
む
け
て
動
き
出
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
行
わ
れ
た
議
論
、
作
成
さ
れ
た
弁
護
士
事
務
所
事
務
所
員
名
簿
、
特
定
名
簿
か
ら
、
当
時
の
滋
賀
県
域
の
弁
護
士
・｢
非
弁
護
士
」
層
を
含
め
た
地
域
社
会
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
に
関
わ
る
多
様
な
担
い
手
と
そ
の
関
係
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
点
を
具
体
的
に
示
す
た
め
に
、[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
二
一
九
〇
一]
お
よ
び
上
述
の
事
務
員
一
覧
表
、
特
定
名
簿
を
も
と
に
作
成
し
た
本
稿
末
尾
掲
載
の
別
表
１
滋
賀
県
内
弁
護
士
出
張
所
一
覧
表
、
別
表
２
滋
賀
県
内
弁
護
士
事
務
員
・
特
定
名
簿
掲
載
者
一
覧
表

Ａ
〜
Ｄ
、
別
表
３
（
同
上
）

Ｅ
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
前
章
の
末
尾
に
お
い
て
、
弁
護
士
の
数
が
少
な
い
滋
賀
県
域
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
社
会
の
法
的
サ
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
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説
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ー
ビ
ス
の
需
要
が
充
足
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
残
し
て
い
た
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
上
記
別
表
１
〜
３
を
地
図
上
に
展
開
し
て
み
よ
う
。
(
)
ま
ず
、
図
８
は
、
大
津
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
の
事
務
所
と
事
務
員
を
書
き
込
ん
だ
地
図
で
あ
る
（
◎
は
大
津
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
の
本
拠
事
務
所
、
○
は
同
出
張
事
務
所
、
◇
は
事
務
員)
。
弁
護
士
の
み
を
記
入
し
た
前
掲
図
７
と
比
較
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
大
津
、
彦
根
、
水
口
に
偏
在
す
る
弁
護
士
の
う
ち
、
と
く
に
、
大
津
に
事
務
所
を
構
え
る
弁
護
士
が
、
彦
根
、
水
口
、
そ
れ
か
ら
八
幡
に
出
張
事
務
所
を
張
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
、「
特
定
名
簿
」
制
度
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
他
管
所
属
弁
護
士
の
事
務
所
と
事
務
員
を
さ
ら
に
重
ね
て
み
る
と
、
図
９
に
な
る
（
●
が
他
管
弁
護
士
の
出
張
事
務
所)
。
図
９
か
ら
、
大
津
、
八
幡
、
水
口
、
彦
根
の
四
地
域
に
つ
い
て
、
弁
護
士
事
務
所
と
事
務
員
の
両
方
に
つ
い
て
量
的
な
充
実
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
上
述
し
た
よ
う
な
一
九
〇
四
年
の
会
則
改
正
の
な
か
で
、
裁
判
所
所
在
地
外
に
出
張
事
務
所
を
設
け
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
四
地
域
を
除
い
た
地
域
と
、
こ
れ
ら
四
地
域
と
の
間
に
は
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
の
充
足
に
お
い
て
、
相
当
な
差
が
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
四
地
域
の
間
に
あ
る
広
大
な
空
白
地
域
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
最
後
に
事
務
員
規
制
の
論
議
の
結
果
制
度
化
さ
れ
、
作
成
さ
れ
た
上
述
特
定
名
簿
掲
載
者
（
別
表
３
掲
載
の
Ｅ
）
を
、
図
９
に
重
ね
て
み
よ
う
。
こ
れ
が
図
10
で
あ
る
（
Ｅ
層
は
顔
マ
ー
ク
で
示
し
て
い
る)
。
図
10
か
ら
、
相
変
わ
ら
ず
四
地
域
へ
の
量
的
集
中
は
否
め
な
い
が
、
特
定
名
簿
掲
載
者
が
、
滋
賀
県
域
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
か
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
裁
判
所
が
配
置
さ
れ
て
い
る
四
地
域
に
集
中
す
る
弁
護
士
事
務
所
・
事
務
員
と
の
濃
淡
は
あ
れ
何
ら
か
の
連
携
関
係
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
四
地
域
の
間
に
あ
る
広
大
な
空
白
地
域
も
含
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図
８
1900年
代
の
大
津
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
の
事
務
所
と
事
務
員
の
分
布
今
津
区
裁
判
所
長
浜
区
裁
判
所
彦
根
支
部
(1903/8/10裁
判
事
務
停
止
)
彦
根
区
裁
判
所
大
津
地
方
裁
判
所
大
津
区
裁
判
所
八
幡
区
裁
判
所
★
★
★
★
★
★
伊
香
郡
東
浅
井
郡
高
島
郡滋賀
郡
坂
田
郡
犬
上
郡
甲
賀
郡
蒲
生
郡
野
洲
郡
栗
太
郡
愛
知
郡
神
崎
郡
大
津
所
在
大
津
弁
護
士
会
員
◎
中
山
勘
三
◇
A
28
◎
淀
川
正
秀
◎
橋
本
甚
吉
郎
◎
林
清
◇
A
27
◇
B
03
◇
B
05
◎
山
本
正
巳
◇
A
23
◇
A
29
◇
B
07
◇
B
10
◇
B
14
◎
山
村
次
三
郎
(大
谷
と
共
同
)
◇
B
12
◎
望
月
長
夫
◎
穂
積
嘉
一
◎
山
口
重
禄
◇
A
16
◎
大
谷
郁
彦
(山
村
と
共
同
)
◇
A
18
◇
A
22
◇
B
12
◇
C
05
◎
森
川
源
吾
◇
D
02
◇
D
03
◎
谷
沢
龍
蔵
◇
A
05
◎
鵜
飼
幸
吉
◇
A
07
◇
A
08
◇
B
01
◇
B
16
◎
市
川
仙
太
郎
◇
A
27
◇
B
09
◇
B
13
◎
鯰
江
貞
継
弁
護
士
計
15名
事
務
員
25
名
(重
複
含
む
)
彦
根
所
在
大
津
弁
護
士
会
会
員
◎
尾
崎
幾
三
郎
～
1902/3
退
会
◎
小
田
切
秀
雄
◎
中
村
耕
治
◎
鯰
江
与
惣
次
郎
◎
浅
見
竹
太
郎
◎
小
川
俊
一
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
彦
根
・
小
田
切
出
張
所
(入
江
村
)
◇
D
11
○
大
津
・
鵜
飼
出
張
所
(入
江
村
)
◇
D
11
○
大
津
・
淀
川
正
秀
出
張
所
◇
B
08
○
大
津
・
山
本
正
巳
出
張
所
◇
B
06
○
大
津
・
望
月
長
夫
出
張
所
◇
A
15◇
B
02
水
口
区
裁
判
所
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
彦
根
・
中
村
耕
治
出
張
所
◇
A
01
○
大
津
・
淀
川
正
秀
出
張
所
◇
A
19
○
大
津
・
林
清
出
張
所
◇
B
18
○
大
津
・
山
口
重
禄
出
張
所
◇
A
24
○
大
津
・
鵜
飼
幸
吉
出
張
所
◇
A
08◇
A
12
水
口
所
在
大
津
弁
護
士
会
会
員
◎
油
川
信
近
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
大
津
・
望
月
長
夫
出
張
所
◇
A
25
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日
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図
９
1900年
代
の
大
津
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
，
他
管
弁
護
士
と
事
務
員
の
分
布
長
浜
区
裁
判
所
彦
根
支
部
(1903/8/10裁
判
事
務
停
止
)
彦
根
区
裁
判
所
八
幡
区
裁
判
所
★
★
★
★
★
★
伊
香
郡
東
浅
井
郡
高
島
郡滋賀
郡
坂
田
郡
犬
上
郡
甲
賀
郡
蒲
生
郡
野
洲
郡
栗
太
郡
愛
知
郡
神
崎
郡
大
津
所
在
大
津
弁
護
士
会
員
◎
中
山
勘
三
◇
A
28
◎
淀
川
正
秀
◎
橋
本
甚
吉
郎
◎
林
清
◇
A
27
◇
B
03
◇
B
05
◎
山
本
正
巳
◇
A
23
◇
A
29
◇
B
07
◇
B
10
◇
B
14
◎
山
村
次
三
郎
(大
谷
と
共
同
)
◇
B
12
◎
望
月
長
夫
◎
穂
積
嘉
一
◎
山
口
重
禄
◇
A
16
◎
大
谷
郁
彦
(山
村
と
共
同
)
◇
A
18
◇
A
22
◇
B
12
◇
C
05
◎
森
川
源
吾
◇
D
02
◇
D
03
◎
谷
沢
龍
蔵
◇
A
05
◎
鵜
飼
幸
吉
◇
A
07
◇
A
08
◇
B
01
◇
B
16
◎
市
川
仙
太
郎
◇
A
27
◇
B
09
◇
B
13
◎
鯰
江
貞
継
他
府
県
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
●
大
阪
・
大
鐘
彦
一
出
張
所
●
大
阪
・
種
野
弘
道
出
張
所
◇
A
10
●
大
阪
・
清
水
藤
之
助
出
張
所
◇
B
09
●
大
阪
・
安
藤
源
五
郎
出
張
所
◇
A
29
●
京
都
・
森
田
茂
＝
本
多
源
蔵
共
同
出
張
所
◇
D
08
●
京
都
・
依
田
菊
太
郎
出
張
所
●
京
都
・
佐
久
間
七
郎
出
張
所
◇
C
04
●
京
都
・
高
木
蔵
吉
出
張
所
◇
A
13
◇
D
13
●
京
都
・
吉
見
高
治
●
京
都
・
守
屋
孝
蔵
出
張
所
◇
A
26
●
京
都
・
岩
田
信
出
張
所
◇
A
04
●
京
都
・
川
上
清
＝
森
田
三
郎
共
同
出
張
所
◇
A
02
◇
D
01
●
京
都
・
吉
田
佐
吉
出
張
所
◇
B
17
●
京
都
・
宮
川
弥
三
郎
◇
C
01
●
京
都
・
築
山
恒
固
出
張
所
◇
B
04
●
京
都
・
石
野
正
弘
出
張
所
◇
A
09
◇
C
02
◇
B
11
●
京
都
・
大
河
原
隆
出
張
所
●
京
都
・
堀
田
康
人
◇
A
06
◇
D
10
●
京
都
・
田
中
鉄
二
郎
◇
A
17
彦
根
所
在
大
津
弁
護
士
会
会
員
◎
尾
崎
幾
三
郎
～
1902 /3
退
会
◎
小
田
切
秀
雄
◎
中
村
耕
治
◎
鯰
江
与
惣
次
郎
◎
浅
見
竹
太
郎
◎
小
川
俊
一
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
彦
根
・
小
田
切
出
張
所
(入
江
村
)
◇
D
11
○
大
津
・
鵜
飼
出
張
所
(入
江
村
)
◇
D
11
○
大
津
・
淀
川
正
秀
出
張
所
◇
B
08
○
大
津
・
山
本
正
巳
出
張
所
◇
B
06
○
大
津
・
望
月
長
夫
出
張
所
◇
A
15
◇
B
02
他
府
県
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
●
京
都
・
水
野
世
民
出
張
所
●
京
都
・
中
西
盾
雄
出
張
所
●
京
都
・
桑
原
信
夫
事
務
所
◇
A
03
◇
A
21
◇
B
15
◇
D
04
水
口
区
裁
判
所
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
彦
根
・
中
村
耕
治
出
張
所
◇
A
01
○
大
津
・
淀
川
正
秀
出
張
所
◇
A
19
○
大
津
・
林
清
出
張
所
◇
B
18
○
大
津
・
山
口
重
禄
出
張
所
◇
A
24
○
大
津
・
鵜
飼
幸
吉
出
張
所
◇
A
08
◇
A
12
他
府
県
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
●
京
都
・
三
浦
峰
高
出
張
所
●
京
都
・
守
屋
孝
蔵
◇
A
12
水
口
所
在
大
津
弁
護
士
会
会
員
◎
油
川
信
近
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
大
津
・
望
月
長
夫
出
張
所
◇
A
25
他
府
県
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
●
京
都
・
三
浦
峰
高
出
張
所
(但
し
無
届
け
)
◇
D
09
●
京
都
・
高
木
蔵
吉
出
張
所
◇
D
06
●
京
都
・
川
上
清
＝
森
田
三
郎
共
同
出
張
所
◇
A
11
●
京
都
・
石
野
正
弘
出
張
所
◇
C
03
◇
D
07
今
津
区
裁
判
所草
津
●
京
都
・
水
野
世
民
紹
介
所
大
津
地
方
裁
判
所
大
津
区
裁
判
所
高
島
村
に
●
京
都
・
堀
田
康
人
紹
介
所
看
板
◇
A
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図
10
1900年
代
の
大
津
・
他
管
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
と
事
務
員
・
特
定
名
簿
掲
載
者
の
分
布
長
浜
区
裁
判
所
彦
根
支
部
(1903/8/10裁
判
事
務
停
止
)
彦
根
区
裁
判
所
八
幡
区
裁
判
所
★
★
伊
香
郡
東
浅
井
郡
高
島
郡滋賀
郡
坂
田
郡
犬
上
郡
甲
賀
郡
蒲
生
郡
野
洲
郡
栗
太
郡
愛
知
郡
神
崎
郡
大
津
所
在
大
津
弁
護
士
会
員
◎
中
山
勘
三
◇
A
28
◎
淀
川
正
秀
◎
橋
本
甚
吉
郎
◎
林
清
◇
A
27
◇
B
03
◇
B
05
◎
山
本
正
巳
◇
A
23
◇
A
29
◇
B
07
◇
B
10
◇
B
14
◎
山
村
次
三
郎
(大
谷
と
共
同
)
◇
B
12
◎
望
月
長
夫
◎
穂
積
嘉
一
◎
山
口
重
禄
◇
A
16
◎
大
谷
郁
彦
(山
村
と
共
同
)
◇
A
18
◇
A
22
◇
B
12
◇
C
05
◎
森
川
源
吾
◇
D
02
◇
D
03
◎
谷
沢
龍
蔵
◇
A
05
◎
鵜
飼
幸
吉
◇
A
07
◇
A
08
◇
B
01
◇
B
16
◎
市
川
仙
太
郎
◇
A
27
◇
B
09
◇
B
13
◎
鯰
江
貞
継
他
府
県
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
●
大
阪
・
大
鐘
彦
一
出
張
所
●
大
阪
・
種
野
弘
道
出
張
所
◇
A
10
●
大
阪
・
清
水
藤
之
助
出
張
所
◇
B
09
●
大
阪
・
安
藤
源
五
郎
出
張
所
◇
A
29
●
京
都
・
森
田
茂
＝
本
多
源
蔵
共
同
出
張
所
◇
D
08
●
京
都
・
依
田
菊
太
郎
出
張
所
●
京
都
・
佐
久
間
七
郎
出
張
所
◇
C
04
●
京
都
・
高
木
蔵
吉
出
張
所
◇
A
13
◇
D
13
●
京
都
・
吉
見
高
治
●
京
都
・
守
屋
孝
蔵
出
張
所
◇
A
26
●
京
都
・
岩
田
信
出
張
所
◇
A
04
●
京
都
・
川
上
清
＝
森
田
三
郎
共
同
出
張
所
◇
A
02
◇
D
01
●
京
都
・
吉
田
佐
吉
出
張
所
◇
B
17
●
京
都
・
宮
川
弥
三
郎
◇
C
01
●
京
都
・
築
山
恒
固
出
張
所
◇
B
04
●
京
都
・
石
野
正
弘
出
張
所
◇
A
09
◇
C
02
◇
B
11
●
京
都
・
大
河
原
隆
出
張
所
●
京
都
・
堀
田
康
人
◇
A
06
◇
D
10
●
京
都
・
田
中
鉄
二
郎
◇
A
17
彦
根
所
在
大
津
弁
護
士
会
会
員
◎
尾
崎
幾
三
郎
～
1902 /3
退
会
◎
小
田
切
秀
雄
◎
中
村
耕
治
◎
鯰
江
与
惣
次
郎
◎
浅
見
竹
太
郎
◎
小
川
俊
一
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
彦
根
・
小
田
切
出
張
所
(入
江
村
)
◇
D
11
○
大
津
・
鵜
飼
出
張
所
(入
江
村
)
◇
D
11
○
大
津
・
淀
川
正
秀
出
張
所
◇
B
08
○
大
津
・
山
本
正
巳
出
張
所
◇
B
06
○
大
津
・
望
月
長
夫
出
張
所
◇
A
15
◇
B
02
他
府
県
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
●
京
都
・
水
野
世
民
出
張
所
●
京
都
・
中
西
盾
雄
出
張
所
●
京
都
・
桑
原
信
夫
事
務
所
◇
A
03
◇
A
21
◇
B
15
◇
D
04
水
口
区
裁
判
所
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
彦
根
・
中
村
耕
治
出
張
所
◇
A
01
○
大
津
・
淀
川
正
秀
出
張
所
◇
A
19
○
大
津
・
林
清
出
張
所
◇
B
18
○
大
津
・
山
口
重
禄
出
張
所
◇
A
24
○
大
津
・
鵜
飼
幸
吉
出
張
所
◇
A
08
◇
A
12
他
府
県
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
●
京
都
・
三
浦
峰
高
出
張
所
●
京
都
・
守
屋
孝
蔵
◇
A
12
水
口
所
在
大
津
弁
護
士
会
会
員
◎
油
川
信
近
大
津
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
○
大
津
・
望
月
長
夫
出
張
所
◇
A
25
他
府
県
弁
護
士
会
員
の
出
張
事
務
所
●
京
都
・
三
浦
峰
高
出
張
所
(但
し
無
届
け
)
◇
D
09
●
京
都
・
高
木
蔵
吉
出
張
所
◇
D
06
●
京
都
・
川
上
清
＝
森
田
三
郎
共
同
出
張
所
◇
A
11
●
京
都
・
石
野
正
弘
出
張
所
◇
C
03
◇
D
07
今
津
区
裁
判
所
草
津
●
京
都
・
水
野
世
民
紹
介
所
大
津
地
方
裁
判
所
・
大
津
区
裁
判
所
高
島
村
に
●
京
都
・
堀
田
康
人
紹
介
所
看
板
◇
A
06
E
51
E
24E
35
E
10
E
12
E
05
E
18
E
05
E
15･16
E
34･48
E
21･26
E
14･20･43
E
54
E
29
E
47
大
津
＝

02 04･
07 09･13･30
 33･
38 40･44
 46･53･
55 57
★
E
19
E
28･41
E
42 ★
E
17･36･37･58
E
49 ★
E
11
★
E
01･25･27･50
Ⅱ
め
た
総
体
と
し
て
の
滋
賀
県
域
に
お
け
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
上
述
し
た
よ
う
な
、
特
定
名
簿
掲
載
者
と
弁
護
士
会
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
者
と
間
の
境
界
が
、
流
動
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
想
定
も
一
概
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
図
10
に
集
約
さ
れ
る
、
一
九
〇
〇
年
代
の
滋
賀
県
域
の
弁
護
士
・｢
非
弁
護
士
」
層
を
含
め
た
地
域
社
会
の
紛
争
処
理
に
関
わ
る
多
様
な
担
い
手
と
そ
の
関
係
性
を
も
う
一
度
整
理
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
大
津
地
裁
所
属
弁
護
士
と
他
管
所
属
客
員
弁
護
士
で
あ
る
。
大
津
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が
、
途
中
脱
会
し
た
も
の
も
含
め
て
二
〇
名
強
確
認
で
き
る
。
か
れ
ら
は
、
別
表
１
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
く
が
滋
賀
県
内
に
出
張
事
務
所
を
も
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
一
名
か
ら
複
数
名
の
事
務
員
を
常
置
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
二
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
な
か
に
は
大
津
地
裁
管
内
に
配
属
さ
れ
て
い
た
司
法
官
（
表
中
◆
印
）
出
身
者
も
、
当
然
の
ご
と
く
事
務
所
を
展
開
し
、
そ
こ
で
は
事
務
員
を
擁
し
、
そ
の
な
か
に
は
不
認
可
事
務
員
を
使
用
す
る
者
も
散
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
津
地
裁
管
内
で
は
、
大
津
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
だ
け
で
な
く
、
他
府
県
か
ら
も
客
員
弁
護
士
と
し
て
事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
弁
護
士
が
多
数
見
ら
れ
る
。
図
10
か
ら
は
、
京
都
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
と
し
て
の
べ
二
〇
名
、
大
阪
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
と
し
て
の
べ
五
名
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
し
、
こ
の
な
か
に
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
事
務
所
を
廃
し
た
も
の
が
数
名
存
在
す
る
の
で
、
他
府
県
弁
護
士
は
二
〇
名
前
後
で
推
移
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る)
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
弁
護
士
一
人
あ
た
り
の
潜
在
的
な
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
数
が
、
本
拠
で
あ
る
京
都
・
大
阪
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
滋
賀
県
域
に
事
務
所
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
、
当
然
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
表
６
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
弁
護
士
数
が
こ
の
時
期
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
京
都
の
弁
護
士
に
と
っ
て
は
、
滋
賀
県
域
は
格
好
の
業
務
展
開
の
対
象
と
な
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。
(
)
か
れ
ら
に
と
っ
て
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近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
679
二
二
一
Ⅱ
出
張
事
務
所
に
在
地
の
状
況
に
詳
し
い
事
務
員
を
用
い
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
特
定
名
簿
作
成
の
発
端
は
、
こ
う
し
た
他
管
弁
護
士
ら
の
使
用
す
る
事
務
員
の
非
行
問
題
に
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
弁
護
士
た
ち
は
、
そ
の
多
く
の
事
務
所
に
複
数
の
事
務
員
を
常
駐
さ
せ
、
裁
判
所
が
存
在
す
る
拠
点
地
域
に
出
張
弁
護
士
事
務
所
を
展
開
し
、
地
域
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
応
え
る
体
制
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
事
務
員
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護
士
事
務
所
、
出
張
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
き
た
事
務
員
た
ち
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
事
務
員
と
し
て
弁
護
士
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
上
述
し
た
よ
う
な
非
行
問
題
の
指
摘
を
受
け
て
、
認
可
・
不
認
可
の
認
定
が
改
め
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
別
表
２
に
整
理
し
た
Ａ
〜
Ｄ
の
事
務
員
た
ち
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
ま
ず
、
Ａ
01
〜
Ａ
29
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
Ａ
に
属
す
る
事
務
員
は
、
一
九
〇
〇
〜
〇
三
年
に
弁
護
士
会
の
認
可
を
受
け
、
〇
四
年
段
階
で
検
事
局
の
調
査
を
経
て
改
め
て
弁
護
士
会
の
認
可
を
受
け
て
い
る
層
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
定
名
簿
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
所
属
す
る
弁
護
士
も
固
定
す
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
。
か
れ
ら
は
、
訴
訟
紹
介
や
法
律
事
務
を
業
と
す
る
非
弁
護
士
層
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
認
可
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
長
期
間
所
属
す
る
弁
護
士
に
対
し
て
安
定
的
な
勤
務
態
勢
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
Ａ
04
の
よ
う
に
、
後
に
不
認
可
に
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
Ａ
の
層
に
も
、
規
制
対
象
と
な
り
う
る
非
弁
護
士
が
潜
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
次
に
、
Ｂ
01
〜
Ｂ
18
に
つ
い
て
は
、
Ａ
層
と
同
様
一
九
〇
〇
〜
〇
三
年
に
弁
護
士
会
の
認
可
を
受
け
て
は
い
る
が
、
確
認
さ
れ
る
事
務
員
と
し
て
の
雇
用
期
間
が
短
い
。
一
九
〇
四
年
段
階
の
検
事
局
が
作
成
す
る
事
務
員
一
覧
か
ら
名
前
は
確
認
で
き
ず
、
特
定
名
簿
に
も
規
制
対
象
と
し
て
あ
が
っ
て
こ
な
い
。
Ｂ
層
は
短
期
間
で
存
在
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
そ
の
意
味
で
移
動
が
激
し
い
層
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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論
説
680
二
二
二
Ⅱ
以
上
の
Ａ
Ｂ
は
、
と
も
に
認
可
を
受
け
る
点
で
弁
護
士
と
の
共
存
・
共
生
の
連
携
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
Ｂ
は
Ａ
に
比
べ
て
、
そ
う
し
た
関
係
性
が
相
対
的
に
薄
ま
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
Ｃ
01
〜
Ｃ
05
の
五
名
は
、
一
九
〇
〇
〜
〇
三
年
に
弁
護
士
会
の
認
可
を
受
け
て
は
い
る
が
、
そ
の
後
特
定
名
簿
作
成
過
程
に
お
い
て
、
不
認
可
と
な
っ
て
い
る
層
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
安
定
し
た
弁
護
士
と
の
雇
用
関
係
を
有
し
な
が
ら
、
特
定
名
簿
掲
載
者
に
転
じ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
Ｃ
03
に
つ
い
て
は
そ
の
後
も
指
定
解
除
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
総
会
議
事
録
（
一
九
〇
六
年
通
常
総
会
）
に
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
は
結
局
指
定
解
除
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
後
に
一
九
一
四
年
に
は
指
定
解
除
さ
れ
る
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
Ｃ
層
は
、
認
可
・
不
認
可
の
境
界
線
上
に
あ
る
層
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
Ｄ
01
〜
Ｄ
13
に
つ
い
て
は
、
Ａ
と
は
対
照
の
位
置
に
あ
る
層
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
一
九
〇
〇
〜
〇
三
年
段
階
か
ら
、
弁
護
士
事
務
所
の
事
務
員
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
貫
し
て
弁
護
士
会
の
認
可
を
受
け
ら
れ
ず
、
ま
た
〇
四
年
の
検
事
局
の
調
査
を
経
た
上
で
も
弁
護
士
会
に
よ
っ
て
も
不
認
可
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
は
、
認
可
事
務
員
か
ら
不
認
可
、
さ
ら
に
は
取
締
対
象
と
な
る
特
定
名
簿
掲
載
者
へ
、
Ｄ
は
一
貫
し
て
弁
護
士
会
か
ら
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
多
く
は
特
定
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る
事
務
所
員
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
弁
護
士
に
対
し
て
相
対
的
に
自
律
性
が
高
く
、
あ
る
意
味
弁
護
士
の
名
前
を
借
り
て
、
訴
訟
紹
介
あ
る
い
は
法
律
事
務
の
処
理
を
行
っ
て
い
た
層
で
、
な
お
か
つ
、
そ
の
活
動
が
弁
護
士
会
か
ら
見
て
も
悪
質
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
層
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
、
先
に
紹
介
し
た
弁
護
士
会
の
議
論
の
な
か
で
い
え
ば
、
取
締
対
象
の
境
界
線
を
越
え
て
し
ま
っ
た
層
で
あ
り
、
規
制
す
る
側
か
ら
は
、
弁
護
士
と
の
共
存
・
共
生
を
含
む
安
定
し
た
連
携
関
係
が
成
立
し
得
な
い
と
判
断
さ
れ
た
層
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
か
れ
ら
は
次
の
Ｅ
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近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
681
二
二
三
Ⅱ
の
層
に
近
い
が
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
事
務
員
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
実
績
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
認
可
と
不
認
可
の
境
界
線
は
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
三
に
別
表
３
の
Ｅ
01
〜
Ｅ
58
は
、
特
定
名
簿
に
掲
載
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
〇
年
以
降
弁
護
士
事
務
所
の
事
務
員
と
し
て
の
記
録
は
な
く
、
一
九
〇
四
年
以
降
の
特
定
名
簿
作
成
過
程
で
規
制
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
層
で
あ
る
。
図
10
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
滋
賀
県
域
全
体
に
分
布
し
て
お
り
、
代
書
業
（
一
二
名
）
あ
る
い
は
、
周
旋
業
（
五
名
）
と
い
っ
た
職
業
記
載
が
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
た
だ
し
特
定
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
境
界
線
が
流
動
的
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
に
Ｅ
04
、
Ｅ
37
、
Ｅ
39
を
検
討
し
た
通
り
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
特
定
名
簿
は
再
度
そ
の
存
廃
を
め
ぐ
っ
て
大
津
弁
護
士
会
で
論
議
の
対
象
と
な
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
地
域
で
訴
訟
す
る
人
々
は
弁
護
士
に
直
接
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
「
地
方
ノ
訴
訟
事
務
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
」
に
相
談
し
て
そ
れ
か
ら
弁
護
士
を
選
定
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
、
と
い
う
発
言
が
見
ら
れ
る
。
特
定
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
「
地
方
ノ
訴
訟
事
務
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
」
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
う
る
層
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
Ａ
〜
Ｅ
以
外
に
も
、
特
定
名
簿
作
成
の
過
程
で
調
査
対
象
か
ら
外
し
た
「
ソ
ノ
地
方
ニ
於
テ
ハ
紛
議
ノ
仲
裁
或
ハ
訴
訟
ノ
勧
誘
ヲ
為
ス
等
ア
リ
ト
ス
ル
モ
弁
護
士
ニ
対
シ
何
等
ノ
関
係
ナ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
登
録
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
」
な
い
層
が
さ
ら
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
弁
護
士
会
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
検
討
を
図
式
化
し
た
も
の
が
、
図
11
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
、
弁
護
士
層
を
中
心
と
し
て
上
か
ら
下
に
行
く
ほ
ど
、
弁
護
士
と
の
「
距
離
」(
弁
護
士
と
か
れ
ら
と
の
共
存
・
共
生
を
含
む
連
携
関
係
性
の
濃
淡
）
が
離
れ
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
認
可
事
務
員＞
特
定
名
簿
掲
載
者＞
そ
れ
以
外
の
紛
争
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
682
二
二
四
Ⅱ
解
決
型
非
弁
護
士
層
と
い
う
前
述
第
二
か
ら
第
四
の
層
は
、
別
表
２
・
３
に
整
理
し
た
、
事
務
員
一
覧
表
・
特
定
名
簿
中
の
Ａ
〜
Ｅ
の
各
層
と
連
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
距
離
」
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
が
、
特
定
名
簿
掲
載
者
と
し
て
規
制
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
の
基
準
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
「
距
離
」
の
測
定
は
そ
の
時
々
の
弁
護
士
た
ち
の
政
策
判
断
に
よ
り
流
動
的
で
あ
る
た
め
に
、
相
互
の
境
界
す
な
わ
ち
別
表
２
・
３
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
で
の
（
Ａ⇔
Ｂ
層
）⇔
（
Ｃ⇔
Ｄ
層
）⇔
Ｅ
層
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
は
曖
昧
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
弁
護
士
の
滋
賀
県
域
に
お
け
る
業
務
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
た
上
述
の
連
携
関
係
を
重
視
す
れ
ば
、
後
述
す
る
よ
う
な
特
定
名
簿
廃
止
意
見
の
立
場
に
な
り
、
否
定
的
に
評
価
す
れ
ば
、
検
事
局
の
立
場
に
な
る
。
現
実
に
は
、
そ
う
し
た
連
携
関
係
は
、
図
10
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
弁
護
士
と
非
弁
護
士
の
Ａ
〜
Ｅ
の
滋
賀
県
域
に
お
け
る
多
層
的
な
分
布
状
態
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
大
津
、
八
幡
、
水
口
、
彦
根
の
四
地
域
に
集
中
す
る
弁
護
士
事
務
所
・
出
張
事
務
所
を
核
と
し
た
弁
護
士
と
非
弁
護
士
と
の
連
携
関
係
を
通
じ
て
、
滋
賀
県
域
全
体
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
充
足
さ
れ
て
い
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
と
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
683
二
二
五
図 11 滋賀県域の法的サービス需要充足の人的基盤
他地方裁判所
所属弁護士
大津地方裁判所
所属弁護士
Ａ層(別表２)

Ｂ層(別表２)
Ｃ層(別表２)

Ｄ層(別表２)
Ｅ層(別表３)
認可事務員
流動的な
境界線
不認可事務員
「地方ノ訴訟事
務ニ関係スルモ
ノ」
｢特定名簿｣ 掲載者
｢地方ニ於テハ紛議ノ仲裁或ハ訴訟ノ勧誘ヲ為ス等アリト
スルモ弁護士ニ対シ何等ノ関係ナキ｣ 層
Ⅱ
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
前
章
末
尾
に
残
し
た
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
少
な
い
弁
護
士
数
し
か
存
在
し
な
い
滋
賀
県
域
で
、
第
一
審
新
受
事
件
数
に
代
表
さ
れ
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
ど
の
よ
う
に
し
て
充
足
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
考
え
ら
れ
る
答
え
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
滋
賀
県
域
の
あ
り
方
が
、
一
つ
の
類
型
と
し
て
ど
の
程
度
普
遍
化
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
他
府
県
の
分
析
の
積
み
重
ね
と
そ
の
上
で
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
結
び
以
上
の
よ
う
に
、
大
津
弁
護
士
会
に
よ
る
滋
賀
県
域
に
お
け
る
弁
護
士
に
よ
る
事
務
員
使
用
に
対
す
る
自
己
規
制
は
、
特
定
名
簿
制
度
の
採
用
と
い
う
形
で
具
体
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
そ
う
し
た
措
置
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
非
弁
護
士
と
の
連
携
関
係
に
よ
る
滋
賀
県
域
全
体
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
の
あ
り
方
と
の
摩
擦
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
ま
た
、
そ
う
し
た
あ
り
方
に
つ
い
て
の
自
己
認
識
を
、
大
津
弁
護
士
会
の
弁
護
士
た
ち
に
あ
ら
た
め
て
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
京
都
弁
護
士
会
と
の
連
携
も
ふ
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
〇
五
年
一
一
月
の
特
定
名
簿
が
決
議
さ
れ
て
わ
ず
か
一
年
後
に
、
大
津
弁
護
士
会
の
過
半
数
を
占
め
る
八
名
の
会
員
か
ら
、
特
定
名
簿
登
録
取
消
し
を
求
め
て
臨
時
総
会
開
会
の
請
求
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
。
〇
六
年
一
二
月
七
日
に
こ
の
議
案
を
審
議
す
る
た
め
の
臨
時
総
会
で
提
示
さ
れ
た
廃
止
に
向
け
た
提
案
理
由
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
提
案
者
に
よ
れ
ば
、
特
定
名
簿
制
定
の
理
由
は
、「
本
組
合
会
員
ノ
風
紀
ヲ
糺
ス
コ
ト
ガ
主
眼
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、「
営
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル
訴
訟
紹
介
人
」
を
弁
護
士
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
、
特
定
「
名
簿
ヲ
制
定
シ
テ
常
ニ
紹
介
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
684
二
二
六
Ⅱ
者
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ヲ
登
録
シ
テ
夫
等
ノ
モ
ノ
ヨ
リ
紹
介
ヲ
受
ケ
」
な
い
こ
と
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
は
「
一
般
訴
訟
人
ニ
対
シ
尠
ナ
カ
ラ
サ
ル
不
便
ヲ
感
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
遂
ニ
ハ
公
益
ヲ
害
ス
ル
」
こ
と
に
な
っ
た
と
批
判
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
訴
訟
人
の
多
く
は
直
接
弁
護
士
に
依
頼
す
る
者
は
少
な
く
、
ま
ず
「
地
方
ノ
訴
訟
事
務
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
ニ
相
談
」
し
て
そ
れ
か
ら
弁
護
士
を
選
定
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
、
し
か
し
、
こ
の
「
地
方
ノ
訴
訟
事
務
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
」
が
特
定
名
簿
掲
載
者
で
あ
れ
ば
、
大
津
弁
護
士
会
員
へ
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
地
方
の
弁
護
士
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
る
、
結
局
訴
訟
人
に
多
額
の
費
用
と
手
間
を
費
や
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
、
こ
う
し
た
結
果
は
、
か
れ
ら
特
定
名
簿
掲
載
者
の
「
本
組
合
ガ
名
簿
ヲ
制
定
シ
タ
ル
反
抗
ニ
シ
テ
、
本
組
合
会
員
ヲ
害
セ
ン
ト
ス
ル
結
果
ニ
外
ナ
ラ
」
な
い
と
し
て
、
名
簿
廃
止
を
求
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
特
定
名
簿
制
定
以
前
か
ら
見
ら
れ
る
弁
護
士
・
非
弁
護
士
の
間
の
連
携
関
係
は
、
地
域
社
会
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
充
足
に
お
い
て
有
効
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
資
料
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
地
域
に
存
在
す
る
非
弁
護
士
層
＝
「
地
方
ノ
訴
訟
事
務
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
」
が
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
あ
る
程
度
充
足
し
つ
つ
、
そ
こ
で
処
理
で
き
な
い
も
の
を
弁
護
士
に
つ
な
い
で
解
決
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
安
定
的
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
、「
公
益
」
に
か
な
う
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。総
会
で
は
、
賛
成
多
数
で
あ
っ
さ
り
と
特
定
名
簿
制
度
の
廃
止
が
決
議
さ
れ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
こ
れ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
廃
止
三
年
後
の
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
四
月
の
定
期
総
会
で
再
び
以
下
の
よ
う
に
事
務
員
問
題
が
蒸
し
返
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
下
線
部
は
三
阪)
。
特
定
名
簿
ハ
、
モ
グ
リ
ヲ
標
準
ト
セ
ズ
会
員
ガ
誤
テ
如
何
敷
モ
ノ
ヲ
事
務
員
ト
為
サ
ズ
、
又
ハ
訴
訟
ノ
紹
介
ヲ
受
ケ
サ
ル
為
メ
ニ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
レ
ヲ
解
キ
タ
ル
時
ニ
於
テ
爾
来
名
簿
登
録
者
ヲ
使
用
シ
テ
モ
差
支
ナ
シ
ト
為
シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
685
二
二
七
Ⅱ
唯
タ
名
簿
制
ヲ
解
除
シ
タ
ル
ニ
過
ギ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
徳
義
上
一
反
登
録
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
使
用
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ハ
当
然
ナ
リ
。
然
ル
ニ
再
ヒ
開
設
シ
タ
ル
出
張
事
務
所
ヲ
観
ル
ニ
何
レ
モ
旧
来
ノ
人
ナ
ル
ハ
実
ニ
驚
ク
ニ
堪
ヘ
タ
リ
。(
淀
川
正
秀
発
言
）
彼
ノ
名
簿
制
ノ
行
ハ
ル
ル
間
ハ
殆
ト
出
張
事
務
所
絶
無
ノ
有
様
ト
ナ
リ
シ
モ
今
ヤ
再
ビ
十
ヲ
以
テ
数
フ
ル
ノ
出
張
所
カ
再
設
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ
名
簿
制
解
除
ノ
結
果
ニ
外
ナ
ラ
ン
。
而
シ
テ
其
内
容
ヲ
露
骨
ニ
云
ヘ
ハ
其
多
ク
ハ
弁
護
士
ノ
事
務
所
ニ
ア
ラ
ズ
、
出
張
事
務
員
ノ
事
務
所
タ
リ
。
総
テ
ノ
事
件
ハ
事
務
員
ニ
依
テ
生
ジ
、
弁
護
士
ハ
被
雇
人
ノ
如
ク
主
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ガ
弁
護
士
外
ニ
運
動
セ
ル
ヲ
以
テ
其
間
不
都
合
ア
ル
コ
ト
ハ
当
然
ナ
ラ
ン
（
望
月
長
夫
発
言
）
こ
の
よ
う
な
大
津
弁
護
士
会
の
変
転
す
る
対
応
の
な
か
に
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
弁
護
士
と
非
弁
護
士
と
が
多
層
的
に
関
係
を
持
ち
な
が
ら
滋
賀
県
域
全
体
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
充
足
し
て
き
た
あ
り
方
に
つ
い
て
、
二
〇
世
紀
の
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
直
面
す
る
な
か
で
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
課
題
に
対
す
る
か
れ
ら
の
動
揺
を
見
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
全
国
的
に
は
そ
の
問
題
は
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
弁
護
士
法
改
正
に
至
る
長
い
議
論
の
過
程
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
こ
う
し
た
大
津
弁
護
士
会
の
対
応
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
特
定
名
簿
を
め
ぐ
り
紆
余
曲
折
し
た
大
津
弁
護
士
会
が
、
事
務
員
問
題
に
つ
い
て
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
分
析
で
き
な
か
っ
た
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
五
一
九
一
四]
を
用
い
て
、
そ
れ
以
後
の
事
務
員
を
用
い
た
弁
護
士
の
業
務
形
態
を
検
討
す
る
な
か
で
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
(
)
本
稿
で
は
、
滋
賀
弁
護
士
会
が
所
蔵
す
る
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
会
関
係
史
料
の
分
析
が
中
心
と
な
る
が
、
最
初
に
、
同
史
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
686
二
二
八
Ⅱ
料
の
概
要
を
示
し
て
お
く
。
な
お
、
地
域
に
お
け
る
弁
護
士
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
は
近
年
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
に
加
え
て
、
そ
の
方
法
的
視
点
を
敷
衍
し
た
[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
九]
、
さ
ら
に
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
[
川
口
由
彦
編
二
〇
〇
一]
が
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は
広
島
弁
護
士
会
に
着
目
し
て
、
そ
の
関
連
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
整
理
す
る
[
増
田
修
二
〇
〇
六]
[
増
田
修
二
〇
〇
八
〜
一
〇]
が
あ
る
。
(
)
法
曹
養
成
に
つ
い
て
は
[
三
阪
佳
弘
二
〇
〇
四]
、
近
代
的
法
知
識
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
た
司
法
官
の
形
成
に
つ
い
て
は
、[
三
阪
佳
弘
一
九
九
〇]
、
こ
う
し
た
「
学
識
」
判
事
の
成
立
に
つ
い
て
は
[
岩
谷
十
郎
一
九
九
六]
参
照
。
(
)
以
上
に
つ
い
て
は
[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
第
二
部
、[
林
真
貴
子
二
〇
〇
九]
六
四
一
頁
以
下
参
照
。
後
者
は
、
通
常
訴
訟
で
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
687
二
二
九
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
五
一
九
一
四]
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
四
一
八
九
三]
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
三
一
八
九
三]
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
二
一
九
〇
一]
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
一
一
八
九
九]
本
稿
で
の
引
用
略
記
『
大
正
壱
拾
参
年
以
降
会
員
ニ
関
ス
ル
綴
込
』
一
九
一
四
年
以
降
の
会
員
か
ら
の
届
け
出
が
年
月
日
順
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
『
第
一
号
弁
護
士
会
総
会
議
事
録
』
一
八
九
三
年
、
一
九
〇
四
〜
一
四
年
、
四
七
年
の
総
会
議
事
録
議
事
録
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る 『
明
治
二
十
六
年
弁
護
士
会
会
則
関
係
文
書
等
』
会
則
の
制
定
、
改
廃
に
関
す
る
資
料
を
綴
じ
た
も
の
。
一
九
二
七
年
ま
で
の
議
事
関
係
資
料
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
『
明
治
三
十
四
年
月
弁
護
士
名
簿
』
所
属
弁
護
士
お
よ
び
客
員
弁
護
士
の
事
務
所
所
在
地
、
出
張
事
務
所
所
在
地
、
各
雇
用
事
務
員
名
一
覧
『
明
治
三
十
二
年
九
月
弁
護
士
履
歴
書
』
所
属
弁
護
士
か
ら
提
出
さ
れ
た
履
歴
を
綴
じ
た
冊
子
表
題
名
と
概
要
諸
罫
紙
・
和
綴
じ
冊
子
体
大
津
弁
護
士
会
罫
紙
・
和
綴
じ
冊
子
体
諸
罫
紙
・
和
綴
じ
冊
子
体
大
津
弁
護
士
会
罫
紙
・
和
綴
じ
冊
子
体
諸
罫
紙
・
和
綴
じ
冊
子
体
Ⅱ
は
、
一
九
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
本
人
訴
訟
を
除
い
て
弁
護
士
が
法
廷
内
業
務
の
独
占
を
果
た
し
た
と
し
て
い
る
。
(
)
弁
護
士
と
非
弁
護
士
と
は
、
潜
在
的
に
は
常
に
法
的
サ
ー
ビ
ス
需
要
充
足
を
め
ぐ
っ
て
競
合
関
係
に
あ
る
。
そ
の
点
が
顕
著
に
問
題
化
す
る
の
は
、[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
第
二
部
第
五
章
で
検
討
さ
れ
て
い
る
、
と
り
わ
け
弁
護
士
数
が
急
増
す
る
一
九
二
〇
年
代
で
あ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
弁
護
士
数
急
増
に
よ
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
過
剰
が
、
お
り
か
ら
の
経
済
不
況
に
伴
う
非
弁
護
士
活
動
の
激
化
と
あ
い
ま
っ
て
弁
護
士
窮
乏
化
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
の
非
弁
護
士
活
動
取
締
り
の
強
化
問
題
が
焦
眉
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
二
も
参
照
。
(
)
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
創
設
の
日
本
弁
護
士
協
会
の
活
動
を
軸
と
し
た
弁
護
士
層
の
政
治
的
社
会
的
影
響
力
の
拡
大
に
つ
い
て
は
﹇
三
阪
佳
弘
二
〇
〇
八
﹈
参
照
。
弁
護
士
に
よ
る
職
域
独
占
の
確
立
の
過
程
か
ら
、
非
弁
護
士
層
と
の
起
こ
り
う
る
摩
擦
を
総
括
的
に
時
期
区
分
し
て
整
理
し
た
﹇
林
真
貴
子
二
〇
〇
九
﹈
も
参
照
。
(
)
な
お
、
裁
判
所
の
構
内
で
代
書
業
を
行
っ
て
い
た
「
構
内
代
書
人
」
に
つ
い
て
、[
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
・
司
法
書
士
史
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
一]
二
五
九
頁
以
下
は
、
登
記
事
務
と
と
も
に
裁
判
関
係
の
書
類
作
成
を
行
う
も
の
と
し
て
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
個
別
の
裁
判
所
ご
と
に
許
認
可
を
受
け
て
い
た
、
と
す
る
。
代
書
人
に
つ
い
て
警
察
令
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
構
内
代
書
人
も
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
が
、
裁
判
所
自
ら
も
司
法
代
書
人
の
綱
紀
粛
正
の
た
め
、
構
内
代
書
人
規
則
な
ど
を
制
定
し
て
、
適
当
と
認
め
る
者
を
選
ん
で
構
内
で
の
代
書
業
を
許
可
し
、
構
内
及
各
事
務
所
に
お
い
て
代
書
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
例
と
し
て
同
上
書
資
料
編
三
〇
頁
に
、
一
九
〇
七
年
制
定
（
一
九
一
五
改
正
）
の
大
阪
地
方
裁
判
所
「
区
裁
判
所
及
出
張
所
構
内
代
書
人
取
締
規
則
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
(
)
滋
賀
県
は
、
一
八
七
六
(
明
治
九)
年
八
月
二
一
日
太
政
官
布
告
一
一
二
号
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
旧
敦
賀
県
域
に
含
ま
れ
て
い
た
敦
賀
・
三
方
・
大
飯
・
遠
敷
各
郡
を
所
管
し
て
い
た
が
、
一
八
八
一
年
二
月
七
日
の
福
井
県
再
置
に
よ
り
、
こ
れ
ら
四
郡
は
滋
賀
県
か
ら
福
井
県
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
本
文
で
記
し
た
よ
う
に
、
裁
判
管
轄
と
行
政
区
画
の
齟
齬
が
生
じ
た
。
こ
の
点
に
か
か
わ
る
地
方
官
の
批
判
に
つ
い
て
は
[
前
山
亮
吉
一
九
九
六]
一
五
頁
以
下
参
照
。
(
)
[
前
山
亮
吉
一
九
九
六]
一
五
頁
以
下
で
こ
の
過
程
に
つ
い
て
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
滋
賀
県
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
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一
九
頁
以
下
に
、
支
庁
を
彦
根
に
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(
)
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
五
月
司
法
省
令
甲
一
号
治
安
裁
判
所
出
張
所
裁
判
仮
規
定
に
よ
れ
ば
、
出
張
所
の
裁
判
管
轄
は
、
①
金
銭
そ
の
他
換
用
物
も
し
く
は
有
価
証
券
の
一
定
し
た
円
額
、
ま
た
は
特
定
の
物
品
に
対
す
る
請
求
、
②
建
物
の
全
部
又
は
一
部
の
明
け
渡
し
又
は
修
繕
の
請
求
、
③
勧
解
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
①
②
に
つ
い
て
は
、
原
被
告
共
に
同
一
管
轄
区
域
内
に
現
住
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
、
原
被
告
共
に
出
廷
し
て
審
問
裁
判
を
請
求
す
る
と
き
に
限
ら
れ
た
。
治
安
裁
判
所
本
庁
が
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
一
二
月
一
八
日
太
政
官
布
告
八
三
号
に
よ
り
、
①
勧
解
、
②
請
求
金
額
及
価
額
一
〇
〇
円
未
満
の
訴
訟
、
③
人
事
そ
の
他
金
額
に
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
件
、
の
管
轄
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
よ
り
近
隣
事
件
に
限
定
し
た
権
限
と
さ
れ
て
い
た
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
公
文
類
聚
第
一
三
編
明
治
二
二
年
第
二
巻
官
職
一
職
制
章
程
所
収
「
治
安
裁
判
所
出
張
所
裁
判
仮
規
定
ヲ
定
ム
」
に
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
一
千
八
百
五
十
年
七
月
十
八
日
第
一
審
裁
判
所
ノ
事
務
章
程
ニ
関
ス
ル
司
法
大
臣
ノ
命
令
」
が
掲
載
さ
れ
、
同
一
管
轄
区
域
に
居
住
す
る
者
同
士
の
、
本
人
訴
訟
に
よ
る
事
件
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
裁
判
官
に
よ
る
出
張
裁
判
に
よ
る
手
続
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
治
安
裁
判
所
出
張
所
か
ら
裁
判
所
構
成
法
上
の
区
裁
判
所
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
文
に
記
し
た
よ
う
に
、
裁
判
所
構
成
法
が
実
施
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
出
張
所
が
管
轄
す
る
地
域
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
箇
所
に
区
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
(
)
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
一
〇
月
の
司
法
省
告
示
一
〇
号
参
照
。
な
お
滋
賀
県
の
そ
れ
ぞ
れ
の
出
張
所
で
は
、
偶
数
月
に
各
一
五
日
間
開
廷
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
(
)
裁
判
所
構
成
法
第
三
一
条
は
、
当
該
地
方
裁
判
所
と
区
裁
判
所
と
が
遠
隔
も
し
く
は
交
通
不
便
で
あ
る
場
合
に
、
民
事
刑
事
事
務
の
一
部
分
を
取
り
扱
う
た
め
に
、
司
法
大
臣
に
、
支
部
の
設
置
と
支
部
を
開
く
区
裁
判
所
を
定
め
る
こ
と
を
認
め
た
。
一
八
九
〇
年
司
法
省
令
第
三
号
は
、
こ
の
支
部
に
つ
い
て
、
重
罪
公
判
と
民
事
第
二
審
を
除
く
地
方
裁
判
所
の
裁
判
権
に
属
す
る
事
務
を
行
う
甲
号
支
部
と
、
予
審
を
要
す
る
も
の
を
除
く
地
方
裁
判
所
に
属
す
る
刑
事
第
一
審
の
事
務
を
取
り
扱
う
乙
号
支
部
と
の
二
種
類
の
支
部
を
定
め
、
別
表
で
各
地
方
裁
判
所
に
支
部
を
設
け
た
。
大
津
地
方
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
彦
根
支
部
を
彦
根
区
裁
判
所
に
設
け
、
彦
根
・
長
浜
区
裁
判
所
を
管
轄
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
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()
大
正
期
の
区
裁
判
所
の
改
廃
・
復
活
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
分
析
す
る
[
前
山
亮
吉
一
九
九
六]
第
四
章
は
、[
司
法
省
編
纂
一
九
三
九]
を
用
い
て
全
国
の
区
裁
判
所
の
事
務
停
止
・
権
限
停
止
を
整
理
し
て
い
る
が
（
同
一
一
三
頁
以
下)
、
同
書
一
四
六
頁
注(
)
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
津
区
裁
判
所
の
事
務
停
止
の
有
無
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
現
段
階
で
長
浜
区
裁
判
所
の
停
止
も
含
め
て
正
確
な
時
期
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。
(
)
[
司
法
省
日
本
帝
国
司
法
省
民
事
統
計
年
報]
（
第
一
六
〔
明
治
二
三
年
〕
〜
第
三
六
〔
明
治
四
三
年
〕
参
照
。
同
上
第
一
七
年
報
〔
明
治
二
四
年
〕
に
よ
れ
ば
、
今
津
、
長
浜
の
訴
訟
事
件
新
受
事
件
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
三
件
、
四
八
件
で
あ
り
、
大
津
八
七
一
件
、
彦
根
七
一
四
件
に
比
し
て
著
し
く
少
な
く
、
ま
た
、
水
口
八
二
件
の
約
半
数
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
(
)
な
お
、
今
津
区
裁
判
所
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
は
、[
司
法
省
日
本
帝
国
司
法
省
刑
事
統
計
年
報]
（
第
一
六
〔
明
治
二
三
年]
）
以
後
の
明
治
期
の
司
法
統
計
上
実
績
は
確
認
で
き
な
い
。
(
)
刑
事
事
件
に
つ
い
て
[
司
法
省
、
日
本
帝
国
司
法
省
刑
事
統
計
年
報]
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
水
口
・
八
幡
に
つ
い
て
は
一
八
九
一
〜
九
三
（
明
治
二
四
〜
二
六
）
年
の
第
一
七
〜
一
九
年
報
で
は
刑
事
事
件
処
理
実
績
を
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
掲
載
が
無
く
、
八
幡
に
つ
い
て
一
九
〇
五
（
同
三
八
）
年
第
三
一
年
報
、
水
口
に
つ
い
て
〇
九
年
第
三
五
年
報
か
ら
再
び
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(
)
彦
根
支
部
の
停
止
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
裁
判
所
支
部
停
廃
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
分
析
し
た
[
前
山
亮
吉
一
九
九
六]
を
参
照
。
(
)
図
１
お
よ
び
後
掲
の
図
７
〜
10
は
、
一
八
九
〇
年
の
郡
制
に
よ
る
郡
の
区
画
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
h
ttp
://m
u
jin
a.sak
u
ra.n
e
.jp
/h
isto
ry
/
（
市
町
村
変
遷
パ
ラ
パ
ラ
地
図
）
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
滋
賀
県
の
行
政
区
画
変
遷
を
た
ど
る
h
ttp
://tam
o
tch
i.sk
r.jp
/g
e
o
/h
e
n
se
n
2
5
/in
d
e
x
.h
tm
l
掲
載
の
地
図
を
も
と
に
し
て
作
成
し
た
（
以
上
二
〇
一
一
年
一
月
一
五
日
閲
覧)
。
(
)
な
お
、
表
４
か
ら
う
か
が
え
る
、
一
〇
年
を
超
え
て
同
一
地
裁
管
轄
内
に
在
職
す
る
司
法
官
の
存
在
が
、
当
時
に
お
い
て
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
の
か
は
、
全
国
的
傾
向
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
傾
向
は
、
表
２
・
３
か
ら
は
、
明
治
末
年
に
向
か
っ
て
薄
ら
ぎ
、
三
〜
四
年
程
度
で
異
動
し
て
い
く
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。
そ
う
し
た
変
化
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
表
２
・
３
中
、
大
津
地
裁
検
事
正
か
ら
同
所
長
に
転
じ
て
、
七
年
間
大
津
地
裁
を
統
轄
し
て
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き
た
山
本
正
己
は
、[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
一
一
八
九
九]
に
収
録
さ
れ
た
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
名
東
県
（
現
徳
島
県
）
の
聴
訟
課
勤
務
以
来
司
法
官
職
を
歴
任
し
、
大
津
地
裁
か
ら
大
審
院
判
事
に
補
職
さ
れ
（
一
八
九
八
年
一
二
月
二
〇
日)
、
そ
の
翌
日
に
退
職
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
山
本
と
同
様
に
、
表
４
中
の
豊
田
弘
世
、
小
田
切
秀
雄
、
鵜
飼
幸
吉
も
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
一
一
八
九
九]
に
よ
れ
ば
、
法
学
教
育
歴
は
無
く
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
官
、
警
察
官
吏
か
ら
明
治
前
期
に
司
法
官
に
転
じ
て
お
り
、
退
職
後
大
津
地
裁
所
属
弁
護
士
に
転
職
し
て
い
る
。
な
お
、
小
田
切
も
山
本
と
同
様
控
訴
院
判
事
に
一
日
だ
け
補
職
さ
れ
て
退
職
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
明
治
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
老
朽
司
法
官
淘
汰
」
人
事
の
対
象
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
老
朽
司
法
官
淘
汰
に
関
し
て
は
、[
楠
精
一
郎
一
九
八
九]
が
あ
る
が
、
楠
前
掲
書
二
五
七
頁
掲
載
の
同
時
期
の
「
淘
汰
司
法
官
」
の
一
覧
に
、
山
本
、
豊
田
、
小
田
切
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
特
定
地
裁
管
轄
に
長
期
間
滞
留
す
る
人
事
異
動
の
あ
り
方
が
、
短
期
間
で
異
動
が
行
わ
れ
て
い
く
あ
り
方
に
変
化
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
老
朽
司
法
官
淘
汰
後
の
司
法
官
の
人
事
異
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
新
た
な
傾
向
を
見
る
こ
と
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
[
三
阪
佳
弘
一
九
九
〇]
参
照
）
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
昭
和
期
の
裁
判
官
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
[
山
中
永
之
佑
・
三
阪
佳
弘
一
九
九
二]
は
、
大
正
期
以
降
、
司
法
官
の
人
事
異
動
に
は
、
東
京
地
裁
・
控
訴
院
・
大
審
院
を
中
心
に
異
動
す
る
層
と
、
一
定
の
地
域
の
地
裁
・
区
裁
を
中
心
に
異
動
を
く
り
返
す
層
と
の
二
分
化
が
進
行
し
て
い
く
傾
向
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
傾
向
は
、
司
法
官
淘
汰
以
降
の
裁
判
官
に
対
す
る
人
事
行
政
の
特
徴
で
あ
り
、
上
述
山
本
等
の
長
期
滋
賀
地
裁
管
轄
で
の
在
職
傾
向
と
は
段
階
を
異
に
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
(
)
弁
護
士
急
増
の
背
景
と
し
て
、
第
一
に
、[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
二
四
七
頁
の
指
摘
す
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
拡
大
と
い
う
社
会
状
況
に
対
応
し
た
司
法
省
の
政
策
的
意
図
が
あ
る
。
第
二
に
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
裁
判
所
構
成
法
改
正
、
一
八
年
の
高
等
試
験
令
制
定
、
二
三
年
同
令
に
基
づ
く
高
等
試
験
司
法
科
試
験
実
施
開
始
と
い
っ
た
試
験
制
度
改
正
に
伴
う
、
旧
来
の
弁
護
士
試
験
受
験
者
へ
の
配
慮
（
旧
弁
護
士
試
験
出
願
者
に
対
す
る
一
八
年
高
等
試
験
令
に
よ
る
予
備
試
験
の
免
除
措
置
）
に
よ
る
合
格
者
増
が
あ
る
[
三
阪
佳
弘
二
〇
〇
四]
。
(
)
第
一
審
新
受
事
件
数
は
、
地
方
裁
判
所
と
区
裁
判
所
に
お
け
る
、
通
常
訴
訟
、
証
書
訴
訟
、
為
替
訴
訟
、
特
別
訴
訟
、
人
事
訴
訟
、
仮
差
押
え
・
仮
処
分
の
件
数
、
和
解
、
督
促
事
件
の
総
数
で
あ
る
。[
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
レ
ー
ガ
ー
・
佐
藤
岩
夫
訳
二
〇
〇
一]
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下
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
督
促
手
続
き
で
債
務
者
が
異
議
を
述
べ
る
と
新
た
に
通
常
訴
訟
が
開
始
す
る
と
い
っ
た
事
件
数
の
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
が
生
じ
る
の
で
、
こ
う
し
た
件
数
を
単
純
に
加
え
た
だ
け
で
は
、
民
事
司
法
へ
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
測
る
う
え
で
不
正
確
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
の
補
正
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
も
お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
表
中
の
事
件
総
数
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
以
上
の
各
項
目
の
件
数
に
つ
い
て
は
、[
司
法
省
、
日
本
帝
国
司
法
省
民
事
統
計
年
報]
を
参
照
し
た
。
な
お
、
一
九
一
二
年
以
降
は
、
五
年
お
き
の
数
値
（
一
九
一
六
・
二
一
・
二
六
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
(
)
表
４
と
同
様
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
基
づ
い
て
い
る
が
、
五
年
ご
と
の
数
値
の
変
遷
に
簡
略
化
し
て
い
る
。
(
)
表
４
と
同
様
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
が
、
一
八
九
二
・
九
三
年
に
つ
い
て
は
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
の
弁
護
士
数
を
確
定
で
き
て
い
な
い
の
で
図
か
ら
は
省
い
て
い
る
。
(
)
こ
の
時
期
の
、
弁
護
士
間
の
競
争
激
化
と
そ
れ
に
伴
う
総
体
と
し
て
の
弁
護
士
経
営
の
窮
乏
化
の
状
況
に
関
し
て
は[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
二
四
四
頁
以
下
、[
林
真
貴
子
二
〇
〇
九]
六
五
一
頁
以
下
を
参
照
。
(
)
こ
の
図
は
、[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
二
一
九
〇
一]
に
掲
載
さ
れ
た
弁
護
士
を
も
と
に
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
に
大
津
弁
護
士
会
の
登
録
か
ら
外
れ
た
弁
護
士
も
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
。
退
会
し
た
弁
護
士
に
つ
い
て
は
図
中
に
注
記
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
(
)
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
三
一
八
九
三]
。
な
お
こ
こ
に
は
、
諮
問
に
対
す
る
五
月
一
一
日
付
の
弁
護
士
会
の
答
申
の
み
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
諮
問
の
内
容
、
日
付
け
は
不
明
で
あ
る
。
(
)
九
三
年
弁
護
士
法
「
第
一
七
条
弁
護
士
ハ
所
属
地
方
裁
判
所
又
ハ
其
ノ
管
内
区
裁
判
所
所
在
ノ
地
ニ
事
務
所
ヲ
定
メ
、
之
ヲ
所
属
地
方
裁
判
所
検
事
局
ヘ
届
ケ
出
ス
ベ
シ
第
二
五
条
弁
護
士
ハ
其
ノ
所
属
地
方
裁
判
所
管
轄
外
ニ
事
務
所
ヲ
設
ケ
職
務
ヲ
行
ハ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
職
務
ヲ
行
フ
ヘ
キ
地
方
裁
判
所
所
在
地
ノ
弁
護
士
会
会
則
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ｣
。
(
)
本
文
に
前
述
し
た
よ
う
に
、
創
立
当
初
の
一
八
九
三
年
五
月
二
二
日
司
法
大
臣
認
可
の
会
則
は
、
全
二
一
条
の
簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
全
六
四
条
七
章
構
成
、
か
つ
「
第
七
章
風
紀
取
締
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
改
正
自
身
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
か
ら
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
検
事
局
の
諮
問
以
降
、
九
七
年
五
月
の
春
季
通
常
会
総
会
ま
で
の
期
間
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
以
下
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
会
則
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
三
一
八
九
三]
、
総
会
の
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事
に
つ
い
て
は
、[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
四
一
八
九
三]
に
依
拠
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
頁
数
は
な
く
、
ま
た
、
煩
瑣
な
た
め
以
下
で
は
引
用
の
明
示
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
。
(
)
別
表
１
〜
３
は
、[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
二
一
九
〇
一]
お
よ
び
、[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
三
一
八
九
三]
に
収
め
ら
れ
て
い
る
以
下
の
①
〜
④
の
名
簿
を
も
と
に
作
成
し
た
。
名
簿
に
つ
い
て
は
本
文
で
後
述
す
る
が
、
以
下
で
は
「
特
定
名
簿
」
と
総
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
名
簿
掲
載
者
に
つ
い
て
は
、[
滋
賀
弁
護
士
会
史
編
纂
委
員
会
二
〇
〇
三]
に
な
ら
っ
て
、
実
名
の
掲
載
は
行
わ
ず
、
記
号
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
①
「
大
津
地
方
裁
判
所
所
属
弁
護
士
及
事
務
員
一
覧
表
明
治
三
七
年
六
月
八
日
調
」
②
「
大
津
地
方
客
員
弁
護
士
並
事
務
員
一
覧
表
明
治
三
七
年
六
月
八
日
調
」
①
②
と
も
に
、
弁
護
士
氏
名
、
事
務
所
所
在
地
（
客
員
に
つ
い
て
は
所
属
弁
護
士
会
名)
、
認
可
事
務
員
氏
名
・
否
認
者
氏
名
・
備
考
欄
か
ら
な
る
。
③
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
〇
月
三
一
日
大
津
弁
護
士
会
作
成
「
特
定
名
簿
」
氏
名
、
住
所
、
職
業
が
記
載
④
「
明
治
三
八
年
一
〇
月
特
定
名
簿
」
大
津
京
都
両
弁
護
士
会
が
「
営
利
ヲ
目
的
ト
シ
テ
訴
訟
ノ
紹
介
ヲ
業
ト
為
ス
モ
ノ
」
と
認
め
、
そ
の
紹
介
に
応
じ
な
い
と
決
定
し
た
指
名
者
の
一
覧
表
。
大
津
、
京
都
管
内
に
つ
い
て
、
氏
名
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
①
②
の
備
考
欄
の
記
載
に
は
、
し
ば
し
ば
警
察
署
の
調
査
に
基
づ
く
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
代
書
人
取
締
り
を
担
当
す
る
警
察
と
の
連
携
と
情
報
交
換
に
基
づ
い
て
①
②
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
(
)
[
橋
本
誠
一
二
〇
〇
五]
二
二
九
頁
以
下
で
紹
介
・
検
討
さ
れ
て
い
る
各
地
の
弁
護
士
会
に
よ
る
非
弁
護
士
と
の
連
携
関
係
に
つ
い
て
の
自
己
規
制
の
動
き
は
、
明
治
後
半
期
一
八
九
〇
年
代
末
か
ら
大
正
期
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
各
地
の
状
況
に
応
じ
て
時
期
的
に
相
当
な
幅
を
持
っ
て
展
開
し
て
い
る
。[
増
田
修
二
〇
〇
八]
も
、
広
島
弁
護
士
会
に
つ
い
て
、
一
九
〇
一
・
〇
二
年
の
時
期
に
こ
の
点
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
が
紹
介
す
る
大
阪
・
名
古
屋
・
中
国
地
方
・
京
都
の
各
弁
護
士
会
の
一
八
九
〇
年
代
末
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
の
時
期
の
動
き
の
な
か
で
、
本
稿
で
検
討
す
る
大
津
弁
護
士
会
は
、
大
津
・
京
都
の
検
事
局
を
仲
介
と
し
て
京
都
弁
護
士
会
と
の
連
携
を
図
り
、
ま
た
、
各
地
の
弁
護
士
会
会
則
中
の
非
弁
護
士
関
係
条
項
を
、
自
ら
の
照
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い
は
大
津
検
事
局
に
よ
る
提
供
を
通
じ
て
収
集
し
、
会
則
改
正
の
参
考
に
し
て
い
る
（[
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
三
一
八
九
三])
。
こ
こ
か
ら
、
大
津
を
含
め
た
各
地
の
動
き
が
、
検
事
局
を
中
心
と
し
た
司
法
当
局
の
政
策
主
導
の
も
と
で
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
全
国
統
一
的
な
司
法
省
に
よ
る
政
策
展
開
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
資
料
的
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
注(
)
に
述
べ
た
よ
う
に
、
特
定
名
簿
作
成
に
あ
た
っ
て
の
検
事
局
の
情
報
は
、
各
地
の
警
察
署
に
よ
る
非
弁
護
士
関
係
情
報
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
府
県
令
制
定
に
よ
る
警
察
レ
ベ
ル
で
の
非
弁
護
士
取
締
り
と
、
こ
の
時
期
の
大
津
弁
護
士
会
で
確
認
さ
れ
る
検
事
局
レ
ベ
ル
で
の
弁
護
士
会
へ
の
非
弁
護
士
に
対
す
る
自
己
規
制
要
請
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
全
国
的
な
政
策
展
開
、
両
者
の
連
携
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
を
資
料
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
(
)
以
下
の
図
７
〜
10
は
、
一
九
〇
〇
〜
一
九
〇
五
年
の
期
間
の
推
移
を
整
理
し
た
別
表
１
〜
３
を
も
と
に
し
て
い
る
の
で
、
中
途
で
名
簿
か
ら
消
え
て
い
く
者
も
図
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
特
定
の
時
期
を
限
定
す
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
も
若
干
少
な
い
人
数
に
な
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
(
)
京
都
弁
護
士
会
会
員
は
、
一
八
九
九
年
に
三
八
名
で
あ
っ
た
の
が
、
〇
五
年
に
は
七
三
名
に
急
増
、
し
か
も
そ
の
う
ち
二
〇
名
近
く
が
滋
賀
に
事
務
所
を
展
開
し
て
い
る
。
参
照
文
献
一
覧
（
著
編
者
五
十
音
順
）
岩
谷
十
郎
（
一
九
九
六)
「
近
代
日
本
史
研
究
に
お
け
る
『
学
識
』
判
事
と
の
遭
遇｣
『
日
本
法
曹
会
人
物
辞
典
別
巻
（
解
説
・
人
名
索
引)
』
ゆ
ま
に
書
房
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
レ
ー
ガ
ー
・
佐
藤
岩
夫
訳
（
二
〇
〇
一)
「
民
事
訴
訟
の
比
較
歴
史
分
析
（
一)
（
二
・
完
）
司
法
統
計
か
ら
見
た
日
本
の
法
文
化
」
法
学
雑
誌
四
八－
二
、
三
大
阪
弁
護
士
会
（
一
九
八
九)
『
大
阪
弁
護
士
会
百
年
史
』
大
津
地
方
検
察
庁
沿
革
誌
編
集
委
員
会
（
一
九
八
九)
『
大
津
地
方
検
察
庁
沿
革
誌
』
奥
平
昌
洪
（
一
九
一
四)
『
日
本
弁
護
士
史
』
巌
南
堂
書
店
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口
由
彦
編
（
二
〇
〇
一)
『
明
治
大
正
町
の
法
曹
』
法
政
大
学
出
版
会
楠
精
一
郎
（
一
九
八
九)
『
明
治
立
憲
制
と
司
法
官
』
慶
応
通
信
小
松
栄
・
鵜
沼
倫
之
進
編
（
一
九
〇
九)
『
滋
賀
県
法
規
類
纂
』
帝
国
地
方
行
政
学
会
滋
賀
県
（
一
八
九
七
〜
一
九
一
二)
『
滋
賀
県
統
計
書』
（
明
治
三
〇
〜
三
六
年)
『
滋
賀
県
統
計
全
書』
（
明
治
三
七
〜
四
四
年
）
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
一
（
一
八
九
九)
『
弁
護
士
履
歴
書
』
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
二
（
一
九
〇
一)
『
明
治
三
十
四
年
月
弁
護
士
名
簿
』
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
三
（
一
八
九
三)
『
明
治
二
十
六
年
弁
護
士
会
会
則
関
係
文
書
』
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
四
（
一
八
九
三)
『
第
一
号
弁
護
士
総
会
議
事
録
』
滋
賀
弁
護
士
会
所
蔵
文
書
五
（
一
九
一
四)
『
大
正
壱
拾
参
年
以
降
会
員
ニ
関
ス
ル
綴
込
』
滋
賀
弁
護
士
会
史
編
纂
委
員
会
（
二
〇
〇
三)
『
滋
賀
弁
護
士
会
史
滋
賀
弁
護
士
会
』
司
法
省
『
日
本
帝
国
司
法
省
刑
事
統
計
年
報
』
司
法
省
『
日
本
帝
国
司
法
省
民
事
統
計
年
報
』
司
法
省
『
民
事
綜
計
表
』
司
法
省
（
一
九
三
九)
『
司
法
沿
革
誌
』
法
曹
会
司
法
省
（
一
八
七
五)
『
司
法
省
第
一
回
報
告
』JA
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
e
fA
0
7
0
6
2
3
0
2
3
0
0
司
法
省
（
一
八
七
六
・
七
七)
『
司
法
省
第
二
年
報
、
同
第
三
年
報
』JA
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
e
fA
0
7
0
6
2
3
0
2
4
0
0
・
A
0
7
0
6
2
3
0
5
9
0
0
司
法
省
（
一
八
七
八
〜
八
〇)
『
明
治
十
一
〜
十
三
年
度
司
法
省
第
四
〜
六
処
務
年
報
』JA
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
e
fA
0
7
0
6
2
3
0
6
0
0
0
・A
0
7
0
6
2
3
0
7
1
0
0
・A
0
7
0
6
2
3
0
8
3
0
0
司
法
省
（
一
八
八
一
〜
八
三)
『
明
治
十
四
〜
十
六
年
司
法
省
第
七
〜
九
処
務
年
報
』JA
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
e
fA
0
7
0
6
2
3
0
9
5
0
0
・A
0
7
0
6
2
3
1
0
6
0
0
・A
0
7
0
6
2
3
1
1
7
0
0
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司
法
省
（
一
八
八
四)
『
司
法
省
第
十
処
務
年
報
』JA
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
e
fA
0
7
0
6
2
3
1
2
9
0
0
司
法
省
（
一
八
八
五)
『
司
法
省
庶
務
報
告
書
明
治
十
八
年
』JA
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
e
fA
0
7
0
6
2
3
1
5
1
0
0
司
法
省
（
一
八
八
六)
『
司
法
省
第
十
二
庶
務
年
報
』JA
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
e
fA
0
7
0
6
2
3
1
8
2
0
0
司
法
省
（
一
八
八
八
〜
九
二)
『
司
法
省
第
十
四
〜
十
八
事
務
功
程
報
告
』JA
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
e
fA
0
7
0
6
2
3
2
0
5
0
0
・A
0
7
0
6
2
3
2
1
9
0
0
・A
0
7
0
6
2
3
2
5
7
0
0
・A
0
7
0
6
2
3
2
8
4
0
0
・A
0
7
0
6
2
3
3
0
9
0
0
職
員
録
（
一
八
九
一
〜
一
九
一
二)
『
職
員
録』
（
明
治
二
四
〜
四
五
年
、
た
だ
し
明
治
三
一
年
版
は
欠
本
）
印
刷
局
手
塚
豊
（
一
九
八
八)
『
明
治
法
学
教
育
史
の
研
究
（
手
塚
豊
著
作
集
第
九
巻)
』
慶
応
通
信
東
京
司
法
書
士
会
会
史
編
纂
室
（
一
九
九
八)
『
東
京
司
法
書
士
会
史』
（
上
・
下
巻
）
東
京
司
法
書
士
会
内
閣
記
録
局
（
一
八
九
〇)
『
法
規
分
類
大
全
官
職
門
十
三
官
制
司
法
省
二
』
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
・
司
法
書
士
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
八
一)
『
日
本
司
法
書
士
史
（
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
編)
』
ぎ
ょ
う
せ
い
橋
本
誠
一
（
二
〇
〇
五)
『
在
野
「
法
曹
」
と
地
域
社
会
』
法
律
文
化
社
橋
本
誠
一
（
二
〇
〇
九)
「
再
論
・
在
野
「
法
曹
」
と
地
域
社
会
」
民
衆
史
研
究
七
八
林
真
貴
子
（
二
〇
〇
九)
「
日
本
に
お
け
る
法
専
門
職
の
確
立
職
域
の
形
成
と
そ
の
独
占
」
鈴
木
秀
光
・
高
谷
知
佳
・
林
真
貴
子
・
屋
敷
二
郎
編
著
『
法
制
史
学
会
六
〇
周
年
記
念
若
手
論
集
法
の
流
通
』
慈
学
社
林
真
貴
子
（
二
〇
一
〇)
「
日
本
の
司
法
統
計
」
佐
藤
岩
夫
・
小
谷
眞
男
・
林
真
貴
子
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
司
法
統
計
Ⅱ
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
日
本
』
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
研
究
シ
リ
ー
ズ
三
九
林
屋
礼
二
・
菅
原
郁
夫
・
林
真
貴
子
（
二
〇
〇
五)
『
統
計
か
ら
見
た
明
治
期
の
民
事
裁
判
』
信
山
社
前
山
亮
吉
（
一
九
九
六)
『
近
代
日
本
の
行
政
改
革
と
裁
判
所
』
信
山
社
増
田
修
（
二
〇
〇
六)
「
広
島
代
言
人
組
合
沿
革
誌
附
・
広
島
始
審
裁
判
所
の
官
許
代
言
人
」
修
道
法
学
二
八－
二
増
田
修
（
二
〇
〇
八)
「＜
資
料＞
広
島
弁
護
士
会
沿
革
誌
（
一
）
明
治
編
附
・｢
代
書
人
取
締
規
則｣
（
明
治
三
六
年
広
島
県
令
第
一
〇
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
696
二
三
八
Ⅱ
二
号
）
に
基
づ
く
代
書
人
組
合
」
修
道
法
学
三
一－
一
増
田
修
（
二
〇
〇
九)
「＜
資
料＞
広
島
弁
護
士
会
沿
革
誌
（
二
）
明
治
編
・
続
附
・｢
代
書
人
取
締
規
則｣
（
明
治
三
六
年
広
島
県
令
第
一
〇
二
号
）
に
基
づ
く
代
書
人
組
合
」
修
道
法
学
三
二－
一
増
田
修
（
二
〇
一
〇)
「
資
料
広
島
弁
護
士
会
沿
革
誌
（
三
）
大
正
編
」
修
道
法
学
三
三－
一
三
ヶ
月
章
（
一
九
六
六)
『
民
事
訴
訟
法
研
究
第
四
巻
』
有
斐
閣
三
阪
佳
弘
（
一
九
八
八)
「
明
治
九
・
一
〇
年
の
裁
判
所
機
構
改
革
」
法
制
史
研
究
三
八
三
阪
佳
弘
（
一
九
九
〇)
「
明
治
三
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
裁
判
所
・
裁
判
官
統
制
強
化
論
の
法
史
的
意
義
」
阪
大
法
学
四
〇－
一
三
阪
佳
弘
（
二
〇
〇
四)
「
明
治
末
〜
大
正
期
の
法
曹
資
格
・
任
用
制
度
の
展
開
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
と
そ
の
帰
結
と
し
て
の
集
権
化
」
萩
屋
昌
志
編
『
日
本
の
裁
判
所
司
法
行
政
の
歴
史
的
研
究
』
晃
洋
書
房
三
阪
佳
弘
（
二
〇
〇
八)
「
設
立
期
の
日
本
弁
護
士
協
会
」
岩
谷
十
郎
・
村
上
一
博
・
三
阪
佳
弘
監
修
『
日
本
弁
護
士
協
会
録
事
別
巻
（
解
題
・
総
目
次)
』(
ゆ
ま
に
書
房)
山
中
永
之
佑
・
三
阪
佳
弘
（
一
九
九
二)
「
資
料
・
治
安
維
持
法
違
反
事
件
被
告
三
田
村
四
朗
予
審
訊
問
調
書
（
五
・
完
）
治
安
維
持
法
事
件
に
お
け
る
予
審
の
諸
問
題
」
阪
大
法
学
四
一－
四
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二
四
〇
別
表
１
滋
賀
県
内
弁
護
士
出
張
所
一
覧
表
弁
護
士
名
本
属
弁
護
士
会
本
拠
弁
護
士
事
務
所
大
津
八
幡
彦
根
水
口
そ
の
他
の
地
域
※
な
お
、
弁
護
士
氏
名
に
◆
を
記
載
し
て
い
る
の
は
、
【
別
表
】
の
「
滋
賀
県
の
判
事
の
在
職
変
遷
表
」
｢（
同
検
事
）
」
で
◆
印
を
付
し
た
司
法
官
か
ら
の
転
出
者
で
あ
る
。
鯰
江
貞
継
大
津
→
1901/9大
阪
へ
登
録
替
え
大
津
市
☆
本
事
務
所
森
川
源
吾
◆
京
都
→
1905/8/1大
津
へ
登
録
替
え
大
津
市
△
出
張
事
務
所
D
03＝
1904/6/8調
で
否
認
D
02＝
1904/6/8
調
で
不
認
可
大
谷
郁
彦
◆
大
津
(1902/4/28入
会
登
録
）
大
津
市
☆
本
事
務
所
(山
村
次
三
郎
と
共
同
）
B
12＝
1902/9/19
認
可
→
年
月
日
不
詳
解
雇
C
05＝
1902/11/19
認
可
→
年
月
日
不
詳
解
雇
A
18＝
1903/5/29認
可
→
1904 /6/8調
で
も
認
可
A
22＝
1904/5/28認
可
→
1904/6/8調
で
も
認
可
鵜
飼
幸
吉
◆
大
津
大
津
市
☆
本
事
務
所
A
07＝
1901/6
認
可
→
1904/6
/8調
で
も
認
可
→
1904/6/9解
雇B
01＝
1901/6
認
可
→
1902/2
/28解
雇
届
出
A
08＝
1901/6
認
可
→
1901/1
0
解
雇
届
出
→
1904 /6/8
段
階
で
も
、
再
度
鵜
飼
事
務
所
勤
務
と
し
て
認
可
B
16＝
1904/2/27認
可
△
出
張
事
務
所
(1902 /2/28認
可
→
04/6/9廃
止
）
A
08＝
1902/3/23認
可
→
1904 /6/9解
雇
A
12＝
1902/3/23認
可
→
1904/6/9解
雇
→
1904/6/8
調
で
守
屋
孝
蔵
弁
護
士
事
務
員
と
な
る
が
不
認
可
指
定
△
出
張
事
務
所
坂
田
郡
入
江
村
D
11＝
1904/6/8調
で
無
届
け
で
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
警
察
署
に
よ
っ
て
確
認
谷
沢
龍
蔵
大
津
大
津
市
☆
本
事
務
所
A
05＝
1901/4
認
可
～
1904/6
/8調
で
も
認
可
鯰
江
与
惣
次
郎
大
津
彦
根
町
☆
本
事
務
所
橋
本
甚
吉
郎
大
津
大
津
市
☆
本
事
務
所
Ⅱ
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二
四
一
望
月
長
夫
大
津
大
津
市
☆
本
事
務
所
B
02＝
1900/10/13認
可
→
1902/4/26解
雇
A
14＝
1902/5/5
認
可
→
1904
/6/8
調
で
も
認
可
△
出
張
事
務
所
A
15＝
1902/5/5認
可
B
02＝
1900/10/13
認
可
→
02
/4/26解
雇
→
1904/6/8
調
で
も
認
可
→
1904/7/11認
可
△
出
張
事
務
所
A
25＝
1901段
階
で
認
可
→
1904/6/8
調
で
も
認
可
山
口
重
禄
大
津
大
津
市
☆
本
事
務
所
A
16＝
1903/4/10認
可
→
1904 /6/8調
で
も
認
可
△
出
張
事
務
所
A
24＝
1904/6/8調
で
認
可
山
村
次
三
郎
大
津
大
津
市
☆
本
事
務
所
(1902/5/25届
出
、
大
谷
郁
彦
と
共
同
）
B
12＝
1902/9/19認
可
山
本
正
己
◆
大
津
大
津
市
☆
本
事
務
所
A
29＝
1901/3認
可
→
年
月
日
不
詳
解
雇
B
10＝
1902/5/15
認
可
→
年
月
日
不
詳
解
雇
B
07＝
1902/10/27認
可
→
1903/月
日
不
詳
で
解
任
B
14＝
1903/7/2認
可
→
1903/10/5
解
雇
→
1903/12/
21認
可
→
1904/1/4解
雇
A
23＝
1904/6/8認
可
→
1904 /6/8調
で
も
認
可
△
出
張
事
務
所
(1904 /1廃
止
）
A
27＝
1901/5認
可
油
川
信
近
大
津
（
年
月
日
不
詳
脱
会
）
水
口
町
☆
本
事
務
所
A
20＝
1903/8/25認
可
→
1904 /6/8調
で
も
認
可
D
12＝
1904/6/8段
階
で
否
認
小
川
俊
一
◆
大
津
（
1902/9
/1加
入
9/20
登
録
）
彦
根
町
☆
本
事
務
所
林
清
大
津
→
1903/5/5退
会
＝
京
都
へ
登
録
替
え
大
津
市
→
1903/5/5京
都
市
へ
移
転
☆
本
事
務
所
→
1903 /5/11
以
降
△
出
張
事
務
所
B
03＝
1902/5/15認
可
→
1902/9/22解
雇
B
05＝
1902/9/3
認
可
→
1903
/5/11解
雇
A
27＝
1903/4/27認
可
→
1903 /5/12認
可
→
1904/6/
8調
で
も
認
可
△
出
張
事
務
所
(1903 /8/1
届
出
→
1904/6/8段
階
で
は
無
届
）
B
18＝
1903/4/1届
出
→
1904/6/8調
で
は
、
無
届
け
出
張
事
務
所
が
B
18方
に
設
置
の
旨
記
載
Ⅱ
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二
弁
護
士
名
本
属
弁
護
士
会
本
拠
弁
護
士
事
務
所
大
津
八
幡
彦
根
水
口
そ
の
他
の
地
域
※
な
お
、
弁
護
士
氏
名
に
◆
を
記
載
し
て
い
る
の
は
、
【
別
表
】
の
「
滋
賀
県
の
判
事
の
在
職
変
遷
表
」
｢（
同
検
事
）
」
で
◆
印
を
付
し
た
司
法
官
か
ら
の
転
出
者
で
あ
る
。
尾
崎
幾
三
郎
大
津
→
1902 /3/19
退
会
彦
根
町
☆
本
事
務
所
(1902/3/19退
会
に
よ
り
閉
鎖
）
浅
見
竹
太
郎
大
津
彦
根
町
☆
本
事
務
所
小
田
切
秀
継
大
津
彦
根
町
☆
本
事
務
所
△
出
張
事
務
所
坂
田
郡
入
江
村
D
11＝
1904/6/8調
で
無
届
け
で
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
警
察
署
に
よ
っ
て
確
認
中
村
耕
治
大
津
彦
根
町
△
出
張
事
務
所
A
01＝
1900/5
認
可
→
1904/6
/8調
で
も
認
可
☆
本
事
務
所
淀
川
正
秀
◆
大
津
（
1902 /3/28
登
録
）
大
津
市
☆
本
事
務
所
△
出
張
事
務
所
A
19＝
1903/5/8認
可
→
1904/6/8調
で
も
認
可
△
出
張
事
務
所
(1902/11/3届
出
→
04 /6/7廃
止
）
B
08＝
1902/11/19認
可
→
1904/6/7解
雇
市
川
仙
太
郎
◆
大
阪
(
大
津
で
客
員
登
録
）
→
1902・
5/8
大
津
→
年
月
日
不
詳
他
へ
登
録
替
え
大
阪
市
→
1902
・
5 /8
大
津
△
出
張
事
務
所
→
1902 /5/8以
降
☆
本
事
務
所
A
27＝
1901/4認
可
B
09＝
1902/4/13
認
可
(1902
/4/22に
清
水
藤
之
助
弁
護
士
の
出
張
事
務
所
員
と
な
る
）
B
13＝
1903/2/18認
可
中
山
勘
三
大
津
(1903 /7/29届
・
8/9登
録
）
大
津
市
☆
本
事
務
所
Ａ
28＝
1903 /11/24認
可
安
藤
源
五
郎
大
阪
大
阪
市
△
出
張
事
務
所
(1903/4/8
届
出
）
A
29＝
1903/4/27認
可
→
1904 /6/8調
で
も
認
可
在
大
鐘
彦
市
◆
大
阪
大
阪
市
△
出
張
事
務
所
(1901/10/14
届
出
→
03 /4/1廃
止
）
奥
平
昌
洪
大
阪
大
阪
市
△
出
張
事
務
所
(1902/4/4
廃
止
）
清
水
藤
之
助
大
阪
大
阪
市
△
出
張
事
務
所
(1902/4/22届
出
→
6/19廃
止
届
）
B
09＝
1902/4/22認
可
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三
種
野
弘
道
◆
大
阪
大
阪
市
△
出
張
事
務
所
A
10＝
1901/8認
可
→
1904/
6/8調
で
も
認
可
石
野
正
弘
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
C
02＝
1901/7認
可
→
1904/
6/8調
で
も
認
可
A
09＝
1901/7認
可
→
1904/
6/8調
で
も
認
可
B
11＝
1902/7/15認
可
D
07＝
1904/6/8調
で
不
認
可
△
出
張
事
務
所
C
03＝
1901/9/13認
可
→
1904 /6/8
調
で
も
認
可
(
注
記
と
し
て
「
警
察
調
べ
で
は
水
口
事
務
所
は
無
し
」
と
あ
り
）
岩
田
信
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
A
04＝
1901/4認
可
→
1904/
6/8調
で
も
認
可
大
河
平
隆
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
川
上
清
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1904/2/27届
出
）
A
02＝
1904/6/8調
で
認
可
D
01＝
1904/6/8調
で
不
認
可
△
出
張
事
務
所
(1904/2/17
森
田
三
郎
弁
護
士
と
共
同
）
A
11＝
1904/6/8調
で
も
認
可
事
務
所
に
つ
い
て
、
森
田
と
の
共
同
で
あ
る
旨
の
届
出
が
な
い
こ
と
が
注
記
森
田
三
郎
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1901/9/25届
出
）
A
02＝
1901/10/16認
可
D
01＝
1904/6/8調
で
不
認
可
△
出
張
事
務
所
(森
田
三
郎
弁
護
士
と
共
同
）
松
村
忠
造
1904
/6/8段
階
存
在
川
上
清
弁
護
士
と
共
同
）
A
11＝
1901/9/25認
可
→
1904 /6/8調
で
も
認
可
桑
原
信
雄
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1904/6廃
止
）
A
03＝
1901/10/22認
可
→
1904/6/8調
で
も
認
可
B
15＝
1903/2/19認
可
→
1903/5/7解
雇
A
21＝
1903/9/9
認
可
→
1904
/6/8調
で
も
認
可
D
04＝
1901段
階
で
不
認
可
者
と
し
て
記
載
(所
属
事
務
所
は
記
載
無
し
）
→
1904/6/8調
で
も
所
属
事
務
所
無
し
の
不
認
可
事
務
員
と
し
て
指
定
佐
久
間
七
郎
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1902 /9/17認
可
）
C
04＝
1902/10/5認
可
Ⅱ
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
702
二
四
四
高
木
蔵
吉
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1902/4/23届
出
）
A
13＝
1902/5/5
認
可
→
1904
/6/8調
で
も
認
可
D
13＝
1904/6/8調
で
否
認
者
※
大
津
の
事
務
所
廃
止
の
届
出
は
な
い
が
、
1904/6/8調
で
、
警
察
調
べ
で
事
務
所
が
な
い
こ
と
が
注
記
△
出
張
事
務
所
(1902/2/5
届
出
）
D
06＝
1903/4/10
否
認
、
1904/6/8調
で
も
否
認
者
田
中
鉄
二
郎
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1903/2/18）
A
17＝
1903/4/10認
可
→
1904/6/8調
で
も
認
可
築
山
恒
固
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
（
1902 /4/29
廃
止
）
B
04＝
1901/4認
可
中
西
盾
雄
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1902 /2/3
届
出
→
6/20廃
止
届
出
、
04/6/8
調
で
も
事
務
所
が
な
い
こ
と
が
警
察
に
よ
り
確
認
）
堀
田
康
人
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
A
06＝
1901/4認
可
→
1904/
6/8調
で
も
認
可
△
出
張
事
務
所
(1902 /11/20
届
出
→
03/2/22廃
止
）
△
「
紹
介
所
」
1904/6/8調
で
「
高
島
郡
高
島
村
東
山
角
左
衞
門
方
に
看
板
を
掲
く
と
云
う
」
△
出
張
事
務
所
＝
野
洲
郡
木
濱
D
10＝
1904/6/8調
で
不
認
可
事
務
員
本
多
源
蔵
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1904 /7/4
廃
止
。
森
田
茂
と
共
同
）
D
08＝
1904/6/8調
で
不
認
可
事
務
員
(注
記
と
し
て
「
素
行
調
べ
済
み
で
あ
る
が
認
否
未
定
」
と
あ
り
）
三
浦
峯
高
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1903/1/15認
可
）
D
09＝
1904/6/8調
で
否
認
者
弁
護
士
名
本
属
弁
護
士
会
本
拠
弁
護
士
事
務
所
大
津
八
幡
彦
根
水
口
そ
の
他
の
地
域
※
な
お
、
弁
護
士
氏
名
に
◆
を
記
載
し
て
い
る
の
は
、
【
別
表
】
の
「
滋
賀
県
の
判
事
の
在
職
変
遷
表
」
｢（
同
検
事
）
」
で
◆
印
を
付
し
た
司
法
官
か
ら
の
転
出
者
で
あ
る
。
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五
水
野
世
民
◆
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
（
1902/5/3認
可
。
1904/6/8調
で
は
、
警
察
調
べ
に
よ
り
事
務
所
が
な
い
こ
と
が
注
記
）
△
「
紹
介
所
」
1904/6/8調
で
、
草
津
町
矢
倉
、
某
方
に
紹
介
所
あ
り
と
注
記
宮
川
彌
三
郎
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
C
01＝
1901/4
認
可
→
1904/6
/8調
で
も
認
可
森
田
茂
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1904 /7/4
廃
止
・
本
多
源
蔵
と
共
同
）
D
08＝
1904/6/8調
で
不
認
可
事
務
員
(注
記
と
し
て
「
素
行
調
べ
済
み
で
あ
る
が
認
否
未
定
」
と
あ
り
）
守
屋
孝
蔵
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
A
26＝
1903/9/12届
出
→
1904 /6/8調
で
も
認
可
△
出
張
事
務
所
A
12＝
1904/6/8調
で
不
認
可
事
務
員
吉
田
佐
吉
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1903 /10/29
廃
止
）
B
17＝
1901段
階
で
認
可
依
田
菊
太
郎
京
都
京
都
市
△
出
張
事
務
所
(1904 /1/1
届
出
、
2/5廃
止
、
6/8再
届
出
）
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「特定名簿」掲載者一覧表（１）Ａ～Ｄ
所属弁護士会」による認可状況
津に,「大津出張」は大津に出張事務所を
おそらく勤務していただろうと推測される
掲載されていることを示す
1904～1905年の「特定名簿」掲載状況
備考
1904/6/8 調での記録※空欄は掲載無し
1904/10/31特定名簿
1903年 1904年 1905/10特定名簿
１月 ７月 １月 ６月
1905/11/14
特定名簿追加
↑認可
大津出張 ↑認可
６月末事務所廃止 ↑認可
↑認可 06/4/29不認可
↑認可
↑認可
↑認可。但し 6/9 解雇
可 同上・八幡出張 ↑認可。但し 6/9 解雇（八幡出張廃止）
↑認可
↑認可
水口出張 ↑認可
＝大津)・八幡出張, 但し1904/6/9 解雇 ↑鵜飼事務員として認可, 守屋孝蔵(京都)事務員として不認可
（京都)・大津出張 ↑認可
（大津＝大津)・大津本 ↑認可
（大津＝大津)・彦根出張 ↑認可
大津 ↑認可
大津出張 ↑認可
大津本 ↑認可
彦根出張 ↑認可
Ⅱ
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
弁
護
士
705
二
四
七
別表２ 滋賀県内弁護士事務員・
事務員番号
1901年４月日欠「明治三十四年月 弁護士名簿 大津地方裁判所
※下記人名は弁護士の氏名( )内は所属弁護士会,「大津本」は本拠事務所を大
置いていることをそれぞれ示す。黒帯は弁護士事務員としての期間, 灰色帯は
期間, ×の帯は不認可期間を示す。特定名簿欄の×は名簿に
1900年 1901年 1902年
５月 １月 ７月 １月 ７月
Ａ01(認可) ５月 認可中村耕治(大津＝彦根)・八幡出張
Ａ02(認可) 10/16認可 森田三郎・川上清（京都)・
Ａ03(認可) 10/22認可桑原信雄（京都)・彦根出張
Ａ04(認可) ４月認可 岩田信（京都)・大津出張
Ａ05(認可) ４月認可 谷沢龍蔵（大津)・大津本
Ａ06(認可) ４月認可 堀田康人（京都)・大津出張
Ａ07(認可) ６月認可 鵜飼幸吉（大津＝大津)・大津本
Ａ08(認可) 1901/6 認可 鵜飼幸吉（大津＝大津)・大津本 10月解雇 02/3/23認
Ａ09(認可) ７月認可 石野正弘（京都)・大津出張
Ａ10(認可) ８月認可 種野弘道（大阪)・大津出張
Ａ11(認可) 9/25認可 森田三郎＝川上清（京都)・
Ａ12(認可) 3/23認可 鵜飼幸吉 (大津
Ａ13(認可) 5/5 認可 高木蔵吉
Ａ14(認可) 5/5 認可 望月長夫
Ａ15(認可) 5/5 認可 望月長夫
Ａ16(認可) 4/10認可 山口重禄（大津＝大津)・
Ａ17(認可) 4/10認可 田中鉄二郎（京都)・
Ａ18(認可) 5/29認可 大谷郁彦（大津＝大津)・
Ａ19(認可) 5/8 認可 淀川正秀（大津＝大津)・
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（大津＝大津)・彦根出張 ↑認可
大津 ↑認可
大津出張 ↑認可
大津本 ↑認可
彦根出張 ↑認可
（大津=大津)・水口出張 ↑認可
（京都)・彦根出張 ↑認可。但し 6/9 解雇（彦根出張廃止）
大谷郁彦（大津＝大津)・大津本 ↑認可
山本正己（大津＝大津)・大津本 ↑認可
重禄（大津＝大津)・八幡出張 ↑認可
(大津＝大津)・水口出張 ↑認可
（京都)・大津出張
後京都)・大津本
勘三（大津)・大津本 ↑認可
27認可 安藤源五郎 (京都) 大津出張 ↑認可
所属弁護士会」による認可状況
津に,「大津出張」は大津に出張事務所を
おそらく勤務していただろうと推測される
掲載されていることを示す
1904～1905年の「特定名簿」掲載状況
備考
1904/6/8 調での記録※空欄は掲載無し
1904/10/31特定名簿
1903年 1904年 1905/10特定名簿
１月 ７月 １月 ６月
1905/11/14
特定名簿追加
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5(認可) 5/5 認可 望月長夫
Ａ16(認可) 4/10認可 山口重禄（大津＝大津)・
Ａ17(認可) 4/10認可 田中鉄二郎（京都)・
Ａ18(認可) 5/29認可 大谷郁彦（大津＝大津)・
Ａ19(認可) 5/8 認可 淀川正秀（大津＝大津)・
Ａ20(認可) 8/25認可 油川信近
Ａ21(認可) 9/9 認可 桑原信雄
Ａ22(認可) 1904/5/28認可
Ａ23(認可) 1904/6/8 認可
Ａ24(認可) 6/8 認可 山口
Ａ25(認可) 月日不詳認可 (1901名簿作成当時から認可) 望月長夫
Ａ26(認可) 9/12認可守屋孝蔵
A27(認可) 1901/4 認可 市川仙太郎（京都後大津)・大津, 1903/4/27林清（大津
A28(認可) 1903/11/24認可 中山
A29(認可) 1901/3 認可～ 年月日不詳解雇 山本正己 (大津＝大津)・大津本 1903/4/
事務員番号
1901年４月日欠「明治三十四年月 弁護士名簿 大津地方裁判所
※下記人名は弁護士の氏名( )内は所属弁護士会,「大津本」は本拠事務所を大
置いていることをそれぞれ示す。黒帯は弁護士事務員としての期間, 灰色帯は
期間, ×の帯は不認可期間を示す。特定名簿欄の×は名簿に
1900年 1901年 1902年
５月 １月 ７月 １月 ７月
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〇
1902/2/28解任届
・大津 ↑掲載無し。但し1904/7/11望月事務所事務員として認可
（大津後京都）大津～9/22解雇
1902/4/29事務所廃止
～1904/1/事務所廃
大津本～1903月日不詳解任
張～1904/6/7解雇 (事務所廃止)
藤之助 (大阪)・大津出張
己 (大津＝大津)・大津本
石野正弘 (京都)・大津出張
大津)・大津本～年月日不詳解雇
大津)・大津
己 (大津＝大津)・大津
解雇 桑原信雄 (京都)・彦根出張
鵜飼幸吉 (大津＝大津)・大津本
張～03/10/29廃止)
林清 (京都)・八幡出張 ↑無届の林清出張事務所を自宅に構える
所属弁護士会」による認可状況
津に,「大津出張」は大津に出張事務所を
おそらく勤務していただろうと推測される
掲載されていることを示す
1904～1905年の「特定名簿」掲載状況
備考
1904/6/8 調での記録※空欄は掲載無し
1904/10/31特定名簿
1903年 1904年 1905/10特定名簿
１月 ７月 １月 ６月
1905/11/14
特定名簿追加
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一
Ｂ01(認可) 6月認可 鵜飼幸吉（大津＝大津）
Ｂ02(認可) 1900/10/13認可 1902/4/26解雇 望月長夫（大津＝大津)
Ｂ03(認可) 1902/5/15認可 林清
Ｂ04(認可) 1901/4 認可 築山恒固（京都)・大津出張
Ｂ05(認可) 1902/9/23認可 林清 (大津後京都) 大津本～03/5/11解任届
Ｂ06(認可) 1901/5 認可 山本正己 (大津＝大津)・彦根出張
Ｂ07(認可) 10/27認可 山本正己 (大津＝大津)・
Ｂ08(認可) 1902/11/19認可 淀川正秀 (大津＝大津)・彦根出
Ｂ09(認可) 1902/4/13～4/22 市川仙太郎 (大阪後大津＝大津)・大津本 4/22～6/19清水
Ｂ10(認可) 1902/5/15認可～年月日不詳解雇 山本正
Ｂ11(認可) 1902/7/15認可
Ｂ12(認可) 1902/9/19認可 大谷郁彦＝山村次三郎 (大津＝
Ｂ13(認可) 1903/2/18認可 市川仙太郎 (大阪後大津＝
Ｂ14(認可) 1903/7/2 認可～1903/10/5解雇, 1903/12/21認可～1904/1/4 解雇 山本正
Ｂ15(認可) 1903/2/19認可～1903/5/7
Ｂ16(認可) 1904/6/27認可
Ｂ17(認可) 月日不詳認可 (1901名簿作成当時から認可) 吉田佐吉 (京都)・大津出
B18(認可) 1903/4/1 認可
事務員番号
1901年４月日欠「明治三十四年月 弁護士名簿 大津地方裁判所
※下記人名は弁護士の氏名( )内は所属弁護士会,「大津本」は本拠事務所を大
置いていることをそれぞれ示す。黒帯は弁護士事務員としての期間, 灰色帯は
期間, ×の帯は不認可期間を示す。特定名簿欄の×は名簿に
1900年 1901年 1902年
５月 １月 ７月 １月 ７月
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↑認可 大津市
↑認可 大津市
水口出張 ↑認可 彦根町 1914/4 指定解除
七郎 (京都)・大津出張 ↑認可 大津市
郁彦 (大津＝大津)・大津本
＝川上清 (京都)・大津出張事務員として不認可↑ 大津市 士族・周旋業
森川源吾 (大津＝大津)・大津本事務員として否認↑ 大津市 住所不定
森川源吾 (大津＝大津)・大津本事務員として否認↑
桑原信雄 (京都)・彦根出張事務員として否認↑ 彦根町 無職
士事務所は不明)
(京都) 水口出張事務員として否認 ↑高木蔵吉 (京都)・水口出張事務員として否認
石野正弘 (京都)・大津出張事務員として不認可↑ 大津市 平民・無職
＝森田源蔵共同 (京都)・大津出張 (904/7/4 廃止)↑ 栗太郡笠縫村
三浦峯高 (京都) 八幡出張事務員として否認↑ 水口町 無職
堀田康人 (京都)・大津出張事務員として不認可↑ 野洲郡速野村 平民・料理店
(大津＝彦根) の無届け共同出張所事務員 (入江村)
川信近 (大津=大津)・水口出張事務員として不認可
高木蔵吉 (京都)・大津出張事務員として不認可
所属弁護士会」による認可状況
津に,「大津出張」は大津に出張事務所を
おそらく勤務していただろうと推測される
掲載されていることを示す
1904～1905年の「特定名簿」掲載状況
備考
1904/6/8 調での記録※空欄は掲載無し
1904/10/31特定名簿
1903年 1904年 1905/10特定名簿
１月 ７月 １月 ６月
1905/11/14
特定名簿追加
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三
Ｃ01(認可→不認可) 1901/4 認可 宮川弥三郎 (京都)・大津出張
Ｃ02(認可→不認可) 1901/7 認可 石野正弘 (京都)・大津出張
Ｃ03(認可→不認可) 1901/9/13認可 石野正弘 (京都)・
Ｃ04(認可→不認可) 1902/10/5 認可 佐久間
Ｃ05(認可→不認可) 1902/11/19認可 年月日不詳解雇 大谷
Ｄ01(不認可) 森田三郎
Ｄ02(不認可)
Ｄ03(不認可)
Ｄ04(不認可) 1901段階で事務員不認可者として記載 (所属弁護士事務所は不明)
Ｄ05(不認可) 1901段階で事務員不認可者として記載 (所属弁護
Ｄ06(不認可) 1901名簿作成段階で事務員不認可者として記載 1903/4/10 木蔵吉
Ｄ07(不認可)
Ｄ08(不認可) 不認可事務員として記載｡「素行調べ済みであるが認否未定｣ と記載 本多源蔵
Ｄ09(不認可)
Ｄ10(不認可)
Ｄ11(不認可) 鵜飼幸吉 (大津＝大津) と小田切秀継
Ｄ12(不認可) 油
Ｄ13(不認可)
事務員番号
1901年４月日欠「明治三十四年月 弁護士名簿 大津地方裁判所
※下記人名は弁護士の氏名( )内は所属弁護士会,「大津本」は本拠事務所を大
置いていることをそれぞれ示す。黒帯は弁護士事務員としての期間, 灰色帯は
期間, ×の帯は不認可期間を示す。特定名簿欄の×は名簿に
1900年 1901年 1902年
５月 １月 ７月 １月 ７月
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３
滋
賀
県
内
弁
護
士
事
務
所
員
・
｢特
定
名
簿
」
掲
載
者
一
覧
表
（
２
）
Ｅ
事
務
員
番
号
職
業
1904～
1905年
の
「
特
定
名
簿
」
掲
載
状
況
1904/6/8
調
べ
で
の
記
録
※
空
欄
は
掲
載
無
し
1904/10/31特
定
名
簿
1905/10特
定
名
簿
1905/11/14
特
定
名
簿
追
加
Ｅ
01
○
長
浜
町
Ｅ
02
平
民
・
代
書
業
○
大
津
市
Ｅ
03
平
民
・
無
職
○
大
津
市
Ｅ
04
平
民
・
代
書
業
○
大
津
市
○
Ｅ
05
○
滋
賀
郡
堅
田
町
Ｅ
06
無
職
○
蒲
生
郡
朝
日
野
村
岡
本
○
Ｅ
07
監
獄
前
弁
当
屋
○
膳
所
町
Ｅ
08
監
獄
前
弁
当
屋
○
膳
所
町
Ｅ
09
平
民
・
小
間
物
商
○
大
津
市
○
○
（
1916/4
指
定
解
除
）
Ｅ
10
農
業
○
東
浅
井
郡
上
草
野
村
○
Ｅ
11
士
族
・
菓
子
小
売
商
○
高
島
郡
今
津
村
○
Ｅ
12
無
職
○
坂
田
郡
南
郷
里
村
○
Ｅ
13
平
民
・
周
旋
業
○
大
津
市
○
Ｅ
14
代
書
業
○
水
口
町
○
Ｅ
15
代
書
業
○
八
幡
町
○
Ｅ
16
古
物
商
兼
代
書
業
○
八
幡
町
○
Ｅ
17
無
職
○
犬
上
郡
北

柳
村
○
Ｅ
18
平
民
・
無
職
○
滋
賀
郡
坂
本
村
○
Ｅ
19
平
民
・
農
業
○
神
埼
郡
山
上
村
○
Ｅ
20
代
書
業
○
水
口
町
○
Ｅ
21
平
民
・
代
書
業
○
草
津
町
○
Ｅ
22
○
坂
田
郡
神
照
村
Ｅ
23
平
民
・
代
書
業
○
八
幡
町
○
Ｅ
24
平
民
・
無
職
○
伊
香
郡
古
保
利
村
○
Ｅ
25
○
長
浜
町
Ｅ
26
平
民
・
雑
業
○
草
津
町
○
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Ｅ
27
無
職
○
長
浜
町
○
Ｅ
28
無
職
（
京
都
人
）
○
八
日
市
町
○
Ｅ
29
平
民
・
農
業
○
甲
賀
郡
龍
池
村
○
Ｅ
30
平
民
・
代
書
業
○
大
津
市
Ｅ
31
○
大
津
市
Ｅ
32
平
民
・
周
旋
業
○
大
津
市
○
Ｅ
33
平
民
・
無
職
○
大
津
市
○
住
所
不
詳
Ｅ
34
代
書
業
○
野
洲
郡
中
里
村
○
Ｅ
35
無
職
○
東
浅
井
郡
虎
姫
村
（
長
浜
町
寄
留
）
○
Ｅ
36
平
民
・
古
物
商
○
彦
根
町
○
Ｅ
37
平
民
・
代
書
業
○
彦
根
町
Ｅ
38
周
旋
業
○
大
津
市
○
Ｅ
39
平
民
・
代
書
業
○
大
津
市
○
Ｅ
40
平
民
・
無
職
○
大
津
市
○
Ｅ
41
新
聞
通
信
者
○
八
日
市
町
○
Ｅ
42
平
民
・
代
書
業
○
愛
知
郡
愛
知
川
村
○
Ｅ
43
○
水
口
町
1912/7
解
除
Ｅ
44
○
大
津
市
Ｅ
45
平
民
貸
し
物
業
○
大
津
市
○
大
津
市
Ｅ
46
平
民
古
物
商
○
大
津
市
○
大
津
市
Ｅ
47
平
民
・
農
業
○
甲
賀
郡
○
Ｅ
48
平
民
・
農
業
○
野
洲
郡
○
Ｅ
49
平
民
・
荒
物
商
○
栗
太
郡
物
部
村
Ｅ
50
小
間
物
商
○
長
浜
町
○
Ｅ
51
平
民
・
無
職
○
高
島
郡
○
高
島
郡
新
儀
村
Ｅ
52
平
民
・
無
職
○
長
浜
町
Ｅ
53
平
民
・
周
旋
業
○
大
津
市
○
Ｅ
54
平
民
・
農
業
○
甲
賀
郡
土
山
村
○
Ｅ
55
○
大
津
市
松
本
Ｅ
56
平
民
・
周
旋
業
○
大
津
市
○
Ｅ
57
○
大
津
市
Ｅ
58
○
彦
根
町
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六
The function of lawyers in local
community in Modern Japan
Yoshihiro MISAKA
In this article, I try to investigate how the needs of legal service were filled
in communities of modern Japan with much less lawyers than contemporary
countries in Europe.
The research of distribution of lawyers in the Shiga prefecture in 1900’s
showed following three facts.
(1) In this prefecture in 1900’s, the needs of legal services were mostly
filled by lawyers in combination with non-lawyers. These non-lawyers
generally lived in countries, guided peoples in everyday troubles and in-
troduced them as occasion arises to lawyer’s office near courts in cities.
(2) The coordination between lawyers and non-lawyers like this is the char-
acteristic of modern Japan in comparison with modern Europe.
(3) This way of settlement of conflicts in communities by the coordination
between lawyers and non-lawyers was denied by lawyers in 1930’s who
intended to have a monopoly on legal services by exclusion of non-
lawyers.
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